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3.年代記テクストの生成と prおtavitisyの使用

3.1. r死亡報告Jと「事件の叙述J

3.1.1. pr邑stavitis号の現れる文脈

前章まで、の観察で、umbretiとprestavitiscの基本的な用法が明らかになった。これは

書かれたテクストを資料に用い、意味そのものというより用法を対象にしたものとは

いえ、あくまでも言語レベルにおける分析を目指したものである O その作業の中で、

問題の 2つの動詞にテクスト中での分布の違いがあるのではないか、とくに

prるstaviti時の分布が特定の場合に限られるのではないかということに気づいた。この

分布の違いは、以下この章で見ていく通り、年代記テクストの特殊性、そして年代記

テクストの成立の問題と密接に関わっているように思われる O

ここで年代記テクスト中での分布の違いと言うとき 2つの観点が問題になる O すな

わち、 1 )どのような文脈に現れ、他のどのような要素と共起するか、 2 )どの年代

部分に現れるか、という 2つの側面である O

まず第 1の観点から見てみたい。前節では当該の人物の死因が明らかである場合、

少なくとも合理的に推定が可能である場合に限って議論した。しかし、死因が不明な

場合も含めてすべての例を見ると、次に示す通り、特にprestavitis宅の場合に現れる文

脈が一定していることに気づく。

75) A prestavitis守を用いた表現が現れる位置

1 .それぞれの年の記事の冒頭、年号の記載に続いてすぐに現れるか、あるいは

2.それぞれの年の記事の途中で、長短に拘わらずーっの事件の記述が終わったあ

と、 vbse ze leto rこの同じ年に」タイフ。の時を表す副詞匂があって、そのすぐ

後に現れる O この時irそして」やzerところで」といった接続詞は現れない。

B. prestavitis宅を用いた死の表現と一緒に現れる付加的情報

1 .死んだ日付

2. どこ(どの教会)に葬られたか
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3.葬儀の日付

4.後継者は誰か

5. どこで死んだか

6 .当該人物の功績や人柄を称える言葉一年代記作者によるコメント 74)

B.の付加的情報は義務的で、はなく任意的に与えられる o 76) ----79)の例に示すよう

に、当該人物の死のみが報じられ、これらの情報が全く与えられない場合も多い。

また、この他にはっきりとした死因が示されている例も少数ながら存在する O 例え

ば、上の例24) に挙げたスヴャトスラフの死についての記事である O そこでは「腫物

を切って」という死因が示されていた。しかしこのようなケースはきわめて稀である O

死因が分かる場合の多くは、例28)，29)， 30) について触れたように、 prおtavitis((を

用いて一旦当該の人物が死亡したことを伝えた上で、もう一度最初からその人物の死

にいたるまでのプロセスが具体的に語られ、その T物語Jの中で死の状況や原因が示

される場合である o prestavitis((という動詞の使用と死因の直接の表示が結びつくこと

は殆どない。

次は、 6508(1000)年から 6519(1011)年の聞に現れる、 prestavitis((を用いた公の一族

の死についての記録である O いずれも、それぞれの年の記事の冒頭、年号の記載に続

いてすぐにpresta吋s((…という形で当該人物の死が示される O それぞれの年の記事は

ここに引用した部分がそのすべてであり、他の事件の記述や、この死の記事に対する

付加的情報も一切示されていない。 6508(1000)年の記事については、「マルフレヂの死」

の記事のあと、 vse ze leto rこの同じ年に」という副詞句があって、もう一つログネ

74) この「当該人物の生前の業績や人柄を称える言葉一年代記作者によるコメントーは、実は

prestavitiscカま使用される場合に限定されない。ルシの歴史において重要な人物が死んだ場合に

は、後述の「死亡報告」と「事件の叙述」のいずれの形で述べられるかに依らず、年代記作者

による何らかのコメントが行われることが多い。例えば、注90) の例ii) は「事件の叙述J中

に現れたヤロポルク (B2)の死に際してのコメントである。『過ぎし年月の物語』の全体の叙述

が、登場人物を中心とした歴史的出来事の叙述、すなわち通常の語りの部分と、登場人物の死

に際して行われるその人物の生前の業績に対する年代記作者の立場からのコメントの部分が交

互に現れることによって進行していくことについては、佐藤(1992:239-250)、Sato(1993:13-19) 

を参照。
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ヂの死の記事が続く O

76) 6508 (1000)年マルフレヂ、の死

V let( 0) 6508. Prestavis号(aor.3sg.<prestavitis~) Mal'h企edb. 乙銀三ι張奴 prestavis~

(aor.3sg. .( prlゐta吋tis~) i Rog'hnedb mati Jaroslavl~. (PVL: 129-15) 

6508(1000)年 マルフレヂが亡くなった。主公民ぶ集伝ヤロスラフ(13)の母ログ

ネヂも亡くなった。

77) 6509 (1001)年 イジャスラフ (08)の死

V let( 0) 6509~ Prestavis号(aor.3sg.<prlゐtavitis~) Iz~slaV'h o(te)cb Bボislavlbs(y)n'h 

Volodimerb. (PVL: 129-18) 

6509(1001)年 ブリャチスラフの父、ヴラヂミルの子イジャスラフ (08)が亡くな

ったO

78) 6511 (1003)年 フセスラフ (082)の死

Vlとt(o)651l. Prestavis~ (aor.3sg.く prestavitis~) V seslavも s(y)n'h Iz~slavlb vnuk'h 

Volodimerb. (PVL: 129同 21)

6511 (1003)年 ヴラヂミルの孫、イジャスラフの子フセスラフ (082)が亡くなった。

79) 6519 (1011)年 ヴラヂミル(06)の妃アンナの死

V let(o) 6519. Prestavis~ (aor.3sg.< prestavitis~) c(めs(ari)c~ Volodimer~ja 

Anna.(P礼:129-30) 

6519(1011)年 ヴラヂミル(06)の妃アンナが亡くなった。

このような死亡の記事が、通常の出来事の報告に続いて、あるいは通常の出来事の

報告に挟まって現れることもある O 例えば、次の6601(1093)年の一連の記事の中で、

ロスチスラフの死を報ずる記事は、この年の記事の中で最後に掲載されている O この

年の記事は、同じく prestaviti時を用いて表現されるフセヴォロド大公(D)の死の報告
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に始まり、ついでその息子ヴラヂミル (Dl)が年長制 (stareiSinstvo)に基づいてキエフ

大公の座を自分の従兄弟、父の兄の息子スヴャトポルク (B3)に譲ったことの報告、さ

らにその後ポロフツイのルシ侵攻についての長大な記事が続く O そしてそのあとにこ

のロスチスラフの死の記事が挿入されてこの年の出来事の記述がすべて終わる O 冒頭

のフセヴォロド大公の死の報告、問題のロスチスラフの死の報告ともに死んだ日付、

葬られた場所、葬儀の日付が加えられている O フセヴォロドについてはこの型どおり

の情報に続いて、さらに彼の人柄を称えるコメントも付け加えられている 75)。

80) 6601 (1093)年 フセヴォロド大公(D)の死、その息子ヴラヂミル (D1)が公座を年

長の従兄弟スヴャトボルク (B3)に譲る、ポロフツイのルシ侵攻、ロスチスラフ

(B11)の死

V le(t) 6601. indikta 11eto. Presta:吋s~ (aor.3sg.< prestavitis~) veli匂rikn~zb V sevolod'b. 

験段以悠汲.Ne細川とitogdas廿(a)s凶1.i dni su狗uとe同此如.v撚ゑ忠弘必史民

段般投魚.援身動銭政必叙迎破防.ljub~ pravdu. nabd宅ubo叙ja.V'bzd羽aと(a)stb

jep(i)s(ko)pom'b. i prezvuterom. izlicha ze ljub~se cemorizci. [i] pod司asetrebovanbje 

加も.[…] (PVL: 215-27) 

Volodimef'b ze naca razmysl~ti reka.“asとes宅dunastol語o(t)casvojego. to耐mmratb 

S'b S(~a)topolkom vz~ti. jakojestb stol'b prez(e) ot o(のcajego byl'b." i razmysliV'b. 

posla po S( ~a )topolka. Turovu. a sam'b ide Cernigovu. a RostislaV'b Perejaslavlju. […] 

(PVL: 217-21) 

v se vrem~ poidosa Polovci na Rusbskuju zemlju. slysavse jako umerl'b jestb Vsevolod'b. 

poslaSa sly k'b S( vja )topolku 0 mire. S( ~a )topolk'b ze ne zdumaV'b. s bolSeju世u.zinoju

otnξju. i stroja svojego. no SVI己.t'bstvori s prisedsimi s nim'b. [i] iZ'bimaV'b sly vsa.za i v-

75)例 80)，81) については、それぞれの記事の切れ目がはっきりするよう、カールスキー校訂

版にはないが、適宜行替を行った。引用箇所はそれぞれの記事ごとに、その始まりの部分を示

した。
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ystobもku.slysavse ze se Polovci poとasavojevati. i pridosa Polovci rnnozi. […] se bo azo 

gresnyi i rnnogo iとastoB( og)a progn話vaju.iとastosogr，出ajupo vs~ dni: (pVL: 218-6) 

v se ze let( 0). Prestavis号(aor.3sg.<prestavitis~) RostislaVo. s(y)no Mbstislavlb. vnukh 

Iz~slavlb. 現鈎鋭辺保必協賊~.双よ誕e)nb. ~ 

6601 (1093)年 インデイクトの第 1年。ヴラヂミルの孫、ヤロスラフの子フセヴ

ォロド大公(D)が4月13日に亡くなり、 14日に埋葬された。その時は受難週であ

り、彼が聖ソフィア大教会の枢に安置されたのは木曜日であったO この信仰の厚

いフセヴォロド公(D)は小さい時から神を愛し、正義を好み、貧しい者に心を配

り、主教や司祭を敬い、特に修道僧を愛して彼らに寄進をしていた[…]

ヴラヂミル (Dl)は思案し始めて、「もしも私が自分の父の座に座すならばスヴヤ

トポルク (B3)と戦いを構えなければならないだろう O 公座が以前には彼の父のも

のだ、ったからだ」と言った。彼はこう考えてスヴャトボルク (B3)を迎えにトゥロ

フに使者を送り、自分はチェルニゴフに、またロスチスラフ (D2)はペレヤスラヴ

リに行った[…]

この時ポロフツイがルシの国に攻めて来た。彼らはフセヴォロド (D)が死んでし

まったことを聞いてスヴャトポルク (B3)に和平の使者を送った。スヴャトポルク

(B3)は父と自分の父方のおじの上級従士団には相談しないで、自分と共にやって

きた者たちに相談し、使者を捕らえて丸太小屋に押しこめた。ポロフツィはこれ

を開いて戦いを始め、多くのポロフツイがやってきてトルチスクの町を包囲した。

[…]罪深き私こそ、数多くまたしばしば神を怒らせ、毎日しばしば罪を犯している

のであるO

この年の足瓦よ瓦j三、ムスチスラフの子、イジャスラフの孫、ロスチスラフ (B11)

が亡くなり、 11月16日にデシャチンナヤ聖母教会に埋葬された。

次は、 6612(1104)年の記事の前半の部分である O ここでは、様々な種類の短い記事

が続いたあとで、ヴャチェスラフ (B22)の死の記事が挿入される O 付加的な情報として

は死んだ日付が示されている O
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81) 6612 (1104)年 公の一族を中心に人事に関する様々な出来事、ヴャチェスラフの

死

V 1己t(o)6612. Vedena d(o)営とiVolodareva za c(a)reviとbza Oleksiniとb.

Cθ)s(a)りugorodu.m(己)sGa)cai叫討aVh20.(P礼:280-6) 

tombZ( e) let(めvedenaPeredもslavad(o)泌iS(vja)topolとa.v Ugry. za korolevi弘.

avgusta. vh 21 d(e)nb. (PVL: 280-8) 

tom ze 1批(る).pride mitropoli也 NikifOloV RUSb. m(己)sGa)ca.dekab(rja). vh 6 d(e)nb. 

(P礼:280噌 10)

民叙託公足袋持Q辺~・ P陪stàvis~ (aor.3sg.< pr，ゐtavit同)Vt(ceslaVh Jaropol，とi弘.忠良

弘信恐・ (PVL:280-11) 

togoz( e). m(1る)sGa)ca.vh 18 NikifOlo mitropolith na stole posazeub. (P礼:280-13) 

6612 (1104)年 7月20日、ヴォロダリ (A12)の娘がツァリグラドの皇帝アレクシ

オス(1世)の皇子のもとに嫁いだ。

同じ年の 8月21日にスヴャトポルク (B3)の娘ペレドスラヴァがウグリの王子のも

とに嫁いだ、。

同じ年の12月6日に府主教ニケフォロスがルシに来た。

恩J;l!ゑよゑ旦iミヤロボルクの子ヴヤチェスラフ (B22)が亡くなった。

同じ月の18日に府主教ニケフォロス(1世)が就任した。

以上のようなprestavitist(の現れ方は、この動詞が当該人物の死を報告するための決

まった形式として、定型的に使用されていることを示している O いわば「死亡報告」

である O この動詞は何よりもまず「誰かが死んだ」ことを伝えるために使用されるの

である O それに付随して、「死亡報告」としての形を整えるために必要な情報が補われ

るO それが75)B.に挙げた一連の付加的情報である。そして死んだ人物の重要度に応

じて、必要ならばB6.の当該人物の功績や人柄を称える言葉が付け加えられる O これ

は、その人物の生前の業績や知名度、社会的貢献度によって、記事全体の大きさや、

人物像の紹介の程度に大きな差がでることを含めて、いわば現代において公的人物、

著名人が死亡した時に、そのことが新聞の死亡欄で報知されるのと全く同じである O
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例えば一国の元首や首相が死ねば、あるいは国民的な英雄や皆に愛されている有名人

が死ねば、新聞の一面あるいは社会面に大きくその死の記事が掲載される O まず見出

しでその死の事実が告げられ、ついで記事の本文中でその死に至る状況が説明され、

時には臨終の模様が報じられる O そしてその人物の生前の業績が事細かに紹介され、

その人物の死を惜しむ友人、知己の言葉が掲載される O しかし通常の著名人物、つま

り全国民がその人の名前を知っている訳ではないが、それでも公にその死を報ずる必

要がある人物の死の場合には、社会面の下にある死亡欄でその死が告げられ、葬儀の

場所と日取り(この場合には年代記と異なり「行われた」場所と日付ではなく、「行わ

れる予定のJ場所と日付)が示される O 両者の違いは、このような「新聞」における

死亡記事が読み手として同時代人を想定しているのに対し、年代記における「死亡報

告」は後の時代の人々を想、定している点である O

この「誰々が死んだ、」という「死亡報告」は、全く予告なしに現れる O ある年の記

事の冒頭に現れることもあれば、他の記事の後に現れることもある O いずれの場合も

それまでの文脈、すなわち前者の場合であれば前年までの記事、後者の場合であれば

先行する他の記事の内容とは全く無関係に、突然「誰々が死んだ」という形で現れる

のである O もし当該の「死亡報告」がある程度の長さ、分量を持っている場合には、

その中心となる Iprestavis(( +誰々」の部分は、必ずその冒頭に現れる O

この「誰か」が、年代記テクストの全体を通して、この時初めて、すなわち当該の

「死亡報告」において初めて登場する人物である場合も決して珍しくない。この節で例

として挙げた人々に限っても、 6508(1000)年に死んだマルフレヂ76) (例76))、6511

(1003)年に死んだフセスラフ (082)(例78))、同じく 6601(1093)年に死んだロスチスラ

フ(Bl1) (例80))がそうである。彼らは、自らの「死亡報告」をもって年代記テクス

トに登場し、同時に消えていくのであるO

76)ただし、この女性については、 970年の記事に出てくる「オリガの鍵番(家政を預かる女性)

マルシャ (Malusa)J、すなわちヴラヂミル (06)の母と同一人物である可能性もある o cf. 

Lichacev (1996: 469) 
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3.1.2. umbr邑tiの現れる文脈

prestavitist(に対してumbr己tiの場合は、それが現れるべき特別な文脈は存在しない。

一連の事件の流れの中で当該人物の死が述べられる O すなわち、ここで行われるのは

prestavitist(による「死亡報告」に対して、通常の物語、通常の「事件の叙述」である O

多少長くなるが、上の 14) に示した、 6477(969)年のオリガの死の記事を、この年の

記述の最初の部分からもう一度引いてみる O

82) 6477(969)年 イゴリ (02)の妻オリガの死

Vl批(0)6477. Rec(e) S(vja)toslaVb kh m(a)凶 svojei.i kh bolt(romもsvo加も.“neljubomi

jestb v Kijev1話byti.choミjuziti s Perejaslavci v Dunai. jako to jestb sereda v zemli mojei. 

jako加 vSt(bl( a)g.司aschod仰早 otGrekh zlato pavoloki.吋na[i] ovosceve roznolicnyja. 

i-Scechも zeiz Urogh srebro i komoni. iz Rusi ze skora i voskh med'b. iとelt(."rec(e)jemu 

Volga “vidisi mt( bolnoje su泌ju.kamo cho泌esiot mene iti." Bるborazbolel出t(uze. 

rec( e) ze jemu "pogreb'b mt(. idi ze jamoze choとesi."po trech伽 (e)chも umre(aor.3sg.< 

田nbreti)Olbga. i pl紘邸宅 ponei s(y)n'b jeja i vnuci jeja. i ljudbje vsi plaとemも velikom'b.

[i] nesosa i pogrebosa i na mとste.Ibo zapov1話dalaOlbga ne tvorite
77J 

tryzny nad soboju・

bるboimusとiprezvuter'h. sei pochoroni bl( a)三(e)n司uOlbgu. (PVL: 67-20) 

スヴャトスラフ (03)は母と貴族たちに向かつて、「私はキエフにいるのが嫌いです。

ドナウのほとりのベレヤスラヴェツに住みたいと思います。そこがわが国の中心で

あり、そこにあらゆるよい物が集まって来るからです。グレキからは黄金、錦、酒、

種々の果物が、チェヒやウグリからは銀と馬が、またルシからは毛皮と蝋、蜜とチ

ェリヤジが(集まって来るのですから)Jと言った。オリガ(02W)は彼に「私が病

気であるのをお前は知っているでしょう O お前は私から(離れて)どこへ行こうと

するのですか」と言った。(オリガは)すでに重い病にかかっていたのである O そ

こで(オリガは)彼に「私を埋葬してから好きなところへ行きなさい」と言った。

オリガ(02W)は3日後に死に、彼女の息子、彼女の孫たちおよびすべての家臣は、

77) ラヂヴイル写本、アカデミー写本に従ってtvoriti(Inf.く tvoriti)と読む。
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彼女を偲んで激しく泣いた。(人々は)彼女を運び、平地に埋葬した。オリガ(02W)

は自分の追悼会をしないようにかねてから遺言していた。(オリガは)司祭を持っ

ており、この(司祭)が至福なオリガ(02W)を埋葬したのであるO

一見して分かるように、オリガの死は、必ずしも親孝行とは言えない息子スヴャト

スラフの言葉、彼女の病気の様子、彼女の最後の言葉といった一連の出来事の流れの

なかで記される O 彼女の晩年の最後に起きた事件として、その死が描かれるのである。

そして彼女が死んだ後、更に葬儀の様子が定式的な表現ではなく、実際の出来事に即

して描かれているO

上の例15) に示した6597(1089)年の府主教イオアンネス 2世の死も同じである O 彼

はヤンカによってコンスタンチノープルから連れてこられ、ルシに滞在し、そして死

ぬO その様子が、簡潔ながら描かれている O

16) に示した6420(912)年のオレグの死はより物語性が強い。次にその全体を示す。

彼の死はこの物語を通して語られるO ここで行われているのは「オレグが死んだ」と

いう結果の単なる報告ではない。彼が本当に死ぬかどうか、占い師たちの予言が実現

するかどうかは、この小さな物語の中心的出来事であり、読者はこの物語の結末がど

こに至るのか、オレグは予言通り本当に死んでしまうのか、それとも生き延びるのか、

いわば手に汗握って読み進めるのであるO

83) 6420(912)年 オレグの死・蛇にかまれた傷が元で死ぬ。

i prisp己osenb.i pomcnu Oleg'b konb svoi. i b己主epostavil kormiti. i ne vsedati na nb. 

bるboV'bprasal vol'bchvoV'b [i] kudesnik'h.“ot cego mijeS(tb) smertb." i rec(e) jemu 

kudesnik odin:“knGa )ze konb jeg( 0 )ze ljubisi i ezdiSi na nem. ot tog( 0) ti umreti." 

Oleg'b ze priim v'b um話sirec(e).“nikolize vs号dunanb.ni吋勾ujeg(o)bole tog(o)." i 

povele kormit(i) [i] i ne voditi jeg(o) k nemu. i preby(stb) nekol(i)ko 1とtne vid己

jeg(o). dondeze na Greky ide. i prisedsu jemu [k] Kyjevu i prebYVbsju. 4 let(a). na 

pctoje 1己t(0) pomcnu konb. ot negoze bcchutb rekli volsvi umr(e)ti. i prizva 

stareisinu konjuchom. rec( e)“koje jes(tb) konb m'もi.jegoze be
7S
) postavil kormiti i 
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bljusti jeg(o)." on ze rec(e) “umerh~ jes(tb)." Oleg ze posmるas((i ukori kudesnika. 

reka“to ti. nepravo gl( agol)jutb vol'bsvi. no VS(( loz( a) jes( tb). a konb umerl'b jes( tb) a 

ja ziV'b." 1 povelるosedlatikonb.、toviえjukostijeg(o)." i priide na mゐtoid己主ebesa 

lezasとekosti jeg( 0) goly. i lobも gol'bi ss己des kon((. i posmejas(( rec( e).“otも segoli 

lba smbrtb bylo vz((ti mne." i V'bstupi nogoju na lob'b. i vyniknuvsi zmia zo lba. [i] 

ukljunu v nogu is tog(o) razbolesGa) i umre (aor.3pl.< umhreti): i plakasasGa) 

ljudje vsi plaとemvelikim. i nesosa i pogrebosa [jego] na gore jeze gl( agole )tbS(( 

釘ekovica.jes(th) ze mogila jeg(o) i do seg(o) dni. sloveto
79

) mogyla Olbgova. i 

bYS(tb) vsech letも knGa)zeniajeg(o)33. (PVL: 38-16) 

そして秋が来た。オレグは乗らないで飼育させておいた自分の馬を思い出したO

(オレグは)以前に占いや妖術を行う者たちに「何がもとで私は死ぬことになって

いるのか」と聞いてみたことがあった。すると彼に 1人の妖術師が「公よ、馬です。

あなたが愛し乗り回しているその(馬の)ためにあなたは死ぬことになっています」

と言った。オレグは心に留めて、「決して(その)馬には乗るまい。これ以上それ

を見まい」と独り言を言い、それを飼育しても彼のもとには連れて来ないように命

じ、グレキに行くまでそれに触れることなく数年間を過ごした。彼がキエフに帰っ

て4年間は(そのままに)過ごし、 5年目にそれがもとでオレグが死ぬことになっ

ていると占師たちが言っていた自分の馬のことを思い出した。そこで彼は厩番の長

を呼び寄せて、「私の馬はどこにいるか。飼育し世話するように命じておいたが」

と言った。彼は「死んでしまいました」と言った。オレグは笑い、妖術師を非難し

て、「これは占師たちが間違ったことを言ったのであって、これはすべて嘘であるO

馬は死んでしまったが私は生きているではないか」と言ったO 彼は馬に鞍を置くこ

とを命じて、 fその(馬の)骨を見ょうではないかJ(と言った)。そしてその剥き

出しの骨と剥き出しの頭蓋骨が横たわっている場所にやって来て馬から降り、「こ

の頭蓋骨のために私が死を受けるというのか」と笑いながら言った。足で頭蓋骨を

78) アカデミー写本に従ってbechii(impf.lsg.< byti)と読む。

79) アカデミー写本ではslovetbωres.3sg.く sluti)となっているD リハチョフもこの読みを取る口

cf. Lichaeev (1996: 20) 
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踏むと蛇が出て来て彼の足を噛み、それがもとで彼は病気になって死んだ。すべて

の人々は彼を悼んで激しく泣き、彼を運んでシチェコヴイツァと呼ばれる山に[彼

を]葬った。いまに至るまで(そこに)彼の墓があり、オレグの墓と呼ばれている。

彼の治世は全部で33年であった。

18) に示した6605(1097)年のムスチスラフの死もまた同様で、彼が戦闘中敵の射た

矢に当たる様子が臨場感豊かに生き生きと描かれ、そして夜になってついに彼が死ん

だことが記されるO

これらのUffibretiの使用に当たっては、当該人物の死はprestavitist(の場合とは異な

り、当該の記事の冒頭で「誰々が死んだ、」という形で突然持ち出されるのではなく、

一連の出来事、事件の流れを描くなかで、その事件の登場人物の一人に起きた出来事

として記されるO

この事情は、 13) に示した 6387(879)年のリューリクの死の記事、 20) に示した

6496(988)年のヴイシェスラフの死の記事の場合も、基本的には同じである O ここでは、

彼らの死んだことが当該の年の冒頭の記事として、あるいは当該の記事の冒頭の記述

として現れるという点では、確かにprestavitist(の場合と似ている O しかし、それは単

に彼らの死亡の事実を伝えるのではない。リューリクの場合には、彼が死に臨んで、

自分の公位を息子のイゴリではなく親族のオレグに委ねたという出来事が述べられて

おり、 6496(988)年のヴイシェスラフの死の記事も、彼が死んだ、ことそのものよりも、

兄弟たちがどの国を得たかということが問題になっている O これらの例で絶対与格構

文が使われていることにも注意したい。すなわち彼らの死は単独の出来事として叙述

の中心になっているのではなく、事件の流れの中で、他の出来事との関係において述

べられているのであるO

このようなUffibretiの現れ方は、本稿で見た他の表現、すなわちsokon凶atist((例え

ば35) にある 6523(1015)年のヴラヂミルの死の記録や、 37) にある 6523(1015)年のポ

リスの殺害の物語を参照)、 sokonbとatizivoto svoiタイプの表現 (39) にある 6559

(1051)年のペチェルスキー修道院院長アントニーの死の物語を参照)、 predatidusju 

svoju Boguタイプの表現(例えば40) にある 6552(1054)年のヤロスラフ賢公の死の物
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語中の彼が息を引き取る場面を参照)、更には他動詞のubiti(例えば43) に現れる

6453(945)年のイゴリの死の様子を参照)と同じである O いずれも、一連の出来事の中

のーっとして彼らの死が述べられる O 彼らが死ぬことになるのかどうかは、本当のと

ころ最後の最後まで、実際に彼らが死ぬまでは分からないのである O

以上3.1.1と3.1.2.で

プの表現の現れる文脈、用法の違いが明らかになった。以下では、前者が現れる文脈

を「死亡報告Jの文脈、後者が現れる文脈を「事件の叙述」の文脈と呼ぶことにする O

「死亡報告」の文脈ではまず「誰かが死んだJという事実が報告され、「事件の叙述」

のテクストでは、「一連の出来事の中における登場人物の死」が描かれる O 後者は時間

軸にそって語られる通常の物語、語りのテクストである O

3.2. r先行要約」と「後行叙述J

時として、一人の人物の死を、連続した文脈のなかで、prestavitist(と UffibI・etiタイプ

の動詞の両方を使って前後 2回、繰り返し述べることがある O すでに挙げた例の中で

はprおtavitist(についての議論と predatidusju svoju Boguの議論の両方にでてきた6562

(1054)年のキエフ大公ヤロスラフの死の場合 (cf.28)， 40))、同じく両方の箇所の議

論に出てきた6582(1074)年のペチェルスキー修道院院長フェオドシーの死の場合 (cf.

29)， 41))であるO

前者を例に取ると、まずこの年の記事の冒頭で、 V'bJeto 6552. Prestavist( (aor.3sg.く

prestavitist() veli匂北 knt(ZbRUSbS~北 JaroslaV'b. 16562 (1054)年 ルシの大公ヤロスラフ

が亡くなったJというように彼が死んだことが報告され (1死亡報告J)、ついで息子た

ちに対する遺言と彼の病気の様子が具体的に語られ、その最後にpredatidusju svoju 

Bogu 1自分の魂を神にヲ|き渡す」という表現を用いて彼が息を引き取った様子が描か

れる (1事件の叙述J)o このような 2重の記述が行われている場合、最初に行われる

「死亡報告」の部分、つまり比較的長い記述の先頭にあってまず当該人物の死んだこと

のみを伝える部分を「先行要約」の部分、ついで具体的な事件の流れの中で当該人物

の死の様子を描き出す部分を「後行叙述Jの部分と呼ぶことにしたい。

年代記テクストを観察すると、このような 2重の記述が行われる場合には、「先行要

A-A 
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約Jのためにはprestavitis<(が、「事件の叙述」のためにはumbretiその他の動詞が使わ

れることが多いことが分かる D これは「先行要約」の部分が「死亡報告Jである以上

当然のことである O ただし、両方とも prestavitis<(が使用されること、つまり通常「死

亡報告Jの動詞として現れる prestavitis<(が「事件の叙述」として使われている例がな

いわけではない。上の80) に示した6601(1093)年の官頭の記事、フセヴォロド大公の

死の記録もその例である O その死亡記事の後半の部分を付け加えて、次ぎに必要な部

分を再掲する O ここで前半部、上付の a→←aで囲んだ部分は「死亡報告」の部分、

その中でとくに b→←bで囲んだのは75)B6. r功績や人柄を称える」年代記作者によ

るコメントである O そして c→←cで囲んだのが「事件の叙述」の部分である 80)。

84) 6601 (1093)年 フセヴォロド大公(D)の死

a一歩

V le(t) 6601. indikta 1 leto. a Prestavis~ (aor.3sg.< prestavitis<() velikyi k(n<(zb 

Vsevolodも.s(y)nも.Jaroslavlb. vnukn Volodimerb. m(己)sQa)ca.april<(. vh  13 d( e )nb. a 

pogrebenも bYS(tb)14 d(e)nb. Nedeli susci togda str(a)stnei. i也lIsusとjucetvertku. v onb 

，、-t・
ze polozenも bYS(tb)Vも grobe.v velic色ic(e)rbkvi. s(vja)tyja Sofbja. U sii bo 

bl(a)governyi kn<(zb Vsevolodb. bとizd紘 skabo(go )ljubiVh. ljub守pravdu.nabd宅

ubogyja. Vhzdゆと(e)品 jep(i)s(ko)pomも.i prezvuterom. izlicha ze ljub<(se cemorizci. [i] 

podajase trebovanbje面白.b己主eis国旧 Vもzdedas<(ot pbja[nb]stva i ot pochoti. teffib 

ljubimも beo(t)cemb svo回目.jako gla(gola)ti o(t)cju k nemu“s(y)nu moi. blago tob己

jako slysju 0 tobるkrOtostb.i rad司us<(.jako句Tpokoisi st訂 OStbmoju. asce ti POdastb 

B( Og)b prijati vlastb stola mojego. po bratbi svojei. s pravdoju a ne s nasilbjemb. to jegda 

B(og)も otvedetbt<( ot泊司asego. da l<(zesi ideze azb l<(gu u groba mojego. poneze ljublju 

t<( paとebra(t)i tvojeje." se ze SbYS(tb)S<( [gl(agol)吋 o(t)cajego jakoz(e) gla(gola)lb 

semu. priimsju posleze vseja bratja stolb o(t )ca svojego po sm( e)rti brata svojego.← b，←a 

c→ se ze Kyjeve kn戸abysa jemu peとalibolSe paee. neze sed<(民jujemu v Perejaslavli. 

80)ただし、この例の場合「死亡報告」の中の「生前の業績や人柄を称える言葉」の部分と、こ

れに後続する「事件の叙述」の部分の境界は完全に明確な訳ではない。他の解釈の可能性も否

定しない。
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s泌がとjubo jemu Kyjeve. pecalb bYS(tb) jemu. ，ot s(y)noveCb svoicho. jako naとasa

jemu stuzati chot宅vl加 ti[ov seja ovo ze drug恥.sei ze omirt(ja ich. razdavaja vlasti] 

面白.v sicho pecalb vstasa i neduzi jemu. [i] prisp己vasestarostb k s回目.i naca ljubiti 

smyslo田 tych.SVI己tも tvort(s nimi. size naとasazavoditi i negodovati druziny svojeja 

pervyja. i ljudem ne dochoditi knt(ze pravdy. naとasa世田lUgrabiti ljudi i prodavati. 

semu ne SVIるduscev boleznech svoich'b. razbol耐えjust(jemu velmi. posla po s(y)na 

svojego do Volodimera Cernigovu. prisedsju Volodimeru. vid己V'bi velmi bolna su泌a

i pl( a )kaV'bst(. presedt(sとjuVolodimeru i Rostislavu. s(y)nu jego mensemu. prisedミju

zeとasuprestavis~ (aor.3sg.< prestavitist() ticho i krotlくo.i priblizist( ko o(t)cemも

svoim'b. knt(ziV'b. 1，己t15 Kyjeve. a v Perejaslavli leto. a v Cemigove 1るto.Volodimero 

ze plakav'bst( s Rostislavom'b brato(m) svoim'b. sprt(tasta telo jego. i sobrasast( 

jep(i)s(ko)pi i.' igumeni. i cemorizbci. i popove. i bolt(re. i prostii ljudbje [i] vzemse 

telo jego so obyぬ戸凶 p(e)s(n)己mi.poloziSa， i v'b s(vja)tei SOfbi. jakoze rekocho(m) 

preze.← c (PVL: 215-27) 

6601 (1093)年 インデイクトの第I年o a→ヴラヂミルの孫、ヤロスラフの子フセヴ

ォロド大公(D)が4月13日に亡くなり、 14日に埋葬された。その時は受難週であ

り、彼が聖ソフイプ大教会の枢に安置されたのは木曜日であったo b→この信仰の

厚いフセヴォロド公(D)は小さい時から神を愛し、正義を好み、貧しい者に心を配

り、主教や司祭を敬い、特に修道僧を愛して彼らに寄進をしていた。彼自身もま

た飲酒と情慾をつつしみ、そのために父に愛されていた。父が彼に「私の息子よ、

お前に幸いのあるように。私はお前が柔和であることを耳にし、そしてお前が私

の老いを案じてくれているのを喜んでいる O もしも神がお前の兄たちの後に、力

ずくではなく正当に私の座の権力をとることをお前に許されるならば、神がこの

世からお前を導き去られるときには、私が横たわっている私の枢のそばに横たわ

るがよい。私はお前をお前の兄たちよりもず、っと愛しているからだ」と言ってい

たからである O 彼の父[が語ったことは]実現した。すべての兄たちの後、自分

の兄たちの死後にこの人が父の座を受け継いでキエフで公となっている問、彼に

は彼がペレヤスラヴリに座していたときよりも悲しみが多かったのである。←b，←a
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c→彼がキエフに座していたとき、自分の甥たちのために彼に悲しみが生じたo [あ

る者はこの、他の者は別の]領地を求めて、彼に苦しみを与え始めたからである O

[彼は彼らをなだめようとして彼らに領地を分け与えた。]これらのことのために

彼は悲しみ、病気になり、それに加えて老境が迫って来た。そこで彼は若い人々

の考えを愛し、彼らと相談を行うようになった。これらの者は、彼が自分の以前

の従士団を不快がるように、また公の正義が人々にまでとどかないようにしむけ

始めた。この公が病気で知らないうちに、若い人々は略奪を始め、人々に重税を

かけ始めた。彼の病気が重くなると、彼は自分の子ヴラヂミル(Dl)を呼ぴにチェ

ルニゴフに使者を送った。ヴラヂミル(D1)がやって来て、彼の病気が極めて重い

のを見て泣いた。ヴラヂミル(D1)と彼の下の子のロスチスラフ (D2)が枕元に座る

と、最期の時が来て、彼は静かに、おだやかに亡くなり、父祖の仲間に入った。

彼はキエフに 15年、ペレヤスラヴリに 1年、チェルニゴフに 1年公として座して

いたのであった。ヴラヂミル (Dl)は弟ロスチスラフ (D2)と共に泣き、彼の遺イ本を

葬る準備をした。主教、修道院長、修道僧、僧、貴族および一般の人々が集まり、

彼の遺体を持ち上げ、定められた歌と共に彼を聖ソフィア教会に安置した。我々

が前に述べた通りである。←c

ここでは、前半の「死亡報告」の部分の官頭で、prestavitisyの使用によって彼の死が

告げられ、ついでその人柄についてコメントが加えられる O ついで後半の「事実の叙

述」の部分で彼の死に至るまでの事情が述べられ、その死の情景が描かれる O そして、

最後に彼が静かに、穏やかに息を引き取るシーンの描写に当たっても、再度

prestavitisyが使用されている 81)o

81)実は、このような「先行要約」と「後行叙述」を組み合わせた叙述は「死亡報告」と「事件

の叙述」の場合に限らず、より広い文脈で観察されるD 例えば次のi)は6580(1072)年の記事

に現れるポリスとグレブの改葬の記事である o i) V let(o) 6580. Pronesosasザ(正しくは

pr如 esosa:aor.3pl.< pr己nesti)s(vja)taja str(a)s(toter)pc号・ Borisai GI邑ba.sovokupivses~ 

Jarosl矧とi.Iz~slaVb. S(vja)toslaVb. Vsevolod'h. mitropolitもお togdab己.Georgi jep(i)s(ko )p'h. 

Petr'h Perejaslavbskyi. [Michail'h Gurgevbskii] Feodosii ze igumen'h Peとerbskyi.Sofronii 

s(吋a)tag(o)Michaila igumenも.Germanも igumen'h.s(vja)tag(o) Sp(a)sa Nikola igumen'h 

PerejaslaVbskyi. i vsi igumeni. i stvorse prazdnikn prazdnovasa svet1o. [i] prelozisa ja v novuju 

門

i
守

E
i



c( e )rk( 0 )Vb. juze sd語laIz!(slavn. jaze StOitb i ny凶.i vzemse pervoje Borisa. v drev!(ne race. 

Iz!(slavも S(vja)toslavn.Vsevolodも.vzemse na rama svoja ponesosa. predbidusとemcemorizcem 

SVI伝記 dedascev rukachb. i po nich dbjakoni s kadily. i posemb preZ'i柱teri.i po nich jep(i)s(ko )pi 

s mitropolitom. po sich s rakoju id!(chu. i prinesse v novuju c( e )rk( 0 )Vb otverzosa raku ispolnis!( 

bl( a )gouchanbja c( e )rky voぽ bl(a)gy.videvse ze se proslavisa B(og)a. i mitropolita uz部品 obide.

bるbonetverdb veroju k nima i padb niCb pros!(se prosとenbja.celovavse mo託ijego vloziSa i v 

raku k田nenu.posem ze vzemse Glぬav race kamene. vstavisa na sani. i jemse za uza vezosa. i 

jako bysa Vb dverech sta raka i ne ide. i povel泊 naroduvnzvati“G( 0 )s(pod)i pomilui." i 

povezosa i i polozisa ja. m(る)sGa)ca.maja 2 d(e)nb. Iotp色vseliturgiju. obedasa bratbja na SkuPb 

kozdo s b吋arysvoimi. s ljuboVbju velikoju. i be togda derZa VysegoroむとJUdinb.a c( e )rk( 0 )刊

LazOfb. posem ze razidos邸宅vsvoja si. (PVL: 181-18) (冒頭のPronesosas!(*はラヂヴイル本では

prenesosa，アカデミ一本で、はprinesosaとなっている。リハチョフはprenesosaと読む。ここで

もこの読みを取り、 p尚nestiのアオリスト 3人称複数と考えたcf.Lichaとev1996: 78.) 16580 

(1072)年(人々は)聖殉教者ポリス (14)とグレブ(15)を移した。ヤロスラフ (13)の子供たちの

イジャスラフ (B)、スヴャトスラフ (C)、フセヴォロド(D)、またその時の府主教ゲオルギオス、

ペレヤスラヴリの主教ベトル、[ユリエフの(主教)ミハイル]、ペチェルスキー修道院長フェ

オドシー、聖ミハイル修道院長ソフロニー、聖救世主修道院長ゲ、ルマン、ベレヤスラヴリの修

道院長ニコラおよびすべての修道院長たちが集まり、祭りを行い、荘厳に祝って彼らを新しい

教会に移した。その教会はイジャスラフ (B)が造ったものであり、いまもなおある。まずはじ

めにイジャスラフ (B)、スヴャトスラフ (C)、フセヴォロド (D)が木の枢に入ったボリス(14)を

持ち上げ、肩にかついで運んだ口修道僧たちが両手に蝋燭を持って先導し、彼らの後には補祭

たちが香炉をもち、その後に司祭が、更に彼らの後には府主教と共に主教たちが、これらの者

の後に(公たちが)植を持って進んだのである o (人々が)新しい教会に運んで来て枢を開け

ると、教会は芳香と妙なる匂いに満ちた。(人々は)これを見て神を讃えたが、府主教は恐怖

にとらわれた。彼は 2人への信仰が固まっていなかったからである。そこで彼は地に伏して許

しを請うた。(人々は)彼(ポリス)の遺体に口づけをし、それを石棺に入れた。(人々は)そ

の後で、石棺に入ったグレブ(15)を運び出して棒に乗せ、 2本の綱をもって運んだ。(人々が)

戸口のところまで来ると、棺がとまって動こうとしなかったので、民衆に「神よ、憐れみ給え」

と唱えるように命じると、これが動き出した。こうして彼らを 5月2日に安置したのである。

兄弟たちは礼拝式をすませると、それぞれ自分の貴族を従え、大きな愛をもって共に食事をし

た。この時ヴイシェゴロドはチュヂ、ンが、教会はラゾリが掌握していた。この後(兄弟たちは)

別れて帰途についたj。ここでは冒頭で6523(1015)年に兄スヴャトポルク (07)の手にかかって

死んだポリスとグレブが改葬されたことがアオリスト prenesosa1 (人々は彼らを)移した」に

よって伝えられ、その後、改葬の実際の模様が時間軸にそって描かれる。他の例を挙げる。 ii)

6600 (1092)年 Vl己t(o)6600. Predivno byS(tb) (aor.3sg.< byti) [とjudo]Polotbs泌 vnmect己ny

byvase v no泌itutbnも stan!(sepo ulici. jako c(e)l(o)v(めciri泌jusceb己si.asce kto vylるz!(seis 

chorominy. chot!( vidるti.abb 
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3.3. r過ぎし年月の物語』における「死亡報告」と「事件の叙述」の分布

まず、 3.2.で提案した「死亡報告」と「事件の叙述」の区別に従って、本稿でこれま

で議論してきた動詞について、 3人称の語りの場合(すなわち地の文のみ。従って2.7.

で見た「モノマフの教訓」、「モノマフの手紙Jを含む直接話法で引用された登場人物

の言葉の場合を除く)、さらに死んだ人物がルシの公たち、市民たち、僧たちで名前が

明示されている場合に限って(すなわち 2.5.で見た無名の市民たちの死、あるいは2.6.

で見た異民族の指導者の死などの場合を除く)、その出現の度数を数えてみた。結果は

次に示す。

事件全体がpredivnobyStbとjudoI極めて不思議なことが起きた」と要約され、ついでその詳

細が具体的に記される。さらに、次の 3例では太陽や月に起きた、あるいは雷などによる不思

議な出来事が述べられている D いずれも官頭で'bytiのアオリストを用いてbyStbznamenbje 

「しるしがあった」と全体の出来事を述べた上で、続いてその具体的な様子が描写されている。

iii) 6599 (1091)年:V se ze 1るto[bystb (aor.3sg.く byti)]znamen吋ev s( 0 )lnci. jako pogybnuti 

jemu. i malo s<( jego osta. aky. m(る)sGa)CbbYS(tb). V とas2 dne. m(己)sGa)camaija. 21 d(e)nb. 

(PVL: 214-14) Iこの年に太陽にしるしが[あった。]太陽があたかも消えようとし、月のよう

にほんの少ししか残らなかった。 5月21日の昼の 2刻のことであったJoiv) 6612 (1104)年:v

se ze詑t(o).bYS(tb) (aor.3sg.く byti)znamenbje. stojase s(o)l(n)ce v kruze. a posred己kruga

kr( e )Stb a posred己kr(es )ta s( 0 )lnce. a vn己krugaobapoly. dva s( 0 )lnca. a nad'b s( 0 )lnc( e )mb 

krome k[r]uga duga. rogoma na severn. (PVL: 280-20) Iこの年にしるしがあった。太陽が輪の中

にあり、輸の中に十字架があり、十字架の中に太陽があった。また輸の外には両側に 2つの太

陽があり、輸の外の太陽の上方には両端が北に突き出た虹があったJov) 6618(1110)年:tomze. 

1己t(o).byS(tb) (aor.3sg.く byti)znamenbje v Pecerbstるmmonastyre. v'b 11 d(e)nb. fevralGa). 

m(，めsQa)ca.javis<( stolpも ognenbot zeml<( do n( e )b( e )si. a mol.nbja osv初旬vsjuze凶~u. i v nebesi 

pogreme vとas.1 nosとi.i veSb mirn vid邑.se ze stolpも perv己jesta na trapeznici kamen色i.jako ne 

vidるtibYS(tb) kr(e)sta. i postojavも malo.s'bstupi na c(e)rk(o)vb. i sta nad'b grobom'b 

Feodos司e可直1.i potom stupi na verch'b aky ko vstoku liCb. i potom nevidim bYS(tb). se ze bease 

ne ognenyi stolp'b. no vid'b ang( e )leskn. (PVL: 284-5) Iこの年の 2月11日にペチェルスキー修道

院にしるしがあった。大地から天までの火の柱が現われ、稲妻が地上全体を照らし出し、夜の

1刻に天に雷鳴があった。世のすべての人が(これを)見たのであった。この柱は最初に石造

りの修道院食堂の上に立ち、十字架が見えないほどであった。そしてしばらく立ち止まって教

会の上に進み、フェオドシーの枢の上に立ち止まった。それから(円屋根の)上に進み、東方

に顔を向けているようであったが、その後見えなくなった。これは火の柱ではなくて天使の出

現なのであった」。また、本稿の議論の範囲内でも、後述の注85)の例ii)、注88)で触れた本

文中の例48)のように、「事件の叙述」の文脈中で、一人の人物の死が 2回繰り返して述べら

れる例が存在する。この「先行要約」の機能は、「物語はアオリストによって進み、未完了過

去によって止まるJ(Maslov 1984: 28) というスローガンによって示される、テクスト内でア

オリストが持つ一般的な機能と並ぶもう一つの固有の機能であると考えられる。
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85) r過ぎし年月の物語Jにおける人の死を表す動調の使用

「死亡報告」 「事件の叙述」

① prestavitis~ 25 682) 

②田nbreti 4 1283) 

③ snkonbとatiタイプ84) 785) 

④prMati duchE386) 387) 

⑤ ubitiタイプ88) 289) 14 

⑥その他の自動詞タイプ90) 3 

計 31 45 

82)ただし以下のように、当該人物の死を報じることが叙述の目的ではない場合(すなわち他の

事件に関連して、例えばその相対的時代を確定するための指標として当該人物の死(んだ時)

が利用される等の場合) 4例を含む。これらは次の86) に示す年ごとの分布図ではa) でマー

クする。なお、その内の 3例は絶対与格の形で現れているo i) 6559 (1051)年[ヤロスラフ大公

(13)の死・ペチェルスキー修道院の創設の物語において]posemb ze prestavlbsjus~ (DAbs. 

PastP此.Act.く presta吋tisl()velikomu 1m伺uJaroslavu. prija vlastb s(y)no jego IZl(slaV'b. i sるde

Kyjev1己.Antonii ze proslavlenも bYS(tb)v Rusbskeizemli. (pVL: 157:11) Iこの後、ヤロスラフ大公

(13)が亡くなると、彼の子イジャスラフ (B)が権力をとり、キエフに座したが、アントニーは

ルシの国において名高くなったJ，首)6582 (1074)年[フェオドシーの死・ペチェルスキー修道

院の僧たちの物語中の長老イェレミアについての記述の中で]pri sem bo starci Feodosii 

prestavis号(aor.3sg.く prestavitisl().i bYS(tb) Stefanも igumeno.i po StefanるNikono.(PVL: 191: 12) 

「この長老のもとでフェオドシーが亡くなり、ステファンが、ステファンの後にはニコンが、

修道院長になった。」、 iii)6582 (1074)年[フェオドシーの死・ベチェルスキー修道院の僧たち

の物語中の修道僧イサーキーについての記述の中で]Feodosbju ze prestavlbsjus号(DAbs.

PastP此.Act.く prestavitisl().i Stefanu v nego mesto byvsju. Isakii ze rec(e).“se uze prelstil ml( jesi 

bylも d司avole.sるdl(sとana jedinom meste. a u主ene imam sl( zatvoritiv peとere.no imam tl( pob己diti

chodl( v manas旬re."σ羽~: 195-4) Iフェオドシーが亡くなり彼の代りにステファンがその地位に

つくと、イサキーは『悪魔よ、お前はすでに私が独りで座っているときにたぶらかした。私は

もう洞窟の中に閉じこもらないで修道院の中を歩き回り、お前に打ち勝つであろうJと言ったJ、
iv) 6599 (1091)年[フォエドシーの予言が当たった事例として紹介されるヤンの妻マリヤの死

のエピソード中で]igumenu ze bo prestavlbsjus~ (DAbs.PastP此Act.く prestavit担号)preze. 0 18 

1己t(o).(PVL: 212: 1η 「修道院長の方が先に亡くなり、 18年目にこれが実現しました」。

83)当該の年に死んだのではない次の 2例を含む。いずれも場所を表す従属節中で現れる。この

2例はともにダヴイド(F1)がドロゴブヂを得、後にそこで死んだ、ことを述べており、もともと

同一の記事で、あったものが、何らかの理由でテクストの混乱が生じ、異なる年に重なって掲載

された可能性がある口イパーチ一年代記は彼の死を 6620(1112)年5月25日、スズダリ年代記

は彼の死を6621(1113)年5月25日としている O またタチシチェフは6620(1112)年5月13日と

している。 cf.TatiScev (1995: t.2， 128). Geschichte はp.427の系図で1112年5月25日をとってい

る。これらは次の86)の分布図ではb)でマークする。i)6605 (1097)年[ダヴイド(F1)がドロ

ゴブヂで死んだ、ことを示す]a na勾e1己t(o).S(vja)topolkも.Volodimef'b. D(a)v(y)do. i Olego. 
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privabiSa D(a)v(y)da Igoreviとa.i ne dasajemu Volodimerc. no dasajemu DorogobuZb. v nemze i 

umre (aor.3sg.く umbI・eti).(PVL: 273-1) I一方 2年目になると、スヴャトポルク (B3)、ヴラヂミ

ル(Dl)、ダヴイド (C3)、およびオレグ(C4)は、イゴリの子ダヴイド (Fl)を招き、彼にヴラヂ

ミリを与えず、 ドロゴブジを与えた。彼はそこで死んだのである。J、ii)6608 (11 00)年[ダヴ

イド(F1)がドロゴブヂで死んだことを示す]i ne poslusa sego Volodarb. ni Vasilko. a Davydも

sede Bozbskemb. i posemb Vdastb S(vja)topolkb D(a)v(y)dovi Dorogobuzb. v nemze [i] umre 

(aor.3sg.く umbrるti).a Volodimero vda s(y)n(o)吐 svojemuJaroslavu. (PVL: 274田22)Iしかしヴオ

ロダリ (A12)もヴァシリコ (A13)もこれを聞き入れなかった。一方ダヴイド (F1)はブジスクに

座した。その後スヴャトポルク (B3)はダヴイド(F1)にドロゴブジを与え、彼はそこで死んだ。

また彼は自分の息子のヤロスラフ (B32)にヴラヂミリを与えた」。

84)再帰動調sbkonbとatiscとsbkonbとatizivo弘前oi、sbkonbとati副司esvojeという表現の両方を

含むO

85)当該の年に死んだのではない例3例を含む。これは次の86)の分布図ではc)でマークする。

i) 6559 (1051)年[ペチェルスキー修道院の開祖アントニーの死]i postavi imも igumenomb

Var加 na.a samb ide v goru i iskopa peとeru.jaze jestb POdb no可mlbmanas句rrem.v neize skonca 

(aor.3sg.< sbkonbぬti)芝ivotlコsvoi.主iVbv dobrodeteli. ne vychodc is pece巧T.1己t(o)40 nikd己主e.v 

neize lezatb mos出 jegoi do sego dne. (PVL: 158-2) I彼はヴァルラムを彼らの修道院長に任命し、

自らは山に行って洞窟を掘った。それは新しい修道院の下に(いまも)あるが、その中で彼は

40年の間洞窟からどこにも出ず、徳行のうちに生活して自分の生涯を終えた。その中にいまで

も彼の遺体が横たわっているoJ、ii)6582 (1074)年[ペチェルスキー修道院の僧たちの物語中

の修道士イサーキーの死]Potomb poとaziti kreple. i Vbzdedanbje imeti. po託enbje[i] bdぬ司e.i 

tako zivu泌jujemu. skonca (aor.3sg.く sbkonbとati)芝itbjesvoje. i razbol己scv peとerei nesosa i 

bolna v manastyrb. i do osmago dne 0 G( 0 )s(pod)るskoncas守(aor.3sg.く Sもkonbcatisc).(PVL: 

198-1) Iその後彼はますますしっかりと生き、節制、精進、終夜の祈りを行うようになった。

このように彼は暮して自分の生涯を終えた。彼が洞窟の中で病気になったので(人々は)病気

の彼を修道院に運んだ。彼は主の日の 8日前に亡くなったJ0 ii)の例では同一文脈の中でイサ

ーキーの死はskoncati芝it吋esvojeとslくoncati勾の 2つの動詞(句)を用いて述べられている。

それぞれを 1例、合計2例と数えた。なお、ここでもアオリストの用法のーっとしての、「先

行要約J(skonca zitbje svojeによる)と「後行叙述J(skoncas号による)が行われていると考

えられるD

86)pr，制atidusju svoju Bogu， pr己datidusju v ruce Bozii， predati duchb v ruce Bozii等からなる。

87) 当該の年に死んだのではない例 1例を含む。次の86) の分布図ではd)でマークする。i)

6582(1074)年[ペチェルスキー修道院の僧たちの物語中の司祭デミヤンの死の瞬間の記述]on 

ze somzarivも 0とipredastb (aor.3sg.く predati)d(u)chも vruc邑B(o)zii.igumen ze i bra(t)ja. 

pochoronisa telo jego. (PVL: 189-26) I彼は両眼を閉じて魂を神の御手に委ねた。修道院長と兄

弟僧は彼の遺体を葬ったJ(イタリックにしたsomzariVbはラヂヴイル写本、アカデミー写本

ではsmeziVbとなっている)。

88) ubitiの外にも、「殺す」という意味につながる他動詞的表現、あるいは当該人物を殺すため

に相手が行った具体的動作を表す他動詞的表現を含めたD た
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これを見ると、上で観察した通り prestavitis宅は「死亡報告Jのための形式であり、

Uffibretiその他は「事件の叙述」のための形式であることが確認できる O また「死亡報

る。いずれも「事件の叙述」の中に現れる。i)白砂chnutir突き落とすJ: 6485 (977)年[オ

レグ(05)がヤロポルク (04)との戦闘で死ぬ]pobegsju ze Olbgu s voi s voi svoimi. vb gradも

rekomyi Vrucii. b~se ceresb groblju mostb ko vratotomo gradnymも. t託sn~とes~ drugo druga. 

pichachu vb groblju. i spechnusa (aor.3pl.く SもPbChnUti)Olbga s mostu v debrb. padachu ljudbje 

mnozi. i udavisa koni c( e )l( 0 )v(めci.(PVL: 74-26) rオレグ(05)が自分の軍勢と共にヴルチーとい

われる町に逃げてくると、町の門に通じる橋が堀に架かっていたが、彼らはひしめき堀に突き

落し合った。オレグ(05)も橋から堀に突き落された。多くの人々が落ち、馬が人を圧し潰した」。

probostiは2例とも一つの文脈中で、すなわち本文中で例48) としてヲlいた6594(1086)年のヤ

ロポルク (B2)の暗殺の描写の中に現れる。初めのprobodenb(Past.P比P鎚 s.く probosti)bYS(tb) 

(aor.3sg.く byti)ot prokl~tago N eradbc~ r (彼は)呪われたネラデツによって突き刺された」の

方は「先行要約」、後のprobode(aor.3sg.く probosti)i r (ネラデツが)彼を突き刺した」は「後

行叙述」の例と考えたい。

89) ubitiタイプの動調が「死亡報告」で使用されている例は 2例あった。いずれの場合も受け身

での使用である。詳しくは3.3.1.の議論を参照。

90) rその他自動調タイプ」には、構造的には直接目的語を取る他動詞句であるが、「当該人物が

死んだJという意味で「自動詞的表現Jと見なせるもの 2例を含めて 4例を数えた。いずれも

「事件の叙述jの中で使用されているD うち 2例はすでに本文中で例としてヲ|いた。一つは49)

で引いた6601(1093)年の記事に現れるロスチスラフ (D2)の死の描写で使用されたutonutir溺
れる」という動詞、いま一つは例64)で51いた6527(1019)年の記事におけるスヴャトポルク

(07)の死を描く際に使用されたisprovres自主iVotbsvoi r息を引き取るjという表現である。残

りの 2つは次の通りである:i) poCiti r休息を取るJ: 6582 (1074)年[長老マトフェイの死]

i razumるjakone vstalb jestb igumenb. takoze i ina mnoga vidぬ司aprovido stareCb. i pOCiVlコ

(aor.3sg.く poとiti)V starosti dobr邑vmanastyri semb. (PVL: 191-17) rそれで彼は修道院長が起き

て来なかったことに気がついた。同様に長老はその他の多くの幻を見た。そして長寿を全うし

てこの修道院で永眠したJ(poとiVbv starostiの部分をLichacevはpoとiv starostiとする。

poとiVbは文字通りに読めばPast.P抗.Act.の形で、あるが、この読みに従った)、 ii)smertb prijati 

「死を受け入れるJ6594 (1086)年[ヤロポルク (B2)の死を評するコメント中で]mnogy 凶dy

priimも bezviny. izgonimも otbratbja sv吋司a.obidimo razgrablenも.proとejei sm(e)出 gorkuju

prijatb (aor.3sg.く prij~ti). no v'己ぬとizizni i pokoju spodobis~. takb b~se bl(a)主(e )nyi Sb kn~Zb. 

tichb. krot叫Cb.smerenb. i bratoljubiVb. (P礼:206-26) r彼は多くの不幸を蒙り、罪がないのに

自分の兄弟によって追放され、辱しめられ、略奪され、ついに悲惨な死を遂げたが、永遠の生

命と平安とを得た。至福なこの公は、極めて物静かで柔和で恭順であり、兄弟を慈しんでいたJ。
ii) は、本文中の例48) に示した、また上の注88)でも言及したヤロポルク (B2)がネラデツに

よって暗殺された出来事の描写に続く記述である O これは「事件の叙述」中に当該人物につい

ての「年代記作者によるコメント」が現れる例でもある。以上は次の86)の分布図ではe)で

マークした。
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告」よりも「事件の叙述」タイプの方が若干多いことが分かる O

次に、これらの年代による分布を見る O ただし、見た目の煩雑さを防ぐため、 ubiti

「殺すJタイプの殺害を表す他動詞、あるいは殺害、戦死の状況を具体的に描き出す動

詞については、「事件の叙述」に現れている場合はこの分布の図から除き、「死亡報告」

で使用されている場合に限り収録した。結果としてubitiが受動文でイ吏用されている 2

例のみを収録することとなった (3.3.1.の議論を参照)0

86) r過ぎし年月の物語Jにおける「死亡報告Jと「事件の叙述」の分布91)

「死亡報告」 「事件の叙述」

[事]年代以前 S'bkOnbぬtizivoth svoi・キー

[事]年代以前 S'bkOnbとatis((・シチェク、ホリフ、ルイベヂ

[事]862 umbreti・シネウス

[事]879 umbr己ti・リューリク (01)

[事]912 umbreti・オレグ(傍系)

[事]969 umbreti・オリガ(イゴリ 02の妻)

[事]988 umbr批i・ヴイシェスラフ (09)

[告]1000 prestavitis((・マルフレヂ

[告]1000 presta吐tis((.ヤロスラフ (13)の母ログネヂ

[告]1001 prestavitis宅・イジャスラフ (08)

[告]1003 pr也tavitis~ ・フセスラフ (082)

[告]10 11 prestavitis((・ヴラヂミル(06)の妃アンナ

[事] 1015 S'bkOnbぬtiS((・ヴラヂミル (06)

[事] 1015 s'bkon凶atis((・ボリス(14)

[事] 1019 isprovr自己ie)・スヴャトポルク (07)

[告]1033 umbreti・エウスタフイー (181)

[事] 1036 umbreti・ムスチスラフ(18)

[告] 1044 umbr邑ti・ブリャチスラフ (081)

[告]1050 prestavitis((・ヤロスラフ(13)の妃

[事] 1051 prおtavitisf-ヤロスラフ(13)

[事]1051 s'bkon凶atizivo品 svoic〕.

ペチェルスキー修道院長アントニー

[告]1052 prestavitis((・ヴラヂミル(A)

[告]1054 prestavitis((' [先行要約】ヤロスラフ(13)

[事]1054 predati dusju svoju Bogu • 

{後行叙述]ヤロスラフ (13)

91) それぞれの動詞の右肩についた a)~e) はそれぞれ、 a) 他の事件の起きた相対年代を表すた

めに当該人物の死の年が利用されている場合 (cf. 注 82)) 、 b)~d) 当該の年に死んだのではな

い場合 (cf.注83)，注85)，注87))、e)I⑥その他の自動詞タイプ」の例 (cf.注90)である。
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[告]lO57 prestavitis~. ヴャチェスラフ (E)

[告]lO60 prestavitis~ ・イゴリ (F)

[告]lO63 prestavitis~ ・スヂスラフ(17)

[事]1066 umbreti・ロスチスラフ (A1)

[事]1069 umbreti・ムスチスラフ (B1)

[告]lO7 4 prestavitis~. [先行要約]ベチェルスキー修道院長フェオドシー

[事]lO74pred抗idusju v ruce Bozii・

【後行叙述]院長フェオドシー

[事]lO74 prおtavitis.1号a)・院長フェオドシー

[事]lO74 pr邑stavitisぜ)・院長フェオドシー

[事]lO74 predati duchも vruce Bozii
d
)・修道僧デミアン

[事]lO74 poとit{)・長老マトフェイ

[事]lO74 品 konbぬtizitbje sv，吋ザと skoncatis~c) • 

修道僧イサーキー

[告]lO76 prestavitis~ ・スヴャトスラフ (C)

[事JlO86 smertb gorkuju prijati
e
)・ヤロポルク (B2)

[告]lO78 ubiti・グレブ(C1)

[告]lO88 um町長ti・ペチェルスキー修道院長ニコン

[告]lO89 prestavitis~. 府主教イオアンネス( 1世)

[事]lO89 umbreti・府主教イオアンネス 2世

[事]lO91 pr邑stavitis号a)・ペチェルスキ}修道院長フェオドシ}

[事]lO91 prおtavitis号・ヤンの妻マリア

[告]lO92 umbr創i・リューリク (A11)

[告]lO93 presta吋tis~ ・[先行要約]フセヴォロド (D)

[事]1093 pr邑stavitis号・[後行叙述}

フセヴォロド(D)

[事]lO93 utonuti
e
)・ロスチスラフ (D2)

[事]lO97 umbreti・ムスチスラフ (B31)

[事]1097 田 Ubr，制b)・ダヴイド(Fl)

[告]1 093 prestavitis~ ・ロスチスラフ (B11)

[告]lO94 prestavi邸宅・ヴラヂミリの主教ステファン

[事]lO97 umbfるti
b
)・ダヴイド(Fl)

[告]lO99 ubiti・ムスチスラフ (B31)

[告]11 01 prestavitis~ ・フセスラフ (L)

[告]11 02 prestavitis~ ・ヤロスラフ (B21)

[告]1104 presta:吋tis~ ・ヴャチェスラフ (B22)

[告]1106 prestavitis~ ・長老ヤン

[告]1107 presta:吋tis~ ・ヴラヂミル (D1) の妻

[告]1107 prestavitisl(・スヴャトポルク (B3)の母

[告]1108 prestaviti時・フセヴォロド(D)の娘カテリーナ

[告]1109 prestavitis~. フセヴォロド (D) の娘エウプラクシャ

これを見ると、まず、pr'おtavitis~の使用そのものが1000年の記事に初出というように、
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比較的遅いことが分かる 92)。これは、この語が2.2.3.に述べたように南スラブ語起源で

あり、ルシにキリスト教が導入されたことに伴って移入された語であることによるも

のと考えられる O それ以前は、人の死は「死亡報告」ではなくすべて事件として

Uffibretiその他の動詞を用いて述べられていたことになる O さらにこのprestavitis((が

「事件の叙述」において初めて使用されたのは、すなわち定式化した「死亡報告」では

なく自由に語られる物語の中で初めて使用されたのは、 1091年のヤンの妻マリアの死

についての記事においてであることも分かる 93)，94) 

また73) に示した、この語が直接話法中で使用されている唯一の例は、この分布図

には示していないが、 6582(1074)年のベチェルスキー修道院の僧たちの物語にある修

道院長アントニーの言葉で、あった。

以上のことから、年代記では、人の死を表す記述はまず通常の物語的な記述を用い

て、起きた出来事をそのまま記録していくというスタイル、物語の中で誰か登場人物

の一人が死ねばその人物の死もそのまま述べられるというスタイルで始まり、ついで

prestavisis((を用いた「死亡報告Jといういわば定式化されたスタイルの記述がはじま

ったということが考えられる O このprestavitis((という語葉は、年代記では、当初はこ

の定式化された「死亡報告」の中でのみ使用されたが、時の経過とともに使用範囲が広

くなり、事件の物語的な叙述のなかでも使用されるようになり、また修道院等の宗教

92) この点についてはL'vovも rw過ぎし年月の物語』の最初の部分、ほとんど真ん中あたりまで

は、人の死は国防retiを用いて表現されたJ(L'vov 1975: 30) と記している。実際prぬtavitìs~が

初めて現れる 6508(1000)年のマルフレヂの死を報じる記事は、ラヴレンチ一年代記所収の『過

ぎし年月の物語』裏表全96葉のうちの第44葉裏、カールスキー校訂版のコラムで言うと 286

コラム中の第129コラムである。

93) ルシにキリスト教が国教として導入されたのはヴラヂミル(06)の時代6496(988)年のことで

ある O しかし個人レベルではこれより早く信仰を受け入れた人々がいた。ヴラヂミルの祖母オ

リガもその一人であり、彼女が6463(955)年にコンスタンチノープルで洗礼を受け、ルシに帰

国後も自分専用の司祭を持っていたという記述がある。 cf.6463(955)年の記事および6477(969)

年のオリガの死の物語。

94) ただしこれ以外に、 prestavitis~が能動分詞過去の絶対与格の形、あるいはアオリストの形で

現れて、物語の中で他の出来事の起きた時代を(相対的に)確定するために使用されるという

用法が、上の注82) に挙げたように全部で 4例あり、その最も早い出現例は6559(1051)年の

記事中に現れるヤロスラフ大公(13)の死への言及である。彼が実際に死んだのは6562(1054)年

のことである。
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的環境では話し言葉としても使用され始め、それが年代記のテクスト中にも直説引用

という推定が可能になる。された登場人物の言葉という形で反映されるようになった、

「死亡報告J記事について、この分布の図を見ると、 pr・estavitis~によるさらに、

見して年代的偏りがあるような印象を受ける O すなわち、 1000年から 1011年、 1050年

から 1063年、 1101年から 1109年といった特定の年代に固まって現れているように見え

この「死亡報告」以外に他の記事が何もる。さらに、それぞれの年の記述を見ると、

記載されていない年も多くあることに気づく O すなわち、 1000年、 1001年、 1003年、

1011年、 1050年、 1052年、 1057年の記事は問題の「死亡報告Jのみからなっていて他

の記事はなにもない95)。

ことから始まったこと、その後直この年代記がまず「物語を語る」以上の観察は、

接この物語の本筋に登場しない、あるいは重要ではない公の一族の人々の死をも公に

記録に留める機能を果たすようになったことを示唆している。

シャフマトフは『古ロシア年代記集成の研究j(Sachmatov 1908)において、古ロシ

アの各年代記聞の影響関係を明らかにし、『過ぎし年月の物語Jの現行のテクストの成

立過程を解明するとともに、現存しない原テクストを再構成することを試みている O

この『過ぎし年月の物語』の 1000年のマルフレヂの死から 1011その中の一節で彼は、

これらはヴラジミ年のヴラヂミルの妃アンナの死に至る 5つの年の記事に注目し、

ル・スヴャトスラヴイチ (06)によって996年に奉献され96)、以後(キエフ大)公のー

族の菩提寺としての役目を果たすことになった聖母教会 (Desjatinnajacerkov' sv. 

ヤBogorodicy)の墓所の石棺の蓋や十字架に刻まれた公たちの没年(更には月日)が、

ロスラフ(13)時代に遡る公一族の過去帳(誼ljazsk討pomjannik)作成の資料として利用

95)シャフマトフの考えを入れるとすれば、次の6571(1063)年の記事も基本的にこのグループに

入る:V let(o) 6571. SudislaVb prestavis号(aor.3sg.<prestavitis<r). Jaroslavlb brat'b. i pogrebosai 

v'b c(e)rln柱s(vja)tag(o)Georgija. v se ze ler(o) Novegorode ide Volcho阿• VSprctb dnii 5 se ze 

znamenbje ne dobro bYS(tb). na 4・jebo let( 0). Pozze Vseslavち gradも. (PVL: 163-18，イタリックは本

稿筆者による)16571 (1063)年 ヤロスラフの弟スヂスラフ (17)が亡くなった。(人々は)彼

を聖ゲオルギーの教会に埋葬した。この年ノヴゴロドではヴォルホフ (jlf)が5日周逆波Lt.::。

これはよい LるLではなかった。 4年目にフセスラフが町を焼いたからである」。シャフマト

フは、ここでイタリックにしたヴォルホフ川の逆流とフセスラフに関する部分はノヴゴロド起

源の年代記から取られて付け加えられた情報であるとする。 cf.Sachmatov (1908: 179). 

96) r過ぎし年月の物語jの記述によればこの教会の建築は6497(989)年に始まったらしい。
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され、そこから更に 11世紀末 (1093年頃)に編纂された「はじめの集成J(N必al'nyj

svod)編纂時に『過ぎし年月の物語』のテクストに取り込まれた、従ってそれ以前の 2

つの版には見られなかった 97)記事であるとしている 98)o cf.8achInatov(1908:162・163).

もしこの見方が正しいとすれば、登場人物の死について、次のようなプロセスを経

て『過ぎし年月の物語Jの記述のスタイルが出来上がったと考えることができる O

87) 1. まず「死亡報告」タイプの情報を含まない物語的な叙述が行われ、登場人物

の誰かが死んだ時には、(全スラブ的形式であり、従って)東スラブ本来の形

式で(も)あるUffibretiを用いてそのことが述べられた。

2. キリスト教の導入とともにルシに移入された南スラブ系の語柔prestaviti勾が

キエフの宗教的生活の中で使用されるようになる O

3. このprおtavitiscが墓銘碑や公の過去帳にある公たちの没年の情報と一緒に年

代記の中に「死亡報告」という形で、入ってくる O

4. その後、このprおtavitis宅という語葉は、「死亡報告」以外のところ、本稿で言

う「事件の叙述」の部分でも使用されるようになる O また、この語を日常生

活でも用いたと考えられる修道僧たちが実際に口にした言葉の引用としても

年代記の中に現れるようになる O

97) シャフマトフはNestr編纂の 1113年版『過ぎし年月の物語j(usnovnaja redakcja Povesti 

vremennych let)および、Sil'vestr編纂の 1116年版『過ぎし年月の物語j)Sil'vestrovskaja 

redakcija Povesti vremennych let)に先立って、 1) 1039年版「最古の集成J(DrevnejSij 

kievskij svod，ルシに府主教座ができると同時に成立)、 2)1073年版「第 1キエフ・ペチェル

スキー集成J(1オKievopeとerskijsvod，ペチェルスキー修道院の修道司祭Nikonによって編纂)、

3) 1093年版「はじめの集成J(Naとal'nyjsvod，最初の全ロシア的年代記集成としての性格を

持ち 1093年までの記事を収めるo 1093同95年頃の編纂)という 3つの現存しない版があったと

考える。 cf.Sachmatov (1908: 527宜.)

98)ただしシャフマトフはこのpresta吋scという動詞の形がそのまま墓銘碑に刻まれていた、あ

るいは現在もなおそれぞれの墓銘碑や棺が残っていて、そこに誰が葬られているか確認できる

と主張しているわけではない口実際そのような確認は困難で、あると考えられる。 Janinはキエ

フではなくノヴゴロドの聖ソフィア教会の墓所についてではあるが、年代記に見られる「何時

に何某が聖ソフィア大寺院に葬られたJという記述と実際の墓所=石棺の様子、埋葬の様子を

比べて、墓銘碑の名前が読めない被葬者たちについて、一人一人その同定作業を行ったo cf. 

J田山1(1988). 
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5 .年代記の記述スタイルが確立する O

a.墓銘碑起源、過去帳起源でない、年毎の同時代的記録に際しでも prお胞vit同

を使う「死亡報告」スタイルの記述が確立する。

b. pre.stavitiscrを用いた「先行要約」と他の動詞を用い実際の死の出来事を描

写する「後行叙述」の組み合わせからなる技法が完成する。

3.3.1. r死亡報告jにおける ubitiの使用

通常は「事件の叙述」において用いられる ubitiが「死亡報告」で用いられている例

が2つ見つかった。一つは次の例であるO

88) 6586 (1078)年グレブ(C1)の死

V se ze 1話to.ub吋enb(Past.P此.Pass.<ubiti) byS(tb) (aor.3sg.く byti)Glぬも.s(y)n'b 

S( vja )toslavlb. V Zavoloとii.b己boGlebも m(i)l(0 )stiV'b ubogym'b. i strannoljubiV'b. 

t泌anbje 回る~a k c(e)rkv副 n'btepl'b na v'るru.i kroton. vzorom'b krasenも.jegoze telo 

polozeno bys( tb) Cemigov1己zaSpasom'b. m(己)sGa)ca.i叫cr23 d(e)nb. (PVL: 199-24) 

この年にスヴャトスラフ (C)の子グレブ(C1)がザヴォロチエで殺された。グレブ

(Cl)は貧しい者に慈悲深く、巡礼に親切で、教会に対して熱心であり、信仰に厚

く、柔和で姿が美しかった。彼の遺体はチェルニゴフの救世主教会のうしろに 7

月23日に安置された。

グレブの死についての記事はこれだけである O この年の先行する記事に続いてvse 

ze 1己toという風に「死亡報告」で一般に見られる形で始まり、すぐに彼が殺されたこ

とが述べられる O そして通常の「死亡報告」の場合とは若干異なるものの、彼の人柄

についてのコメントがあり、葬られた場所と葬儀の日付も示される O これは彼が死ん

だことをそのまま提示する記事であり、何らかの事件の流れの中で彼の死を描いたも

のではない。その意味で、通常のprestavitiscrが使用されていないにも拘わらず「死亡報

告」と分類せざるをえない。ここで、prestavitiscrで、なく、 ubitiI殺す」の受身形が使用

されているのは、何よりもまず彼が単に死んだ、のではなく、誰かに殺されたという事
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実が伝えるべき重要な情報として認識されているからであり、同時にその情報は

pr・estavitiscの使用によっては伝えられないからであると考えられる。

今ひとつは次の例である O

89) 6607 (1099)年 ムスチスラフ (B31)の死について

v se ze let(o) ubbjenb (Past.P抗.Pass.<ubiti) MstislaVh. s(y)nb S(v:炉)topolcb.V 

Volodimeri. m(めsGa)ca.ijunc vh 12 d(e)nb. (P羽...:273-12) 

この年の 6月12日にスヴャトボルクの子ムスチスラフ (B31)がヴラヂミリで殺さ

れたO

この年の記事の中でムスチスラフ (B31)の死についての記事はこれだけである。従っ

てこれも「死亡報告」と見なさざるをえない99)。

3.3.2. r死亡報告jにおける umbr邑tiの使用

上の分布図にある通り、 umbr己tiが使用されている例のうち 4つを「死亡報告Jに分

類した。いずれも戦争で死んだり、誰かに殺されたという記述はない。以下にそれを

示すO

90) 6541 (1033)年エウスタフィー(181)の死

Vも let(0) 6541. Mbstislaviとb.Jeustafii umre (aor.3sg.<田 ubreti).(PVL: 150-11) 

6541 (1033)年 ムスチスラフの子、エウスタフイー(181)が死んだ。

91) 6552 (1044)年 ブリャチスラフ (081)の死

v se ze. let(o). umre (aor.3sg.< um日記ti)Brcとislavb.s(y)nb Izcslavlb vnukb 

99)ただし上の例18)にヲlいたように、 6605(1097)年の記事にも彼の死が出てくる。そこでは、

6月12日という日付はないが、スヴャトポルク (B3)とダヴイド(F1)が戦い、ダヴイド(Fl)が

ヴラヂミリに龍もったスヴャトポルクの息子ムスチスラフ (B31)を攻めたこと、その戦闘でム

スチスラフ (B31)が矢に当たって死んだ様子が描かれている。 2つの記事は異なる出典から取

られ、異なる年の出来事として年代記本文に取り入れられたと考えられる。
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Volodimerb. o( te )Cb V seslavlb. i V seslaVb s(y)nb jego sede na stole jego. jegoze rodi 

m( a )ti ot Vblchvovan司a.m( a )tri bo rodiv温jego.bYS(tb) jemu jazveno na glave jego. 

rekosa bo volsvi m(a)tri jego.“se jazveno navi(zi na nb. da nositb je do主ivota

svojego." jeze nositb Vseslavも ido ego伽 enasobふsegoradi nem(i)l( 0 )St(i)Vb jestb 

na krovbprolitbje. (PVL: 155-7) 

この年にイジャスラフの子、ヴラヂミルの孫でフセスラフの父のブリャチスラフ

(081)が死に、彼の子フセスラフ (L)が父の座についた。彼は母が魔法によって産

んだのである O 母が彼を産んだ、とき、彼の頭に大網膜があった。魔法使たちは彼

の母に「見なさい、大網膜があります。彼に(それを)結び付けて下さい。そし

てそれを一生の間身につけさせて下さい」と言った。フセスラフ(1)はいまでもそ

れを自分の身につけている O このために彼は血を流すことを容赦しないのである O

92) 6596 (1088)年 ベチェルスキー修道院長ニコンの死

v se ze 1話toumre (aor.3sg.< umbI批i).Nikonb. igumerrも.Pecerskyi. (PVL: 207-23) 

この年ベチェルスキー修道院長のニコンが死んだ。

93) 6600(1092)年 リューリク (A11)の死

v se ze 1るto.umre (aor.3sg.< umbreti) Rjurikb s(y)nb Rostislavlb. (PVL: 215-17) 

この年にロスチスラフの子リューリク (All)が死んだ。

これらの例の存在はどのように説明すべきだろうか?一つの可能性は、各段階の年

代記集成作業において、集成者自らの記憶による情報が彼自身の筆によって直接書き

込まれたという説明である O シャフマトフの提案する『過ぎし年月の物語j編纂の過

程を受け入れた上でこのような考えに立っとすれば、まず、 6541(1033)年のエウスタ

フィーの死は、 1039年の集成に際してそれに先立つ高々数年前の出来事を記憶してい

た集成者の筆によって 100)、また 1088年のベチェルスキー修道院長ニコンの死と 1092

100)このエウスタフィーの死の記事はシャフマトフが再構成した 1039年版「最古の集成」に含

まれている。
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年のリューリク (A11)の死は 1093年版の集成者自身の記憶によって、それぞれの版に

入れられた、その際定式化した「死亡報告」に現れる prおtavitis~で、はなく、日常語と

してのumbr批iが使用されたという解釈が可能になるO

しかしこの解釈では6552(1044)年のブリャチスラフ (081)の死は説明できない 1011。

また、 prestavitis~の年代記の中で、の使用が次第に広まり、「死亡報告J として標準的な

形になってきたという考えに立てば、 1093年の集成の編纂者は、すでに自分自身の語

葉として prestavitis~を使っても良かったのではないか、という点で疑問が生じること

も事実である O とくに、ベチェルスキー修道院長ニコンのような人物の死に対して何

故umbretiを使ったのかという疑問に対しては、適切な答えを見つけることは難し

。
)
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101)シャフマトフはこのポロック公ブリャチスラフの死とその子フセスラフによる公位継承の

記事をノヴゴロド起源の情報によるとするo cf.おchmatov(1908: 180). 彼の主張するところ

によれば、この記事は当初 11050年版ノヴゴロド集成と 1079年までのその続き」中に現れ、

そこから『過ぎし年月の物語』の 1093年版「はじめの集成Jに導入されたという。 cf.

Sachmatov (1908: 625). 

102) 6544 (1036)年にはムスチスラフ公(18)の死を告げる次のような記事がある。i)V let( 0) 6544 

Mbstislavも izidena lovy. razbol邑S号 iumre (aor.3sg.く umbr己ti).i poloziSa i [v cerkvi] u 

s(寸a)tag(o)Sp(a)sa. juze [b司samozalozilo. bさboV'bzdano jeja pri nemb. V'bzvyse jako na koni 

stojasce [rukoju] dosc:sとi.be ze MbstislaV'b. debelo telomb.とermenolicem. velikyma 0とima.

chrabof'b na rati. m(i)l( 0 )st(i)V'b. ljubc:se druzinu po veliku. imenbja ne 泌adc:seni pitbja. ni 

話denbjabranがe.(PVL: 150-15) 16544 (1036)年 ムスチスラフ(18)が狩に出かけ、病気になっ

て死んだので、(人々は)彼自身が定礎した聖救世主[教会]に彼を安置した。そこに建てら

れた教会は馬の上に乗って[手が]とどくほどの高さであった。ムスチスラフ(18)は身体が

太っていて顔が赤く、大きな目をしていた。戦いにおいては勇敢であり、慈悲深く、従士団

を非常に愛し、財を惜まず、飲み食いを妨げなかった」。ここでは「ムスチスラフが狩りに出

かけ、病気になって、死んだ」という時間軸にそった事件の流れがそのまま描かれているの

で、「事件の叙述」グループに分類した。しかし年の記事の冒頭にあって「ムスチスラフが…」

で始まる始まり方を見ると、「死亡報告」との境界上にあるようにも思える。この年代では

prestavitisc:の使用がまだ定着しておらず、従って「死亡報告」と「事件の叙述」の境界線が

暖味だ、ったとも考えられる。この記事はシャフマトフによれば1039年版「最古の集成」に含

まれている。但しb己主eMbstislaV'b…以下は 1073年版「第 1キエフ・ペチェルスキー集成」

編纂に際してニコンによって付け加えられたとされる。.cf. Sachmatov (1908: 425， 581). 

市

E
A

q
J
 



4. rノヴゴロド第 1年代記(古輯)jにおける「死亡報告Jと「事件の叙述」

4.1. i死亡報告」と「事件の叙述jの分布

4.1.1.動詞ごとの分布

本章では『ノヴゴロド第 1年代記』における人々の死を表す記事について観察する。

ここでも、「死亡報告」と「事件の叙述」という 2つの記述スタイルの区別が存在する O

というより、 f過ぎし年月の物語jの成立から時代を経て「死亡報告」のスタイルの使

用がより確立したようにも見える。

まず各動詞の分布である。

94) rノヴゴロド第 1年代記(古輯)jにおける人の死を表す動詞の使用

①pr・6stavibe103)

②田nhreti

③ S'hkOnhとatisyタイプ

④ predati duch'hタイプ

⑤ ubitiタイプ

⑥その他の自動詞的表現

合計

「死亡報告」

77
lO心

「事件の叙述」

9
lO5) 

5
108) 

7 

4
lO6) 

1
107) 

44
lO9) 

3
110) 

82 68 

103)東スラブ的ヴアリアント perestavitisjaの例 3例を含む。いずれも「死亡報告」での使用で

ある。i)6688(1180)年[ムスチスラフ (J5)の死]Vも lるto6688. Perestavisja (aor.3sg.く

perestavitisja) kbnjazb MbstislaVb Novegorod己Rostislavicb，Vbnuk'b Mbstislavlb， mesjacja 

h吋avb 14， i poloziSa i v'b 吋 atるiSofii u svja収jaBogorodicja. (NPL: 36-17) r6688(1180)年

ロスチスラフ (D116=J)の子、ムスチスラフ (D11)の孫のムスチスラフ公(J5)がノヴゴロドで

亡くなった。 6月14日のことである。そして(人々は)彼を聖ソフィア教会の聖母のもとに

安置したJoii) 6696(1188)年[聖ヤコブ教会の司祭ゲルマン]Tomb ze 脱出 perestavisja

(aor.3sg.く perestavitisja)rab'b bozii German'b， ierei svjatogo Jakova， zovemyi Vojata， […] i 

dosid'b Plbskova razbolesja， i postrize i vladyka i v'b skimu， i :eお誌記級 (aor.3sg.く pres同地is~)

m倒 的jaoktjabrja v'b 13， na svjatuju muceniku K紅 pai Papula， (NPL: 39-6) r同じ年聖ヤコブ

(教会)の司祭でヴォヤタと呼ばれる、神のしもベゲルマンが亡くなった。[…] (彼は)プス

コフに着いた後病気になった。そこで尊師は彼を剃髪してスヒマ僧にした。それから彼は亡

くなったのである。 10月13日、聖殉教者カルプスとパピュルスの日のことであった」。本文

中の例 98) について述べる通り、ここで、は一つの文脈の中で、perestavitisja と prestavitis~が連

続して現れている。 iii)6700 (1192)年[聖復活尼僧院長マリヤ]Tomb ze lete perestavisja 

(aor.3sg.く perestavi世s~) igumenija M紅恥飢えjatogoV'bskresenija， i posta吐sana meste Evdokiju. 
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(NPL: 40-19) 1同じ年聖復活尼僧院の院長マリヤが亡くなった。そこで(人々は)その地位に

エヴドキヤをつけた」。

104) この中には、次のように獄死という必ずしも平穏な死とは言えない例も見られる。ただそ

の場合も、処刑されたのではなく、獄中で病死したと考えてよいだろう o i) 6685 (1177)年

[リャザン公グレブ(C542=H)がヴラヂミリの牢で死ぬ]vも leto6685. Prestavi司a(aor.3sg.く

抑制a吋tis(()Glぬも， knjazb町回anbs勾ri，Volodimiri vb poru.be. V'h to ze vre叫asleplell'b byStb 

MbstislaVb，knjazb S'h bratomb Jarop'hlkomb ot strnja svoego Vsるvoloda，i pusti ja vb  RUSb; 

(NPL: 35-23) 16685 (1177)年 リャザン公グレブ(C542=H)がヴラヂミリの牢獄で亡くなった。

この時ムスチスラワ公(D1711)が兄弟のヤロポルク (Dl712)共々おじのフセヴォロド(D177=K)

によって限を潰された。フセヴォロドは彼らをルシへ追放したj。

105) prestavitis((治宝「事件の叙述」として使用されているのは次の 9例である。i)6643 (1l35)年

[ノヴゴロドの市長官ミロスラフが死ぬ]V'h to ze leto， na zimu， ide vb  RUSb archepiskop'h 

Nifont'h S'h lucbsimi muzi i Z加 takyjany S'h ce凶 goVbcistojace protivu sobe， i mno主bStvOvoi; i 

bozi吋Uvolξju S'hmirisasja. A Miroslavも prestavisja(aor.3sg.く prestavitis(()do吐adyky，genuarja 

vb 28; a episkop'h pride feur(司王javb 4; (NPL: 23-38) 1同じ年の冬大主教ニフォントが貴族たち

と共にルシに行き、キエフの人々とチェルニゴフの人々が互いに相対峠し、多くの軍勢がい

るのを見た。しかし(彼らは)神の意志により和解した。ところでミロスラフが 1月28日、

尊師(すなわち主教)の(帰って来る)前に亡くなった。主教は 2月4日に帰って来たJoii) 

6645 (1l37)年[フセヴォロド(D111)がプスコフで死ぬ]V'h to ze 1批oprideknjazb Mbstislavicb 

Vsevolod'h Plbsko刊 chotjasesti opjatb na stole svoemb No吋gorodる， […] 1 jako uslysano byStb 

se， jako Vsevolod'h Plbskovl色白bratombSvjatop'hlkomb， i mjatezb byStb velikn Novegorode: […l 

Potomb ze SvjatoslaVb  Olgovicb s'hVbkupi vsju zemlju Novgorodbskuju， i brata svoego privede 

Gl己b'hka，kurjany S'h Polovbci， idosa na Plbskov'h progonitn Vs己voloda.1 ne pokoriSasja 

plbskovici im'h， ni vygnasa knjazja ot sebe， n'h bjachutb sja usteregli， zasekli oseky vs己;i 

S'hdUmaVbSe knj招 bi ljudbe na puti， VbspjatiSasja na DubroVbne， i esce reknse:“ne prolivaime 

kr'hvi S'h svoeju bratbeju， n己glibogも upravitbsvoimb promyslomb." Tもgdaze pr邑stavisja

(aor.3sg.く prestavitis'()lrnjazb Vs針。lod'hMbstislavicb Plbskovlる， i jas出 daplbskovici po brata 

ego Svjatopもlka;(NPL: 24・29)1同じ年ムスチスラフの子フセヴォロド公(D111)がプスコフに

来て、ノヴゴロドで再び自分の座にっこうとした。[…]フセヴォロドが兄弟のスヴャトポルク

(D1l4)と共にプスコフにいることが伝えられると、ノヴゴロドでは大きな騒乱が起きた。[…]

その後オレグの子スヴャトスラフ(C43)はノヴゴロド全土の人を集め、自分の兄弟グレブ(コ)

(C44)、クルスクの人々、および、ポロフツィを連れて来た。彼らはフセヴォロド(D11l)を追い

出すためにプスコフを攻めたが、プスコフの人々は彼らに屈せず、自分たちのもとから公を

追い出そうともしなかった。彼らは警戒を強め、切り倒した木ですべての(道を)遮断して

しまっていた。そこで(スヴャトスラフ)公と(ノヴゴロドの)人々は途中で相談し、 ドゥ

ブロヴイナで引き返した。彼らは更に、『私たちは自分の兄弟たちとは血を流さないようにし

よう。神がご自
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[ノヴゴロド大主教ニフォントがキエフで死ぬ]Mbnju bo， jako ne chotja bog'b， po grechomも

nasim'b， dati nam'b na utechu groba ego， otvede i Kyevu， i tamo pr邑stavisja(aor.3sg.く

presta吋tisc);i poloziSa i v'b Peとerbskembmanastyri， u svjatei Bogorodici v'b peとere.(NPL: 29-

35) I私が思うには、神は、私たちの罪の故に、彼の枢を慰めのために私たちに与えることを

望まれず、彼をキエフに連れ去られたのである。彼はそこで亡くなり、(キエフの人々は)彼

をペチェルスキー修道院の、聖母(誕生)教会のそばの洞窟に安置したJ。これは、本文中の

例97)で示すように「死亡報告J= I先行要約」と「事件の叙述J= I後行叙述」の文脈に

おける「後行叙述」での使用の例である口「先行要約」の方でも prestavitiscが使用されている。

iv) 6674(1166)年[ロスチスラフ (D116=J)の死]vも toze leto， na zimu pride RostislaV'b is 

Kyeva na Lu匂r，i pozva novgorodbce na porjadも:ogni記ane，gridb， kupbce吋aCbsee;i tu司a

razbole samも， i vorotisja opjatb， i prestavi司a(aor.3sg.く prestavitisc)na puti; i vezosa i Kyevu， i 

polozisa i 0 svjatogo Fedora. (NPL: 32・6)I同じ年の冬、ロスチスラフ (D116=J)がキエフから

ルキに来て、ノヴゴロドの人々を話合いに呼んだ。地主、親衛兵、大商人たちである。そし

て彼自身がそこで病気になり、引き返したが、その途中で亡くなった。(人々は)彼をキエフ

に運び、彼を聖テオドロス(教会)に安置したJov) 6696 (1188)年[聖ヤコブ教会の司祭ゲ

ルマン]Tomb ze 1益出現虫昆割以 (aor.3sg.く perestavitisりrab'bbo泊 German'b， ierei s対抗ogo

Jakova， zovemyi Vojata， […] i dosid'b Plbskova razbolesja， i postrize i vladyka j v'b skimu， i 

prestavisja (aor.3sg.く prestavitisc)m対 acjaoktjabrja v'b 13， na svjatuju muceniku Karpa i 

Papula， (NPL: 39-6) I同じ年聖ヤコブ(教会)の司祭でヴォヤタと呼ばれる、神のしもベゲル

マンがヰふゑヱ卒。[…]彼はプスコフに着いた後病気になった。そこで尊師は彼を剃髪し、ス

ヒマ僧にした。それから彼は亡くなったのであるo 10月13日、聖殉教者カルプスとパピュル

スの日のことであったんこれは上の注103)の例ii) と同じ例である。後の方のprestavisja

が「事件の叙述Jとして使われている。吋)6706 (1198)年[イジャスラフ (D11532)の死]Toi 

ze vesne民鋭仮設怒怨 (aor.3du.く prestavitis守)u Jaroslava syna 2: Izj加 lavbjase posazenも na

L叫cachも knjaZiti[…] i t田noprestavisja (aor.3sg.く pres胞，vitisc);(NPL: 44-7) I同じ(年の)春にヤ

ロスラフ (D1153)の2人の息子が亡くなった。イジャスラフ (D11532)はルキに据えられ公と

して治めており、[…]彼はそこで亡くなった」。ここでも本文中の例99) について示すように

「先行要約J= I死亡報告」と「後行叙述J= I事件の叙述Jの組み合わせによる記述が行わ

れており、「後行叙述J= I事件の叙述Jの方でもアオリスト prestaviscが使用されている。

vii) 6707 (1199)年[ノヴゴロドの大主教マルトゥリー]vも I己to6707. Prislav'b Vs針。lod'b，

可パredeJaroslava iz Novagoroda i vede i k'h sobe; a iz Novagoroda pozva vladyku i posadbnika 

Mirosku i vjacbsii muzi po s戸l'b.Ijako bysa na ozere Seregeri， prestavisja (aor.3sg.< prestavitisc) 

rab'b bo泊 archepiskop'bnovgor吋 bSkyiMarturii mesjacja avgusta v'b 24， na svjatogo apostola 

Varfolomeja; (NPL: 44-22) r6707 (1199)年 フセヴォロド(D177=K)は使者を送ってヤロスラフ

(D1153)をノヴゴロドから連れ出し、自分のところに連れて来た。そして彼は息子を迎えに来

るように、尊師(すなわち大主教)、市長官ミロシカ、および貴族たちをノヴゴロドから呼
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i prおtavisja(aor.3sg.< prestavitisct) m訂 tavb 15， vb subotu predも obedbneju，i tako pogreben'b 

byStb igumenomb Arsぬiembi vs己jubratbeju; (NPL: 70“28) 1 (人々は)サヴァの(院長として

の)職を解き、彼を僧坊に入れたD 彼は病気になり 6週間床についた後、 3月15日の土曜日、

朝の祈りの前に亡くなった。こうして(彼は)アルセニー修道院長とすべての兄弟僧によっ

て埋葬されたん本文中でも例115) としてもう少し広い文脈を示したが、ここでも時間軸に

沿った一連の記述が行われており、「事件の叙述」と考えた。二点鎖線の部分の訳については

注127) を参照。 ix)6771 (1263)年[アレクサンドル・ネフスキー (K42)の死]V 時to6771. 

pride knjazb Oleksandrb is Tatarn velr国間 zdravja，vも osenine，i pride na Gorodecb， i postrizesja 

vb 14 mesjaca nojabrja， na pamjatb svjatogo apostola Filipa. Toi ze noci i prestavisja (aor.3sg.< 

prestavitisθ; i vezosa i vb Volodimirb， i polozisa i vb manas句rius寸atoiBogorodici Rozestva; 

(NPL: 83・37)1677l (1263)年 アレクサンドル公(K42)が全く健康を回復しないままタタールの

もとから帰ってきた口秋のことであった。そして、公はゴロヂェツに着き、 11月14日、聖使

徒ピリポの日に剃髪した。そして、その夜に亡くなった。彼(の遺体)はヴラヂミリに運ばれ、

修道院の聖母誕生教会に安置された」。これは、ルシの国民的英雄アレクサンドル・ネフスキ

ー(K42)の死のシーンである O 彼はタタールから解放されて帰ってきたものの、彼の地で得た

病気によって帰国後まもなく死ぬ。これも死亡報告ではなく事件として述べられている。

106) Sctを伴わない(sも)konbとati. zivoIb svoi 1自分の生涯を終える」タイプの表現3例もここに含

めた。以下にこれを示す。i)6682(1174)年[アンドレイ (D173)の殺害]V'b leto 6682. UbiSa 

(aor.3pLく ubiti)Volodimiri k吋a司aAndreja svoi milostbnici: […lonychも zebjase mnogo， a 

knjazb odin'b; jako nalegosa siloju i vylomisa dVbri i vもlezosana nb， i tu i nasunusa rogatinami， i 

tu skonbcja (aor.3sg.< skonbとati)zivotも svoi.(NPL: 34周辺)16682 (1174)年 ヴラヂミリでアン

ドレイ公(D173)を彼の寵臣たちがゑムt::.o […]しかし彼らは多勢であり、公は一人で、あった。

そこで彼らは力づくで扉にのしかかって、扉をこわし、彼に向かつて(階上の間)に押し入

り、そこで彼を巾広の槍で突いた。こうして(公は)ここで自分の生涯を終えたのである」。

この例でも本文の 143) について述べるように「死亡報告J= 1先行要約jと「事件の叙

述J= 1後行叙述」からなる記述が行われており、 skonbとjazivot'b svoiは「後行叙述jとし

て用いられている。 ii)6732 (1224)年[タタールとの戦いで死んだルシの公たち]i s'blga 

okanbnyi: preda icho， i利回aVb， Tataromo; a goro品 目zjasb，i ljudi isekosa， i tu kOStbjU padosa; 

a knjazi imose， izdavisa， pod'bkladose podも dosky，a sami vるrchusedosa obedati， i tako zivotb 

ichlコkoncjasa(aor.3pLく konbcati).(NPL: 63-22) 1そして呪われた者は嘘をつき、彼らを縛っ

てタタールに引き渡し、砦を占領して、人々を斬り殺した。そこに(人々は)屍をさらした

のである。(タタールは)公たちを捕え、板の下に敷いて圧し潰し、自分たちはその上に座っ

て食事をした。このようにして(ルシの公たちは)その生涯を終えたのであるJo3つ目の例

は次の通りである D この例では、戦闘における死でありながら、最後の死に方は判然としな

いという点が興味深い。 iii)6746(1238)年[タタールとの戦間におけるユリー (K3)の死 inii

ze pognasasja po Jurbi knjazi na Jaroslavlb.町ljazbze Jurbi posla Doroza vb prosoky vb 3-chも

1000-chも;i pribeza Dorozb， i rece:“a uze， knjaze， obisli nas okolo." i 
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てドロジを斥候に送った]。ドロジは走って帰り、『公よ、もう私たちは取り囲まれていますJ
と言った。そこで公は自分のまわりに兵を置きはじめたが、そこに突然タタールが近づいた。

公は何をする暇もなく、逃げた。彼がシチ川に着いたとき、(タタールが)彼に追いついた。

そして彼はそこで生涯を終えたのである。彼がどのように死んだのかは誰も知らない。他の

者たちは彼についてさまざまなことを言っているんなおこの例では、上の94)の統計につい

て(従って95)の年ごとの分布についても)、実際にユリー (K3)の死を告げる izivot'h svoi 

skonぬ turここで彼は生涯を終えたのである」の部分のみを数え、従属文中に現れる bog'h

ze vestb， kako skoncasja r彼がどのように死んだのかは誰も知らない」の部分は数えていなし=。

φ また、不完了体動詞konbとatiあるいはkon凶atis((の使用 2例もこのグループに数えた。一つは

すでにii)に挙げたzivot'hich'h koncjasaで、ある。いま一つは次の例である o iv) 6726(1218)年

[リャザンの公たちの殺害]Si ze blagocbstivii knjazi rjazanbstii koncjaきasja(aor，.3pl.く

konb耐 is(()mesjacja討u1jav'h 20， na svjatogo proroka Ilii， i prijasa VI己llbcjaot gospoda boga， i S'h 

svoeju druzinoju， aky agllbci neporo弘ni ，R惑魚~ (aor.3pl.く predati)忠弘段級友鍔ω.Sb ze 

okanbnyi Gleb'h i Kos1jan出l'h， brat ego， onemも ugotovac紅 stvonebesnoe， a sobe m叫叩V記bnuju

i S'h dumbci svoimi. (NPL: 58-27) rこれら敬農なリヤザ、ンの公たちは 7月20日、聖預言者イリ

ヤの日に死んで、自分の従士団と共に主なる神より冠を受け、汚れない子羊のようにその魂

を神にゆだねたのであった。この呪われたグレブ(H41)とその弟コンスタンチン (H44)は、彼

らに天の王国を、自分には共犯者たちと共に永遠の苦しみを準備したのであった」。これはリ

ヤザン公グレブ(H41)の策略によって騎し討ちにされた 6人の公たちの物語であるD 本文中で

例101) について見る通りもこの例も「事件の叙述J中における「先行要約」と「後行叙述J
の例と見なしたい。

107) predati duchもタイプの使用は 1例のみである。これは上の注106)のiv) (下線部)に現れ

るpredasa(aor.3pl.< predati) dusa svoja bogoviの例である。

108)具体的な例は4.3.を参照。

109) ubitiの使用が42例、それ以外の他動調的表現の使用が2例であるD 数が多く煩頂になりす

ぎるので95)の年ごとの分布表からは外した。 ubiti以外の 2例のうち 1つは、 6824(1316)年

の記事から引用した本文中の例 5)に現れるbitii S'hvres出品mostar (人を)打って橋から投

げ捨てる」という表現である。 bitiと品;vresciの2つの行為によって「殺す」という行為が成立

したと考えられる。統計上は併せて 1例と数えた。この例については、本文中の例136)に関

してもう一度議論する O いまひとつは次の例である。i)，6826 (1318)年[ユリー (QI)の公妃が

ミハイル公(K452)に囚われ殺される]a brata ego Borisa i knjagynju Jurbevu jasa i privedosa 

vo Tferb， tamo ju i smerti predasa (aor.pl.く pr語dati);(NPL: 96幽7)r彼の弟ポリス (Q5)とユリー

の公妃は捕らえられてトヴェリに連れていかれ、彼女はそこで殺された」。ここで使われてい

るのは、 jusmerti predati r彼女を(対格)+死に(与格)+引き渡す」という表現であるD

110)その他の自動詞的表現としてpastir (戦場で)倒れるJ、s'hgoretir焼ける、焼け死ぬJの

2つ、および次に挙げる例i)にある表現の 3つを数えた。i)6726 (1218)年[ヴァシリー公子

(J511)が遠征中病気で死ぬ]V'h 1，るto6726. pride knjazb MbstislaV'h na T'hrZek'h， i ja Borislava 

Nekurisnica， i poimaV'h tovarn mnogも， i pusti i. t碍 dazer沼 bolる司aknjazicb V;部 il註Mbstislavi弘

na Tbrozku， i privezosa (aor.3pl.くprivezti)i vb NOVlコgorodlコmeばVlコ;i poloziSa i u s寸ateiSo:fii， 

golovacl日 ud話da，v'h s司atるiBogorodici. (NPL: 57-29) r 6726 (1218) ム

po 
q
J
 



これを見ると、 PIおtavitis号の使用を主とする「死亡報告Jスタイルの記述の割合が、

『過ぎし年月の物語』に比べ、更に大きくなっていることが分かる O その一つの理由は、

後述のように、『ノヴゴロド第 1年代記Jではリューリク王朝に連なる公や府主教だけ

でなく、ノヴゴロドの主教や市長官も含めて、公式の死亡記録を残しておくべき対象

となる人々の数が多かったということがあげられよう O 一方で、 prestavitis~が「事件

の叙述」の中で使用されるケースも増えているように見える O

年毎の分布は次に示す通りである O ここでも他動詞ubitiについては煩雑さを避ける

ため「死亡報告」に現れる場合のみを記録した。

95) rノヴゴロド第 1年代記(古輯)jに現れる公とその一族、教会の指導者、市民た

ちの死111)o

「死亡報告」

[告]1052 prestavitisy・ヴラヂミル(A)N

[告]1054 pres回vitisy・ヤロスラフ (13)N

[告]1060 prestavit泊宅・イゴリ (F)

[告]1074 prestavitisy'キエフ・ペチェルスキー修道院長フェオドシー

[告]1077 prestavitisy・ノヴゴロド大主教フェオドル

[告]1079 ubiti・グレブ(C1)

[告]1079 ubiti・ロマン (C2)

[告]1089 prestavitisy・府主教イオアンネス 1世

[告]1091 prestavitisy'府主教イオアンネス 2世

[告]1093 prestavitisy・フセヴォロド(D)

[告]1101 prestavitisy・フセスラフ (L)

[告]1108 prestavitisy・ノヴゴロド大主教ニキタ

「事件の叙述」

した。この時ムスチスラフの子ヴァシリー公子(J511)がトルジョクで病気になった。そして

(人々は)彼の亡骸をノヴゴロドに運んで来て、聖ソフィア(教会)の聖母(小礼拝堂)の祖

父のそばに彼を安置した」。ここではprivezosai vh NOVhgOrod'b mertvn I (人々は)死んだ状

態の彼をノヴゴロドに運んで来た」という表現が使われている。 me此Vhl死んだJ(対格)は

形容詞であるが、「病気になった」ヴァシリーが最終的に死んだことを確認するのはこの語以

外にないので、これを死を表す自動詞的表現の例として数えた。なお、 pastiの使用について

は本文中の例134)を、 s'bgoretiの使用については例135)を参照。

111)テクスト中に具体的に名前が示されている人物の死に限る。またノヴゴロド公を務めたこ

とのある公には、公番号の右肩にNという印をつけた。ただし、これはその人物が現役のノ

ヴゴロド公として死んだことを意味するものではない。
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[告]1111 prestavitis~' チェルニゴフ主教イオアン

[告]1113 prestaviti勾・スヴャトポルク (B3)

[告]1113 prestavitis~' ダヴイド (F1)

[告]1114 prestavitis~' スヴャトスラフ (D13)

[告]1115 prestavitis~' オレグ (C4)

[告]1117 prestavitis~' 市長官ドブルイニヤ

[告]1118 prestaviti句・市長官ドミトル

[告]1119 prestavitis~ ・市長官コスニャチン

[告]1122 prestavitis~' ムスチスラフ (D11) の妻クリスチナ

[告]1125 prestavitis~ ・ヴラヂミル (D1)

[告]1128 presta吐tis~ ・聖ユリエフ修道院長キュリヤク

[告]1128 prlぬtavitis~ ・イヴアン (D1111)

[事]1128 umbrるti・ポロック公ポリス (L7)

[事]1128 Uffibr批i・市長官ザヴイド

[告]1132 prestavitis~ ・ムスチスラフ (D11)N

[事]1135 prおtavitis~ .ミロスラフ

[事]1137 prおtavitis号・フセヴォロド(D111)

[告]1146 prぬtavit泊守・フセヴォロド(C41)

[告]1147 prestavitis~ ・市長官コスチャンチン

[事]1147 um町長ti・修道院長オントン

[告]1147 ubiti'イゴリ (C42)

[告]1151 prestavitis~ ・イジャスラフ (D112=I) の公妃

[告]1154 prestavitis~' イジャスラフ (D112=I)

[告]1154 prestaviti時・ヴャチェラフ (D16)

[事]1156 umbrるti・市長官スヂル

[告]1156 prestaviti時・[先行要約}大主教ニフォント

[事]1156 prおtavitis号・

【後行叙述]ノヴゴロド大主教ニフォント

[告]1157 prestavitis~' ユリー (D17)

[告]1157 presta吐tis~ ・聖母(誕生)修道院長アンドレイ

[告]1159 prestavitis~' 府主教コンスタンテイノス

[告]1162 prestavitis~' 聖母(誕生)修道院長アレクセイ(オレクサ)

[告]1163 prlぬtavitis宅・ノヴゴロド大主教アルカヂー

[告]1166 prestavitis~ ・府主教イオアンネス

[事] 1166 pr邑stavitis号・ロスチスラフ (D116=J)N 

[告]1167 prestaviti時・聖ヴアルヴァラ尼僧院長アンナ

[告]1170 prestavitis~ ・ムスチスラフ (11)

[告]1170 prestaviti時・グレブ(D178)

[告]1171 prestavitis~ ・ヴラヂミル (D115)

[告]1174 ubiti・[先行要約]アンドレイ (D173)

[事]1174 s'bkonぱatizivotも svoi・

[後行叙述]アンドレイ (D173)

[告]1175 prestavitis~' 市長官イヴアンコ

[事]1176 um日制・ミハルコ (D175)
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[告]1177 prestavitisc・リャザン公グレブ(C542=H)

[告]1178 prestavitisc・ムスチスラフ (D1711)N 

[告]1179 prestavitisc・聖イオアン尼僧院長エリサヴア

[告]1180 peγ俗的vitiザα・ムスチスラフ (J5)N

[告]1186 prestaviti時・ノヴゴロド大主教イリヤ

[告]1187 pr句協vitisc・アントニーの(聖母誕生)修道院長モイセイ

[告]1188 peγ'esωvitiザα・【先行要約]聖ヤコブ教会司祭ヴォヤタ(ゲルマン)

[事]1188 pr邑stavitisja・{後行叙述]聖ヤコブ

教会司祭ヴォヤタ(ゲルマン)

[告]1192 peγ'estαvitiザα・聖復活尼僧院長マリヤ

[告]1193 presta吋tisc.ノヴゴロド大主教ガヴリイル

[告]1194 prestavitisc・聖ユリエフ修道院長ヂオニシー

[告]1194 prぬtavitisc.アルカヂーの(聖母就寝)修道院長ゲラシム

[告]1195 prestavitisc・聖ヴァルヴァラ尼僧院(長)のフリスチナ

[告]1198 prestavitisc・{先行要約]

イジャスラフ (D11532)とロスチスラフ (D11531)

[事]1198 prestavitis号・

{後行叙述]イジャスラフ (D11532)

[事]1199 pr邑stavitisEe.ノヴゴロド大主教マルトゥリー

[告]1203 prestavitisc・市長官ミロシカ

[告]1205 prestavitisc・フセヴオロド(K)の公妃

[告]1206 prestavitisc.市長官ミハルコ

[告]1207 prestavitisc・パルフリー(俗名プロクシャ)

[事]1218 privezosa i…me抗vb • 

ヴァシリ一公子(J511)

[事]1218 kon凶atisi( . 

[先行要約]リャザンの6人の公たち

[事]1218 predati dusa svoja・

[後行叙述]リャザンの6人の公たち

[告]1223 prestavitisc・ノヴゴロド大主教ミトロファン

[事]1224 konbとatifivo也 ichも・ルシの公たち

[告]1226 prestavitisc・聖ユリエフ修道院長サヴァチー

[事]1230 prおtavitisEe.元聖ユリエフ修道院長サヴア

[告]1231 prestavitisc・市長官ヴオドヴイク・ヴネズド

[告]1232 prおtavitisc・{先行要約]大主教アントニー

[事]1232 umbreti. (後行叙述】大主教アントニー

[告]1233 prおtavitisc・フェオドル(K41)

[告]1233 prestaviti勾・府主教キユリロス

[事]1238 品 kon凶atifivo払 svoiユリー(K3)

[事]1240 pasti・ルゴタの子コスチャンチン、

ピネシチャの子ギュリャ夕、ナメスト、

皮職人の親方ドロチロなどの市民たち

[告]1243 prestavitisc・フテイニの聖救世主修道院の僧ヴァルラム

[告]1243 prestaviti句・市長官ステファン
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[告]1244 prestavitis<(・ヤロスラフ (K4)Nの公后

[告]1247 prestavitis<(・フティニの聖救世主修道院の修道僧アンキュヂン

[告]1249 prestavitis<(・ノヴゴロド大主教スピリドン

[事]1257 Uffibr批i・市長官オナニヤ

[事].1263 pr邑stavitis~ ・アレクサンドル (K42)N

[告]1270 prestavitis<(・聖ユリエフ修道院長ヴァルラム

[告]1272 prestavitis<(・ヤロスラフ (K45)N

[事]1299 s'bgoreti・市民エレフェリー

[告]1299 presta:札世s<(・ノヴゴロド大主教クリメント

[告]1299 presta:吋甘句・プスコフ公ダウマンタス

[告]1304 prestavitis<(・アンドレイ (K421)N

[告]1310 prestavitis<(・ノヴゴロド大主教フェオクチスト

[告]1322 prestavitis<(・アファナシー(Q4)

[告]1324 prestavi世s<(・ノヴゴロド大主教ダヴイド

[告]1326 ubiti・ドミトリー(P1)

[告]1326 prestavi世s<(・府主教ペトル

これを見ると、「死亡報告Jが年ごとにばらつくことなく、均等に分布していること

が分かる o i先行報告」と「後行叙述」の組み合わせからなる記述も『過ぎし年月の物

語』と同じ様に現れる O このことは、 prおtavitis~を用いた「死亡報告」スタイルの記

述が『ノヴゴロド第 1年代記』において完全に定着したことを意味している O

一方でこのことは、 prestavitis~を用いた「死亡報告J が『ノヴゴロド第 1 年代記』

ではより定型化した表現となり、 2 章で、pres肱吋tis~の「本来のJ (ものと考えた)用法、

すなわち「キリスト教徒の平穏な死を表す」という含意は、ここではもはや存在しな

いのではないかという疑問を抱かせる O すなわち、本稿の議論の出発点となった6625

(1117)年の記事にある、

96)=2) 6625(1117)年市長官ドブルイニャの死

Vn. se ze leto pr邑stavisja(aor.3sg. < prestavitis~) Dobrynja， posadnikも

novgorodbs匂TI，dekabrja vn 6. (NPL: 20-32) 

この年ノヴゴロドの市長官ドブルイニャが亡くなった。 12月6日のことである O

というドブルイニャの死を報じる記事は、もはや彼の平穏な死を特に合意していない
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のではないか、 prestavitisl(が使用されているからといって彼が正教徒に相応しい死を

とげたことにはならないのではないか、という疑問が生じるのである O

この間に答えるために 3つの点に注目したい。一つは『ノヴゴロド第 1年代記』に

おける死亡記事の対象となる人々が『過ぎし年月の物語』のそれと大きく異なってい

るということ、一つは『過ぎし年月の物語Jにおいても 2例存在したubitiを用いた

「死亡報告」が『ノヴゴロド第 1年代記』においてもなお 5例存在しているということ、

そしていま一つは『過ぎし年月の物語』と『ノヴゴロド第 1年代記Jの間で同一の事

件が記録されていながら、その記録の仕方が双方で大きく異なっている場合があると

いうことである O これらはいずれも、『ノヴゴロド第 1年代記Jにおける人々の死亡記

事が、というよりこの年代記における記事一般が、「自分たちにとって、ノヴゴロドの

市民にとって必要な情報を記録する」という年代記作者の意図のもとにきちんと取捨

選択されていること、「ノヴゴロドの年代記作者」の観点、から見て重要な情報がきちん

と選ばれていることを示している O

この 3つの点について、 4.2.以下で詳細に見ていくことにするが、その前にこの年代

記に現れる「先行要約」と「後行叙述」の組み合わせからなる記述の例を確認してお

きたい。

4.1.2. r先行要約」と「後行叙述」

「先行要約」と「後行叙述Jのペアは、 95) の分布図にも示されている通り、全部

で6組見られる O そのうちの 1組は4.3.(例 143))で見る 6682(1174)年のアンドレイ

公(D173)の死の記事であり、「死亡報告J= I先行要約」の部分にubitiが用いられて

いる O ここでは残りの 5組を見ておく O その中には、 6726(1218)年のリャザンの 6人

の公たちの殺害の物語のように、「先行要約Jの部分と「後行叙述」の部分がともに

「事件の叙述」として述べられている場合もある。

最初の例は 6664(1156)年のノヴゴロドの大主教ニフォントの死である O まず

prおtavitisl(を用いて「死亡報告」の形で彼の死が報告される O 続いて彼の生前の業績

や人柄、その信仰に対するコメントが行われる O その後でもう一度prestavitisl(を用い

て彼の死が述べられる O この 2度目の記述は、「死亡報告」の枠の中にある「年代記作

市
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者によるコメント」の一部とも考え得るし、彼の死が事件、物語として短いながらも

具体的に語られているとも見なしうる O ここでは後者と捉えた。

97) 6664(1156)年大主教ニフォントの死

Toi ze vesne prestavisja (aor.3sg.< prlゐtavitist()archepiskopo Nifontも， aprilja v'b 21: 

弘lobjase Kyevu protivu mitropolita; inii ze mnozi glagolachu， jako， polupivも

svjatuju Sofiju， po弘1も Cesarjugradu;i mnogo glagolachu na nh， no sobe na grecho. 

o semh by razumeti komuzdo naso: kotoryi episkopo tako ukrasi svjatuju Sofiju， 

pritvory isphsa， kivotも stvorii vsju izvもnuukrasi; a Plhskove svjatogo Spasa 

cerkoVh sozda kamjanu， druguju v'b Ladoze svjatogo Klimenta. Mhnju bo， jako ne 

chotja bogo， po grechoffio nas面目， dati namo na utechu groba ego， otvede i Kyevu， i 

tamo prestavisja (aor.3sg.< prlおtavitis宅);i polo主iSai v'b Peとerhskemhmanastyri， u 

svjatei Bogorodici v'b peとere.(NPL: 29-29) 

同じ(年の)春に大主教ニフォントが亡くなった。 4月21日のことである O 彼は

かつて府主教に抗してキエフに行ったのであるが、他の多くの者たちは、彼が聖

ソフィア(教会)を略奪してツァリグラドへ行ったのだと言っていた。彼らは彼

に対して多くの誹誘を行ったのであるが、彼ら自身が誤っていたのである O この

ことについては私たちの各々が理解できるはずである o (彼以外の)どの主教が聖

ソフィア(教会)をこのように飾り、拝廊を絵で飾り、聖{象箱を作り、そして

(聖ソフィア教会の)外部を飾り得たであろうか。また彼はプスコフでは石造りの

聖救世主教会を、またラドガでは聖クリメントの(教会)を建てたのである O 私

が思うには、神は、私たちの罪の故に、彼の枢を(私たちの)慰めのとして私た

ちに与えることを望まれず、彼をキエフに連れ去られたのである O そして彼はそ

こで亡くなり、(キエフの人々は)彼をペチェルスキー修道院の、聖母(誕生)教

会のそばの洞窟に安置した。

次は聖ヤコブ教会の司祭ゲルマンの死である O ここでは「死亡報告J= r先行要約J

の部分には束スラブ的形式のperestavitisjaが現れ、「事件の叙述J= r後行叙述」の部
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分ではprestavitis((が現れている O 後半の「事件の叙述」の部分では、彼が大主教の供

をしてプスコフまでやって来て、病を得、その地で死んだという過程が具体的に描か

れている O

98) 6696 (1188)年 聖ヤコブ教会の司祭ゲルマンの死

Tomh ze 1るt己perestavi司a(aor.3sg.く perestavitisja)rabも bo泊 Gerrnanb，ierei svjatogo 

Jakova， zovemyi Vojata， sluziVbsju emu u svjatogo Ijakova polbpjatadhsjatも Iとtvb 

krotosti i sbmerenii i bogobojaznhstve: poja Sb soboju Plhskovu archepiskopb 

Gavrila， i dosi也 Plhskovarazbolesja， i postrize i vladyka i vb skimu， i prestavisja 

(aor.3sg.< prおtavitis(()mesjacja oktjabrja vb  13， na svjatuju muとenikuKarpa i 

Papula， (NPL: 39-6) 

同じ年聖ヤコブ(教会)の司祭でヴォヤタと呼ばれる、神のしもベゲルマンが亡

くなった。彼は聖ヤコブ(教会)で従}ll貢と恭順のうちに神を畏れながら 45年間

(神に)仕えていたのである O 大主教ガヴリイルが(彼を)自分と共にプスコフに

連れて行ったが、彼はプスコフに着いた後病気になった。そこで尊師は彼を剃髪

してスヒマ僧にした。それから彼は亡くなったのである o 10月13日、聖殉教者カ

ルプスとパピュルスの日のことであった。

次の例は、ヤロスラフの 2人の息子イジャスラフ (D1l532)とロスチスラフ (D1l531)

の死についての記事である O まず 2人の死が「死亡報告Jとして記される O ここでは

2人を主語としてpresta吋tis((のアオリスト双数の形が現れる O ついでそれぞれの死が

短いながらも事件として具体的に報じられる O ただしイジャスラフの死についてのみ

動詞prestavitis((が現れ、ロスチスラフの死については省略されているO

99) 6706 (1198)年 イジャスラフ (D11532)とロスチスラフ (D11531)の死

Toi ze vesne prestavistasja (aor.3du.< pr，おtavitis(()u Jaroslava syna 2: Izjaslav bjase 

posazenb na Lukachb knja主itii ot Litvy ople弘eNovugorodu， i tamo prestavisja 

(aor.3sg.< prestavitis宅);a RostislaVb N ovegorod色;i obapolo五enau svjatogo Georgija 
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Vbmanast戸i.(NPL: 44-7) 

同じ(年の)春にヤ口スラフ (01153)の2人の息子が亡くなった。イジャスラフ

(Dl1532)はルキに据えられ公として治めており、ノヴゴロドにとってリトヴァ

(の人々)に対する守りとなっていたが、彼はそこで亡くなった。一方ロスチスラ

フ(Dl1531)はノヴゴロドで(亡くなった九そして 2人は(ユリエフ)修道院の

聖ゲオルギー教会に安置された。

次はノヴゴロド大主教アントニーの死の報告であるo r死亡報告J= r先行要約」に

は型通り prestavitis~が使用されている O 彼の死は、彼が病を得、あるいは脳梗塞等の

病気であろうか、口が利けなくなり、ついにはその病で死ぬ様子が述べられている O

動詞はUffibretiが使用されている O

100) 6740 (1232)年大主教アントニーの死

Tomb ze 1とtるprestavisja(aor.3sg.く prestavitisC()archepiskop'h Antonii， oktjabrja vb 

8. Sii ze blazenyi archepiskopもAntoniipreze izgnanija s話devb episkopii let 8 po 

Mitrofane， a vb izgnanii 1己t6; po sem pride is Peremyslja v NOVbgorod'h， i sede leta 

2， i 0凶 mena svjatogo Olbks討a;bystb let 6 vb bolezni toi i 7 mesjacb i 9也lii，i tako 

umre (aor.3sg.く凹nbreti)，i polo主isai u 吋 ateiSofii vb pritvore， pri knjazi Jaroslave 

V sevolodic， pri archepiskope Spurido凶.(NPL: 72-13) 

同じ年大主教アントニーが亡くなった。 10月8日のことである O この至福な大主

教アントニーは、ミトロファンの後を継ぎ、追放されるまで 8年間主教職にあり、

6年間追放の身であった。彼はその後ペレムイシリからノヴゴロドに帰って来て

2年務め、聖アレクシウスの日(3月17日)に口が利けなくなった。彼は 6年と

7か月と 9日間その病にあったが、こうして亡くなったので、(人々は)フセヴオ

ロドの子ヤロスラフ公(K4)と大主教スピリドンの臨席をえて、彼を聖ソフィア

(教会)の拝廊に安置した。

最後の例は、注106)のiv) にその一部を示したが、リャザン公グレブがリャザンの
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6人の公をだまし討ちにするという事件の記述である O 全体が、一つの大きな物語と

して語られており、その最後の部分で彼らの死がkonhとatiscとpredatidusa svoja 

bogoviの2つの表現を用いて述べられている O 全体を「事件の叙述」とせざるを得な

いので、ここでは「事件の叙述」の中で「先行要約」と「後行叙述Jが行われている

と考えたい。ただし「後行叙述jの部分は、「先行要約」された事件の詳細を時間軸に

沿ってもう一度述べ直したというより、単に別の表現で言い換えただけであると考え

るべきかもしれない。

101) 6726 (1218)年 リャザン公グレブ(H41)が6人の公たちをだまし討ちにする O

Tomh ze let話GIebo，knjazh Rjazanhskyi， Volodimirich， nauとenosy sotonoju na 

ubiistvo， sdumaV'h v'h svoemh okanhnemh pomysl己， im己japospesnika Kostjantina， 

brata svoego， i s nimo dijavola， juze i prelhsti， pomyslo ima V'hlo芝i，reksema im科jako

“izbheve sicho， a sama pri凶色vavlasth vsju." […] Sonhmosemosja vs己monaisadるcho

na porjade: Izjぉlav，kjuTh MichaHも， Rostislav， Svjatoslav， Glebo， Romano; IngvoTh 

ze ne prispe priechati k nimo: ne be bo prispelo vr加 jaego. Gl己boze Volodimich SO 

bratomも pozvaja k sobe， jako na cesth pirenija， v'h svoi sathTh; onize ne v，話由紀e

zlyja ego mysli i prelhsti， vsi 6 knjazh， kozdo So svoin吐bojaryi dvorjany， pridosa v'h 

sathro eju. Sh ze Gl己bopreze prichoda ich iznarjadiV'h svoe dvorjane i bratne i 

poganychも PoloVb弘 mno加 tvov'h oruzii， i sokry ja v'h polosthnici blizo satra， v'h 

nemh ze be imo p抗i，ne vedusとjuicho nikomu ze， razve toju zlomyslhnoju knjazju i 

icho prokljatycho dumh弘 Jakonaとasapiti i vesel江i司a，tu abie okanhnyi， prokljatyi 

Glぬoso bratomo， iZhmもsemeとjasvoja， naとastaseとipreze knjazi， ta ze bojary i 

dvorj加も mnozhstvo:0也氏choknjazh 6， a proとichoboj副も idvorjano mnozhstvo， SO 

svoimi dvoりanyi sも Polovとi.Si ze blagoとhstiviiknjazi rjazanhstii koncjaきasja

(aor.3pl.< konhぬtisc)m，おuacja討uljav'h 20， na svjatogo proroka Ilii， i prijasa venhcja 

ot gospoda boga， i s svoeju druzinoju， aky agnhci neporoゐnipr邑dasa(aor.3pl.< 

predati) duきasvoja bogovi. Sh ze okanhnyi Glebo i Kostjantino， brat ego， onemo 

ugotova carstvo nebesnoe， a sobe muku VI記hn吋uisも dumhcisvoimi. (NPL: 58-4) 
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同じ年リャザン公ヴラヂミルの子グレプ(H41)は悪魔に人殺しを唆かされ、自分

の呪われた心の中で思いをめぐらし、自分の弟であるコンスタンチン (H44)を仲

間にした。彼と共に悪魔をも(仲間)にしたのである。悪魔が彼ら 2人を誘惑し

て企みを彼らに吹き込んだ、ので、彼ら 2人は「この者たちを殺し、私たちですべ

ての権力を手にいれようJと言った。[…]すべての者が話し合いのために波止場の

ある村に集まった。イジャスラフ (H43)、ミハイル公(H51)、ロスチスラフ (H62)、

スヴャトスラフ (H6I)、グレブ 112)、ロマン (H31)である O しかしイングヴアリ

(H32)だけは彼らのところにたどり着くことができなかった。彼の時が来ていな

かったからである O ヴラヂミルの子グレブ(H41)は弟(H44)と共に彼らを酒盛りに

招くふりをして自分の幕舎に呼び寄せた。彼の悪企みや嘘を知らずに、 6人の公

は各々自分の貴族や廷臣を伴って 2人の幕舎にやって来た。彼らが来る前に、こ

のグレブ(H4I)は自分と兄弟の廷臣、そして異教徒であるポロフツイの多くに武

装させ、公たちが酒を飲むことになっている幕舎のそばの帳の中に潜ませたo (し

かしこのことは)この悪企みを持った公とその呪うべき共犯者たちの外は、彼ら

の誰一人として知らなかった。彼らが酒を飲み、陽気に楽しみ始めるやいなや、

いとわしい呪われたグレブ(H41)と弟(H44)は突然剣を取り、まず公たちからはじ

めて次々に多くの貴族や廷臣に斬りかかった。公だけで 6人がそれぞれの廷臣や

ポロフツィと共に、その他多くの貴族や廷臣(が斬り殺された)。これら敬慶なリ

ヤザンの公たちは 7月20日、聖預言者イリヤの日に死んで、汚れない子羊のよう

に自分たちの魂を神にゆだね、その従士団と共に主なる神より冠を受けたのであ

った。この呪かれたグレブ(H41)とその弟コンスタンチン (H44)は、彼らには天の

王国を、自分たちと共犯者たちには永遠の苦しみを準備したのであった。

4.2. ~ノヴゴロド第 1 年代記』で死亡記事の対象となる人々

『過ぎし年月の物語Jはルシの統ーを主題とする公たちの生と死の物語、リューリ

112) 日本古代ロシア研究会の訳ではこのグレブに(H41)の通し番号を付けた。しかし 6人の公が

彼に殺されたという記述があるので、集まった 6人の中にグレブ(H41)本人を入れると数が合

わなくなる。
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ク王朝の興亡の物語である O これに対して『ノヴゴロド第 1年代記Jの記述の対象は

あくまでも大ノヴゴロド、ノヴゴロド共和国の歴史である O それぞれで記述される事

件も異なれば、同一の事件であっても記述の詳しさや事件の取り上げ方、光の当て方

は当然異なる O そして人々の死についても 2つの年代記は異なっているo r過ぎし年月

の物語jでは、名前を明記してその死が記録されるのは何よりもまずリューリク王朝

に連なる公たちである O さらに全ルシの教会の指導者としての府主教たち、そしてこ

の年代記の成立と強く結びついているキエフ・ペチェルスキー修道院の歴代の院長や

僧たちである。これに対して『ノヴゴロド第 1年代記』では、全ルシ的な重要性とい

うよりもノヴゴロドの町、そしてこの町を中心とする大ノヴゴロドにとっての重要性

が問題になる O そこで公だけでなく、歴代のノヴゴロドの市長官やその教会の指導者

たちの死が記録されることになる O さらに特徴的なのは、戦争や様々な事件で死んだ、

一般市民たちの名前が、それぞれの事件の記録のなかで、明記されて現れることであ

るO

4.2.1.市長官たちの死

4.2.1.1. pr邑stavitis号を用いた定式化された死亡報告

まずノヴゴロドの市長官たちの死についてどのような形で報告がなされているかを

見る O 例 2)に挙げた本稿での議論の出発点となったドブルイニャの死もそうであっ

たが、以下に見るように、動詞はprestavitis<tを用い、定式化された「死亡報告Jとし

て記録される場合がもっとも多い。その際、付加的な情報は様々である。

まず、死の事実だけが記録され、一切の付加的情報が示されない場合がある O

102) 6627(1119)年市長官コスニャチン

Vも toze 1己toprestavisja (aor.3sg.< prestavitis<t) K'bs吋atin'bMos己OviCb，posadnikb. 

(NPL: 21-8) 

同じ年、市長官、モイセイの子コスニャチンが亡くなった。

死んだ日付に加え、職にあった期間が示されることもある。
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103) 6626 (1118)年市長官ドミトル

V'b 1とto6626. Pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitist() D'bffiitrも Zividicb，posadnik'b 

nOV'bgorodbskyi，製版及2，

6626(1118)年 ノヴゴロドの市長官、ザピドの子ドミトルが亡くなった。 7月 9

日のことである。銭見以波及毘主立恵長定三ゑ之主。

後任についての情報が記されることもある 113)。

104) 6655 (1147)年市長官コスチャンチン

TOffib ze let己prおtavi司a(aor.3sg.< prestavitist() z加 eKostjant肌 posadnikn，以潟

匂銀鉱友銀長銀~臨. (NPL: 27-34) 

同じ年冬に、市長官コスチャンチンが亡くなった。そこで(人々は)イヴアンコ

の子スヂルに再び(市長官職を)与えた。

ノヴゴロド以外の場所で死んだ場合にはそのことが記される 114)0

105) 6739 (1231)年市長官ヴォドヴイク・ヴネズド

TOffib ze let己pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitist() Vodovik'b Vbnezd'b， posadnik 

novgorodhs勾i，及ぶ主磁叙~. (NPL: 71-29) 

同じ年ノヴゴロドの市長官ヴォドヴイク・ヴネズドがチェルニゴフで亡くなった。

113)同じタイプの「死亡報告」の例をもう一つ挙げておく。i)6683(1175)年[市長官イヴァン

コの死]Vo to ze leto prestavisja (aor.3sg.く prestavitisc)posadniko N ovegorod己Ivanko

Za伽山肌，以ぬみ思惑烈却燥;(NPL: 35-1) I同じ年、ノヴゴロドの市長官、ザハリヤの

子イヴアンコが亡くなった。そこで(人々は)再びジロスラフに(市長官職を)与えた」。

114) ヴォドヴィク・ヴネズドは6737(1229)年にノヴゴロドの市長官に選ばれたが、翌6738

(1230)年にロスチスラフ公(G411)に従ってトルジョクに去った。その問、町はヤロスラフ

(K4)を推す反対派が支配し、市長官職はトヴェルヂスラフの子ステファンに与えられ、彼の

財産も没収された。結局彼はロスチスラフの父ミハイル(G41)の領地チェルニゴフで客死する

ことになる。
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次のステファンの「死亡報告」は市長官のものとして比較的丁寧なものといえるだ

ろう O

106) 6751(1243)年市長官ステファン 115)

Togo ze 1とta，mおuacaavgusta vh 16 prestavjsja (aor.3sg.< prestavitisりE銭五ゑ説話

Stefanb， posadnikh novgorodbs匂i，Tverdislavi弘，vn叫伍 MichalkoVh，工殿袋臨む思よ

とasnoとi.na 
山~，

箆銀謀長ヨ見立主投S設立説話役・ (NPL:79-15) 

同じ年、 8月16日にノヴゴロドの市長官、ミハルコの孫でトヴェルヂスラフの息

子、殺虫焦ステファンが亡くなった。足援旦公表よ患ゑふよぷゑぷ本。(そして翌

17日)票放建支え之旦よとu之ゑ旦ぶ、之)v7J之ニよヱ之上ふ立二ゑえム公本

主義刻投票乙之ぷ之議会2張感ふ波最三ゑゑよ~。車長真職議之本知説法

に3月足らぬ期間であったO

4.2.1.2. ubitiの使用

市長官たちも戦争で死んだ場合には、 ubitiを用いて「事件の叙述」としてその死が

描かれるのが一般的である O この場合には、一緒に戦死した市民たちの死も同時に記

録されることが多い 116)o

115) 6738(1230)年の記事には、彼が例105) に現れる当時の市長官ヴォドヴイク・ヴネズドと争

ったことが記されている。そしてこの年、彼はロスチスラフ公(G411)とヴォドヴイクに対立

する側の市民に推されて市長官になる。彼らが奉じたヤロスラフ (K4)は6744(1236)年にキエ

フ大公の位につき、息子アレクサンドル(・ネフスキー) (K42)をノヴゴロドに残す。この間

タタールの侵攻によるリャザン、ヴラヂミリ'の陥落、またアレクサンドルに率いられてのス

ヴェイとの戦い (6748(1240)年)やネムツィとの戦い (6750(1242)年)を挟んで、ヤロスラ

フ(K4)一門とノヴゴロドの関係は長期にわたって良好であったようである。そしてこの期間

を通して市長官を務めたステファンは恐らくは市民によって、また年代記作者によっても高

く評価されていたと考えられる。そのことが、このrabも boziiI神のしもべJという epithet

の使用と、比較的長く丁寧な死亡記事の形で現れたと考えられる D なおヤニンによればノヴ

ゴロドの歴史を通して聖ソフィア教会に葬られた市長官は彼を含めて唯 2人だけであるとい

う。 cf.Janin (1988: 61) 

116) 107)の他にも次のような例を挙げることができる。i)6746 (1238)年[タタールの侵攻に

よりノヴイトルグの市長官イヴアンコと市民たちが戦死]Tuze ubbeni (Past.P此.P部 s.く ubiti)
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107) 6642 (1134)年 スズダリとの戦争で市長官イヴアンコと市民たちが戦死

Vo to ze 1己to，na zimu， ide V sevolodも naSu三dalbratbju， i vbsja N ovgorodbskaja 

oblastb， mesjacja dekabrja v'b 31; i st必adenbe zli: mraz'b， vbjalicja， strasno zelo. I 

bisasja na Zdani gore， i mnogo sja zla stvori: i ubisa (aor.3pl.< ub比i)posadnika 

novgorodbskago Ivanka， muza chrabra zelo， mesjacja genovarja v'b 26， ~ 

cho muえasuzdalbcb bole; i stvorse m廿b，pridosa opjatb. 

(NPL: 23-20) 

同じ年の冬、フセヴォロド(D111)がスズダリを攻めに行き、ノヴゴロドの全領地

も(これに従った)012月31日のことであるO天候が悪化し、極寒が来て、極め

てすさまじかった。彼らはジダニヤの山で戦い、多くの禍が起った。大いに勇敢

な市民であったノヴゴロド市長官イヴアンコが 1月26日に殺され、またミクラの

乏込上斗旦乏乏丘公支援民法三弘主交)、スズダリの人々はもっと多く(死んだ)。

そして彼らは和を結んで、帰って来た。

bysa (aor.3pl.く byti)Ivanko， posadniko novotorZbS凧 3説黙認思惑剥弘ぷ投法鰻叫弘z

県民主誠忠憩感昆銀民・ (NPL:76-19) rここでノヴイトルグの市長官イヴアンコ、之とと三匁乏;!

キム、ボリスの子グレブ、モイセイの子ミハイロが殺された」。ノヴイトルグは大ノヴゴロド

の中の都市である。姐)6776(1268)年[ネムツイとの戦いで市長官ミハイロと市民たちが戦死]

1 tu S岡山uazlo veliko: ubisa (aor.3pl.< ub同 posadnikaMi伽 ila，t取鳴謀総会思照a.

想製設現B処版製弘及は愈昆奴免忠弘史昆ぬA段以民鳥取鋭匂ぷ説~史認叫出鋭現段z

奴妓奴総必奴県ぷ鋭弘ヱ鋭弘政投鰐鋭~， O忠弘奈良昆犯立去処領期延鋭犯よ界銀忽S
PO銀短奴忠之蜘~， i mnogo dobrycho b吋ar'b， a inycho cemycho ljudu bescisla; a inycho 

bez vesti ne bystb: tysjacbskogo Kondrata，Ratislava Boldyzeviとa，Danila Mozotiniとa，a inycho 

mnogo， bogo i vestb， a plbskoviとtakozei ladozano; (NPL: 86-26) rここで大いなる災いがあっ

た。(彼らは)市長官ミハイロ、「赤毛」のトヴェルヂスラフ、ラヂャタンの子ニキフオル、

モイセイの子トヴェルヂスラフ、クリヴェツの子ミハイロ、イヴァチ、イルヂャタの子ポリ

ス、その兄弟のラゾリ、ラトシャ、ヴォイボルズの子ヴァシリー、オシプ、 ドロゴミルの子

ジロスラフ、執達吏のポロマン、ポリュド、そして多くの身分の高い貴族を殺した。また、

他の無数の庶民を殺した。また、あるものたちは消息がわからなくなった。すなわち、千人

長コンドラト、ボルデイジの子ラチスラフ、モゾタの子ダニル等で、他の者たちは神のみが

知る。プスコフの人々とラドガの人々も同様であった」。

また、戦争ではなく、市民の聞の紛争で市長官が殺されることもあった。次の例に
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現れる、オナニヤ 117)の後を継いだミハルコの死は、後続して現れる年代記作者による

コメント、聖書からの引用から判断すれば、ノヴゴロドの市民、市長官として適切で

ない行為があったものと考えられる O 市民を裏切ってタタールに内通したのかもしれ

ない。

108) 6765 (1257)年 市民が市長官ミハルコを殺す

V'h leto 6765. Pride vestb izも Rusizla， jako chotjatb Tatarove tamgy i desjatiny na 

Novegorode; i smjatosasja ljudiとeresも vse1批o.1 k'h gospozinu伽 i思nre(aor.3sg.< 

田 nbreti)Onanbja posadnik'h， a na zimu ubisa (aor.pl.< ub抗i)Michalka posadnika 

novgorodci.必ふ奴却なd妓瓜虫思μ換~ぬ段よb odも

6765(1257)年 ルシから悪い知らせが届いた。タタールが関税(tamga)と10分の

1税をノヴゴロドに課そうとしているというのである O そこで、人々は夏中恐慌

をきたしていた。そして、聖母の日の頃、市長官オナニヤが忍i三、冬には(後を

継いだ)市長官ミハルコをノヴゴロドの人々が殺した。もし人が他人のために良

己主主主之ゑは患に忽玄ゑゑ恋L強ムoj是とヱぷ本定患刻ふ去ゑ芝乏忽虫l三

落ち込んでしまうのである O

4.2.1.3. umbr邑tiの{吏用

国 nbretiが使用されることもある O まず6636(1128)年の記事に現れる 2人の人物の死

であるO

109) 6636(1128)年 ポロック公ボリス (L7)とノヴゴロドの市長官ザヴィドの死

取足以没収録砂~以及ヱ~双， i choromも mnogosnosi.よ knjazb

Polotbskyi umre (aor.3sg.< umbreti) Boris'h Vseslavicb;よZavidも， posadnik'h 

novgorodbskyi， umre (aor.3sg.<'Uffibreti) ，Dもmitrovicb.(NPL: 22-12) 

117) オナニアの死については次節(4.2.1.3.)末の議論も参照。
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で氾濫があり、多くの家々を流し去った。そしてポロツ、l
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この年ヴォルホフ

ドミトフセスラフの子ボリス (L7)が死んだ。忌本ノヴゴロドの市長官、

リーの子ザヴイドが死んだ。

クの公、

また 2章この 2人の死は「死亡報告」と「事件の叙述」の対立との関連においても、

で議論したUffibretiとprestavitist(の含意の違い、すなわちprestavitist(には当該人物が

「正教徒として穏やかな死をとげた」という含意があるがUffib尚tiにはそのような合意

「ヴォルホフのここでは、先行するはないという議論との関連においても興味深い。

氾濫」について述べた部分と 2人の死を告げる部分の聞にvbse ze leto rこの同じ年に」

という定式的な時の副詞句がなく、接続詞 irそしてJ118)で、直接つながっている。従つ

て2人の死の記事は、注120)に示すようなテクスト上の混乱がないとすれば、単なる

「死亡報告」とは考えにくく、ヴォルホフの氾濫とそれに付随した一連の「事件の叙述」

ということになろう O そしてポロック公ポリス (L7)とノヴゴロドの市長官ザヴイドが

ともにこの氾濫で死んだ、のなら、 prestavitist(で、なく田旧民tiが使用されていることもぴ

ったり来る。市長官ザヴイドはこの年に就任したばかりであり 119)、その彼が就任後間

をおかずして死んだことは通常でない死を思わせる O その死について、定式的な「死

IV'b se ze 1己topr己stavis己Zavid'b， posadnik'b のパターンに従って亡報告」

ここに実際に書かれているような書き方が選ばれと書くのではなく、novgor吋 bS匂iJ

たということは、彼がこの洪水で死んだことを示唆している 120)o

これもノヴゴロドの市長官の死の記事であるが、次は6664(1156)年の記事である O

118)英語のandに当たる最も一般的な接続詞である。

119) この年の記事の上の方にi)V'b to ze leto vもdasaposadnichstvo NovegorodるZavidu

Dmitrovicju. (NPL: 22-3) r同じ年、(人々は) ドミトルの子ザヴイドにノヴゴロドの市長官職

を与えたJとある口

120)一方で、ポロックの公がノヴゴロドの市域を流れるヴォルホフ川の氾濫で死んだとは考え

にくいことも事実である口また、 2人が本当に溺死したなら、 utonutiI溺死する」という動

詞を用いてそのことを明示することもできたはずである D 従って、ヴォルホフの氾濫とこの

2人の人物の死亡記事が本来異なる出典に基づいており、それらを年代記作者が接合して一

つの記事にする際に、何らかの偶然により、通常の「死亡報告」に使用される vhse ze 1己to

「この同じ年に」タイプの副詞句でつなぐのではなく、単なる接続調ir andJを用いてしまっ

たという可能性も全くは否定できない口
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通常のprestavitist(ではなく umhretiが使用されている O

110) 6664 (1156)年 スヂルが市長官職から追い出されて5日後に死ぬ

Vo.leto 6664. 政叙説ゑ息史汲銀政良弘匂鋭~鰐銀県民奴受，ほ以見良友銀怨民ふi

必息長 umre (aor.3sg.< umhreti); i potom dasa posadnichstvo Jakunu Miroslavicju. 

(NPL: 29-27) 

6664 (1156)年 乙点三01"ゑム之法三之とゑ恵長豆膿たゑ追ど良Lt:三。銀民主(J)

追放の 5日後に死んだ。その後(人々は)ミロスラフの子ヤクンに市長官職を与

えた。

ここでも、職を追われた前市長官にとって、そのまま死んで行くことが平穏な死と

は言えないであろうことは、十分に想像される O

また、上のubitiについての議論で例108) にヲiいた6765(1257)年の記事の前半、市

長官オナニヤの死についても umhretiが使用されていた。「夏の間世間がざわつき、そ

して聖母の日 121)の頃にオナニアが死んだ」という意味のことが書かれているが、この

彼の死も通常の死に方で、なかったことは十分に考えられる O

4.2.2.教会指導者たちの死

4.2.2.1. prおtavitis~の使用による「死亡報告」

次にノヴゴロドの教会指導者たちの死について見てみる O まず、ノヴゴロドの教会

指導者の中での最高位者としての大主教(archiepiskopo)が死んだ時には、通常

prおtavitist(を用いて「死亡報告」が行われる O 死んだ日付、葬られた場所(通常は聖

ソフィア教会)が記され、後任の名が記されることもある 122)o

121) Uspenie Presvjatoj VladyとicyNasej Bogorodicy i Prisnodevy M国iiI聖母就寝祭」、旧暦8月

15日。

122)上の100)で「先行要約J= I死亡報告Jと「後行叙述J= I事件の叙述」の例として挙げ

た大主教アントニーの死も、「死亡報告」の部分でprestavitiscを使用している。その他、本文

中に挙げたもの以外の例を列挙する。i)6701 (1193)年[ノヴゴロド大主教ガヴリイルの死]
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Vo 1己to6671. Prestavisja (aor.3sg.< prおtavitis宅)episkopo nOVhgorodbskyi Arkadu 

111) 6671 (1163) ノヴゴロド主教アルカヂー

Vo 1，るto6701. Prestavisja (aor.3sg.く prestavitisc:)Gavrila， archepiskopo novgorodbskyi， m色sjacja

maija v'b 24， na svjatogo Smena， ize na Divnei gore， i polozenb bystb v'b pritvore 吋atyjaSo勾a，

postoronb brata， nぽ ecenagov'b弘rnecbstveGrigorii. (NPL: 40-24) 16701 (1l93)年ノヴゴロド

大主教ガヴリイルが、 5月24日、奇跡の山の聖シメオンの日に亡くなった。(彼は)聖ソフィ

ア(教会)の拝廊で、修道生活においてグリゴリーと呼ばれていた兄弟僧のそばに安置され

た」。註)6731 (1223)年[ノヴゴロド大主教ミトロファン]y.も toze 1己toprおtavisja(aor.3sg.く

prestavitisc:) archiepiskopo novgorodbskyi Mitrofano， mesjacja討uljav'b 3， na svjatogo Uakinfa， 

ponedelbni如何同uきとju，i polozeno byStb v'b珂ateiSofIi v'b pritvore; a dai bogo ego s吋a同u

molitvoju knj珂jui vsemo novgorodcemo. Tomb ze也註V'bvedosav'b dvof'b Arseniju cbffibcja SO 

Chu曲la，muza dobra i zelo b吋ascasjaboga. (NPL: 61四9)1同じ年、ノヴゴロド大主教ミトロフ

ァンが、 7月 3日、聖ヒュアキントスの日の月曜日の明け方に亡くなった。そして(彼は)

聖ソフィア(教会)の拝廊に安置された。神が彼の聖なる祈りによって公とすべてのノヴゴ

ロドの人々に(長寿を)与えられますように。同じ日に(人々は大主教の)邸にフトイニ

(の聖救世主修道院)から、善良で神を大いに恐れる修道僧アルセニーを連れて来たJ0 iii) 

6757(1249)年[ノヴゴロド大主教スピリドン]V 1るto6757. Prestavi司a(aor.3sg.く prestavitist() 

archiepiskopo novgorodbskyi Spiridono， i polozenも byStbcestno v'b svjatoi SOfbi. (NPL: 80-2) 

16757(1249)年 ノヴゴロド大主教スピリドンが亡くなり、聖ソフィア(教会)にうやうやし

く安置されたJoiv) 6807(1299)年[ノヴゴロド大主教クリメント]Togo ze 1るtamesjaca maija 

22， na pamjatb svjatogo muとenikaVisiliska， v pjatok 4-i nedeli po Pasc邑， vも 7とas也u，prestavisja 

(aor.3sg.く prestavitisc:)archiepiskopo novgorodskyi Klimento， b戸市町 episkopii1色t23， i 

polozeno bysto v'b pritvore svjatyja Sofija ot vladyと吋advora紅 chim組制tOffibKjurilomh i vs邑mi

igumeny i vs己mhereis~羽lh とinOffib i posadnikomb Andreemb i vs己minovgorodci. (NPL: 90-25) 

「同じ年の 5月22日、聖殉教者ヴァシリコスの記念日、復活祭の後の 4週目の金曜日であった

が、昼の第7刻にノヴゴロドの大主教クリメントが亡くなった。彼は23年間主教職にあった。

彼は、掌院キリルとすべての修道院長たち、すべての聖職者たち、市長官アンドレイ、そし

て全てのノヴゴロドの人々の(列席の)もと、尊師の館から(移されて)聖ソフィア教会の

拝廊に安置されたJov) 6818(1310)年[ノヴゴロド大主教フェオクチスト]Toi ze zimy 

prestavisja (aor.3sg.く prestavitist()archiepiskopo novgorodskyi Fektisto， mesjaca dekabrja 23， 

na pamjatb svjatycho muとenik10， ize v'b Kretる， i polozeno bystb v'b cerkvi， v m加部句r註is吋V司ja句収則1【づja

bog伊orod品icαa Bla樗gov，己出gとぬen甘式~亀九と白es坑tn∞oV:刊S色白ffib er，尚出己白i担S匂沼川1と担omb.(NPL: 9幻3-5町)1この冬ノヴゴロド大主

教フエオクチストが亡くなつた。 1ロ2月2お3日、クレタの 10聖殉教者の記念日のことである。そ

して(彼は)聖母受胎告知修道院の(聖母受胎告知)教会にすべての聖職者たちによってう

やうやしく安置されたJovi) 6832(1324)年[ノヴゴロド大主教ダヴイド]Toi ze zimy 

prestavisja (aor.3sg.< prestavitist() archiepiskopも novg
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septjabrja vb 19; poloziSa i so cestbju velikoju vb pritvore s¥ja句jaSo勾a.(NPL: 31-18) 

6671 (1163)年 ノヴゴロドの主教アルカヂーが亡くなった。 9月19日のことであ

る。(人々は)極めて盛大に彼を聖ソフィア(教会)の拝廊に安置した。

112) 6694(1186)年 ノヴゴロド大主教イリヤ

Vo to ze 1批oprestavisja (aor.3sg.く prestavitisl()Il討a，arbchiepiskopo nOVbgorodbs匂辻?

mesjacja septjabrja vも 7denb， i polozenも byStbVも pritvoresvjatyja Sofija. 

Novgorodbci ze so knjazemb Mbstislavomb i so igumeny i sも popysもdumavもse，

izvolisa sobe postaviti brata ego Ilbinも Gavrila;i poslasa S1> molbboju k'h mitropolitu 

ko Nikiforu; i prislasa po nb mitropolitも ivsja knja主bjarusbskaja， i pojasa i So 

日ubもV司u.(NPL: 38-11) 

同じ年ノヴゴロド大主教イリヤが亡くなった。 9月7日のことである o (彼は)聖

ソフィア(教会)の拝廊に安置された。ノヴゴロドの人々はムスチスラフ公(J32)、

修道院長たち、そして司祭たちと相談して、彼イリヤの兄弟ガヴリイルが自分た

ちの(大主教の)地位につけられることを望んだ。そして(彼らは)、府主教ニケ

フォロスのもとに(この)願いをもって使者を送った。そこで府主教とルシのす

べての公は彼を迎えに使者をよこし、愛をもって彼を受け入れた。

次の例で、はprestavitisl(が使用されているが、大公フセヴォロド(D177=K)が当時のノ

ヴゴロド公ヤロスラフ (D1153)に替えて自分の息子スヴャトスラフ(K6)をノヴゴロドの

公座につけるべく、ノヴゴロドの市民と大主教マルトゥリーを呼びつけた事件が記録

されている O この旅の途中、マルトゥリーは(おそらくは病を得て)死に、その彼の

死がここでは時間の流れの中で述べられている。この例は94)の統計では「事件の叙述」

に数えた。

113) 6707(1199) ノヴゴロド大主教マルトゥリーの死

Vも l己to6707. PrislaVb Vs針。lodも?可パredeJaroslava iz Novagoroda i vede i k'h sobe; 

a iz Novagoroda pozva vladyku i posadbnika Mirosku i寸必凶iimuzi po syno. 1 jako 
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bysa na ozere 8eregeri， prestavisja (aor.3sg.< prlゐtavitis~) rabo bo主iiarchepiskopも

novgorodhskyi Marturii mesjacja avgusta vo24， na svjatogo apostola Varfolomeja; i 

privezosa i， polozisa i vo pritvore svjatyja 80勾a.(NPL: 44-22) 

6707(1199)年 フセヴォロド(D177=K)は使者を送って(ノヴゴロド公)ヤロスラ

フ(Dl153)をノヴゴロドから連れだし、自分のところに連れてこさせた。そして

彼はノヴゴロドから、自分の息子(のスヴャトスラフ (K6))を迎えに来るように、

尊師123)、市長官ミロシカ、および貴族たちを呼びつけた。彼らがセレゲリ湖のほ

とりに来たとき、神のしもべ、ノヴゴロドの大主教マルトゥリーが 8月24日、聖

使徒バルトロマイの日に亡くなった。そこで(人々は)彼を(ノヴゴロドに)運

んで来て、聖ソフィア(教会)の拝廊に安置した。

次はノヴゴロドの全修道院のうちでもっとも高い地位を占めていた 124)聖ユリエフ修

道院125)の院長の死であるo prおtavitis~を用い「死亡報告J として記録されるのが一般

的である 126)o

123) r尊師J(vladyka)とはノヴゴロド大主教を指す。すなわちこの文脈では 8月24日に死んだ

マルトゥリーその人である。

124)聖ユリエフ修道院の院長は「掌院J(archimandrito)と呼ばれ、ノヴゴロドのすべての修道

院を指導・監督する立場にあった。

125) rユリエフJ(Juriev)は「ユリーJ(Jurii)の形容調の形なので「ユリー修道院jとすべきか

も知れないが、古代ロシア研究会の訳に従って「ユリエフ修道院」の訳語を用いる。この修

道院の主たる教会は「ゲオルギー教会J(Cerkov' Georgija)である。

126)他の例を挙げる。i)6702(1194)年[聖ユリエフ修道院長ヂオニシー]Vも toze 1話to

pr邑stavisja(aor.3sg.く prestavitisl()igumenも Dionisiisvjatogo Georgija， i postavisa na m話steego 

Savat討u.(NPL: 41-33) r同じ年、聖ユリエフ(修道院)の修道院長ヂオニシ}が亡くなった口

そこで(人々は)彼の地位にサヴァチーをつけたJoii) 6734(1226)年[聖ユリエフ修道院長

サヴァチー]V'b to ze leto pr邑stavisja(aor.3sg.く prestavitisl()igumen'b svjatogo Georgija 

Sava吐ja，町chiman世it'bnovgorodhskyi， aprilja vh 16 denh， vh velikyi ce同抗ok.(NPL:65・2)r同
じ年、聖ユリエフ(修道院)の修道院長でノヴゴロドの掌院であったサヴァチーが亡くなっ

た。 4月1凶6日、復活祭の週の木曜日のことであるJムo iiiωi) 677花8(仕12幻70ω)年[聖ユリエフ修道院長

ヴアルラム]V 1詑己批tωo6778. Pr陪es剖tav凶i泊s司ja(伊aor.3sg.く pr凶話ぬS剖tav札itisl(θ)Va紅rlam芯'b， iほgumenも sv吋ja抗togo

Geωor昭g~‘j払j

長でで、ノヴゴロドの掌院でで、あつたヴァルラムが亡くなった」。
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114) 6636 (1128)年 聖ユリエフ修道院院長キュリヤクの死

V'b 1るto6636. Pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitis~) igumenも Kjurbjak'bsvjatogo 

Georgija. (NPL: 22-1) 

6636(1128)年 聖ユリエフ(修道院)の修道院長キュリヤクが亡くなった。

次は注 105) の viii) にも引いたが「事件の叙述」の中で、presta吋tis~が使用されてい

る例である O ここでは聖ユリエフ修道院院長サヴァがその職を退いた後、病を得て死

んでいく様子が時間の流れの中で描かれる。

115) 6738(1230)年前聖ユリエフ修道院長サヴァ

Toi ze zime V'bvedosa S'b Chytina ot svjatogoSpasa Arsenija igumena， muza krotka i 

smerena， knjazb Jaroslav， vladyka Spuridonも iVSb Novgorod'b， i dasa igumenbstvo u 

svjatogo Georgija; a Savu liSisa， posadisa i v'b kelii; i razbolesja， lezaV'b 6 nedelb， i 

prestavisja (aor.3sg.< prestavitis~) marta v'b 15， v'b subQtu pred'b obedbneju， i tako 

pogrとbenも byStbigumenomb Ars己niembi vseju bratbeju; a dai bog'b molitva ego 

svjataja vsるm'bkrestbjanomも imnるgresnomuTimofiるjuponamanarju: bjasetb bo 

muz blag'b， krot'bk'b， S'bm己ren'binezlobiv'b; pokoi bog'b dusju ego S'b vsemi 

praVb也lyimiv'b carstvii nebesnemb. (NPL: 70-25) 

同じ(年の)冬にヤロスラフ公(K4)、尊師(すなわち大主教)スピリドン、およ

びすべてのノヴゴロドの人々が、フトイニの聖救世主(修道院)から柔和で温順

な人、アルセニー修道院長を連れて来て、聖ユリエフ(修道院の)修道院長の職

を与えた。(人々は)サヴァの職を解き、彼を僧坊に入れたのである 127)。彼は病

気になり 6週間床についた後、 3月15日の土曜日 128)、朝の祈りの前に亡くなり、

127)この部分は日本古代ロシア研究会による訳では i(人々はそれを)サヴァから奪い、彼を僧

坊に幽閉したのである」となっている。 cf.青木正博他(1989:123).しかし、この後の彼の葬

儀の様子や年代記作者のコメントから見て、彼が何らかの不祥事を起こして僧坊に幽閉され

たとは考えにくいので、このように訳し直した。

128) 6738年の 3月15日、すなわち 1230年の 3月15日は金曜日であった。 3月15日が実際に土

曜日だ、ったのは1231年、すなわちルシの 3月暦では翌6739年のことである。何らかの理由に

よりテクストに混乱が生じたと考えられる。
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アルセニー修道院長とすべての兄弟僧によって埋葬された。神がすべてのキリス

ト教徒と私、罪深い教会の執事チモフェイのために彼の敬度な祈りを聞き届けれ

られますよう O 彼は善良で柔和、温順で温和な人であったので、神が彼の魂に天

国のすべての敬慶な人々と共に平安を与えられますように。

さらに、他の修道院や尼僧院の院長の死も記録される 129)o

116) 6665 (1157)年 聖母誕生修道院長アンドレイ

Tomb ze 1ete prestavisja (aor.3sg.< prestavitis~) Andrei， igumen'b svjatyja 

Bogorodicja， i postavisa 01はsuv'b nego m話sto.(NPL: 30-16) 

同じ年聖母(誕生)修道院の院長アンドレイが亡くなった。そこで(人々は)ア

レクセイを彼の地位につけた。

117) 6675 (1167)年 聖ヴァルヴァラ尼僧院長アンナ

V'b to ze 1色toprestavisja (aor.3sg.< prestavitis~) raba bozija Anna， igumenija svja句ja

Varvara; i postavisa na meste eja Marbmbjanu. (NPL: 33-2) 

同じ年神のはしため、聖ヴアルヴァラ(尼僧院)の院長アンナが亡くなった。そ

こで(人々は)マリミヤナを彼女の地位につけた。

129)他にも次のような例を挙げることが出来る。i)6670(1162)年[聖母(誕生)修道院長アレ

クセイ]vも leto6670. Pr邑stavisja(aor.3sg.く prestavitis<()igurnen'b Olbksa svjatyja Bogorodicja， i 

postavisa po nelTI.b igurnenolTI.b Man凶la.制PL:31-15) 16670(1162)年聖母(誕生)修道院の院

長アレクセイが亡くなった。そこで(人々は)彼の後任としてマヌイルを修道院長(の地位)

につけたJoii) 6703 (1195)年[聖ヴァルヴァラ尼僧院のフリスチナ]Tomb ze 1己出 prestavisja

(aor.3sg.く prestavitisç) 王建aゑ必話aε匙段目~ svjatyja Varvary; i postavisa na mるst話ei，izbra 

vladyka i sestry vse， kro回初 iS'bm己renuimenbmb V紅 V紅 U 匂urgeVl羽uOlek狛ucja;i postavi ju 

vladyka na sbo:rb svja句jaEufimie. (NPL: 42-7) 1同じ年に神のはしため、聖ヴァルヴァラ(尼僧

院)のフリスチナが亡くなった。そして尊師(すなわち大主教)とすべての修道尼が、オレク

サの子ギュルギの娘で温順で敬度なヴァルヴァラという名の(修道尼)を選ぴ、彼女の(あっ

た)地位につけた。尊師は聖エウフェミアの集いの主日(7月16日)に彼女を叙任した」。こ

こではrababo均a1神のしもべ、はしため」とあるだけでとくにigumenija1尼僧院長」とい

う言葉は使われていないが、後任を選んだという記述から見て院長であることが分かる。
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118) 6687(1179) 聖イオアン尼僧院長エリサヴア

Tomb ze lete pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitisりrababo均aElisava， igumenija 

svjatogo Ioanna; i postavisa na m伝説 ejaFegniju. (NPL: 36-9) 

同じ年神のはしため、聖イオアン(尼僧院)の院長エリサヴァが亡くなった。そ

こで(人々は)フェグニヤを彼女の地位につけた。

119) 6695 (1187)年 アントニーの(聖母誕生)修道院長モイセイ

Tomb ze letるprestavisja(aor.3sg.< prestavitis宅)igumeno Moisei u svjatyja 

Bogorodicja Antonove manas町ri，i postavisa na mおteego Volosa. (NPL: 38-23) 

同じ年聖母(誕生)修道院、すなわちアントニーの修道院の院長モイセイが亡く

なった。そこで(人々は)彼の地位にヴォロスをつけた。

120) 6700 (1192)年聖復活尼僧院長マリヤ

Tomb ze letるperestavisja(aor.3sg.< perestavitisja) igumenija Marija svjatogo 

Vもskresenija，i postavisa na meste Evdokiju. (NPL: 40-20) 

同じ年聖復活(尼僧院)の院長マリヤが亡くなった。そこで(人々は)彼女の地

位にエヴドキヤをつけた。

121) 6702 (1194)年 アルカヂーの(聖母就寝)修道院長ゲラシム

Toi ze zime prestavisja (aor.3sg.< prestavitisりigumenoGerasimも usvjatyja 

Bogorodicja v'b Arkazi manastyri， i postavisa na m己st己egoPanもkratijapopina. 

(NPL: 41-34) 

同じ(年の)冬に聖母(就寝)修道院、すなわちアルカヂーの修道院の院長ゲラ

シムが亡くなった。そこで(人々は)彼の地位に司祭の子パンクラチーをつけた。

また次の例は、注 103) のii) にもヲiいたが、一つの文脈の中で東スラブ系の

perestavitisjaとprestaviti勾が連続して現れる例である O ここでは前者によって「先行

要約J= r死亡報告」がなされ、後者によって「事件の叙述J= r後行叙述」が行わ
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れている 130)。後行する prestaviti句は、司祭ゲルマンが大主教ガヴリイルの共をしてプ

スコフに旅をし、そこで病を得て、死ぬという事件の流れの中で現れる。

122) .6696 (1188)年 聖ヤコブ教会の司祭ゲルマン

Tomb ze let己perestavisja(aor.3sg.く perestavitisja)rabも boziiGerman'h， ierei 

svjatogo Jakova， zovemyi Vojata， sluziV'bsju emu u svjatogo Ijakova pol'hpjatadbsjat'h 

lるtv'b krotosti i s'hmerenii i bogobojazllbStv話:poja S'h soboju Plbskovu archepiskop'h 

Ga:官自a，idosidも Plbskovarazbolesja， i postrize i vladyka i vb skimu， i prestavisja 

(aor.3sg.く prestavitisc)mesjacja oktjabrja V'h 13， na svjatuju muとenikuKarpa i 

Papula， (NPL: 39-6) 

同じ年、聖ヤコブ(教会)の司祭でヴォヤタと呼ばれる、神のしもベゲルマンが

亡くなった。彼は聖ヤコブの(教会)で従順と恭順のうちに神を畏れながら 45年

間(神に)仕えていたのである O 大主教ガヴリイルが(彼を)自分と共にプスコ

フに連れて来たが、彼はプスコフまで来て病気になった。そこで尊師は彼を剃髪

させてスヒマ僧にしたD それから彼は亡くなったのである o 10月13日、聖殉教者

カルプスとパピュルスの日のことであったO

4.2.2.2. umbr邑tiの使用

教会の指導者たちの死がumbretiを用いて記録されることがある。まず次の例である。

ここでは、接続詞tもgdarその時」が現れて、先行の文脈と修道院長オントンの死の記

事を繋いでいる O オントンの死は、先行する事件、すなわち市長官コスチャンチンの

死と後任スヂルの任命に続いて起きた出来事と理解し、これを「事件の叙述」として

分類した 131)o

130)ただし、東スラブ系のperestavisja(aor.3sg.)という形式が現れたのは写本が作られた時で

ある可能性も強く、この形式の使用と「死亡報告」の聞に特別な結びつきがあるわけで、はな

し=。

131)とはいうものの、接続詞tbgdaIその時」の出現が何らかの偶然によるものであり、UIllhreti

を用いた「死亡報告」である可能性も全く排除できないわけではない。
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123) 6655 (1147) 修道院長132)オントンの死

Vb 1批o6655. Na osenb chodi Svjatopblkb Sb vseju oblastiju NOVbgorodbskoju na 

匂urgja，chotja na Suzdalb， i vorot説明jana Noveffib tbrgu， rasputhja dるlja.Tomb ze 

lete prestavisja z面leKostjantinも posadnikb，i dasa Sudilovi Ivankovicju opjatb. Tbgda 

ze umre (aor~3sg.< umbrるti)Ontonb igumenb. Vも toze leto vdasa igumenbstvo 

Andreevi po Onto凶.Tombzel泌 ubisaIgorja knjazja Olgovicja同 ane.(NPL: 27 ~32) 

秋にスヴャトプルク (D114)はスズダリを攻めようとしてノヴゴロドの全領土をあ

げてユリー (D17)を攻めた。しかし悪路のためにノヴイ・トルグで引き返した。

同じ年、冬に市長官コスチャンチンが亡くなった。そこで(人々は)イヴアンコ

の子スヂルに再び(市長官職を)与えた。そしてこの時、修道院長オントンが死

んだ。この同じ年(人々は)オントンのあと、アンドレイに修道院長職を与えた。

同じ年キエフの人々がオレグの子イゴリ公(C42)を殺した。

また、上の例100)で「先行要約J= r死亡報告」と「後行叙述J= f事件の叙述」

の組み合わせからなる記述の例として6740(1232)年の大主教アントニーの死について

の記述をヲlいた。この場合も、後行する「事件の叙述」ではumbretiが用いられてい

た。

4.2.3.一般市民たちの死

4.2.3.1. ubitiの使用

『ノヴゴロド第 1年代記』のさらに大きな特徴として挙げられるのが一般市民の死

についての記録である O すなわち、市長官でもなければ教会の指導者でもない、一般

の市民についても、戦争に従軍したり、あるいは市民の間の紛争で殺されたりした場

合には、それらの出来事が町で起きた事件として記録され、死んだ人々の名前も記録

に留められるのである。いずれの場合も ubitiが使用されるのが一般的である。

132) 6665 (1157)年に聖母(誕生)修道院の院長アンドレイの死の記事がある口このアンドレイ

がオントンの後任のアンドレイと同一人物であるとすれば、オントンも聖母(誕生)修道院

の院長ということになる。
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次は市民の間の紛争で殺された人の例である O

124) 6644 (1136)年人々がジロスラフの子ギュルギを殺す。

Tomも zelete， nastaVbむuindikta 15， ubiきa(aor.3pl.< ub抗i)Gjurgja Ziroslavicja i設

艶仮処三尽き賎必~(aor.3pl.く田町出とi)， mesjacja septjabrja. (NPL: 24-19) 

同じ年、インデイクトの 15年が始まったとき、(人々は)ジロスラフの子ギュル

ギを殺し、橋から投げ落としたo 9月のことである O

ここにある「誰かを殺して、その死体を橋から投げ捨てる」ということは、刑罰と

して、あるいは市民の間の紛争に際して、習慣的に行われていたことなのかもしれな

い。この「橋Jとは勿論ヴォルホフJlIにかかるソフィア側と商業区側を結ぶ大橋であ

る133)o

125) 6694(1186)年 人々がネレヴァの子ガヴリロ、スヴェンの子イヴァチを殺す。

Toi ze z面leN ovegorodとubiお (aor.3pl.く ubiti)Ga百 ilaNerevinicja， IvaとjaSvenevicja， 

i然思鰐段級恐認必a(aor.3pl.く S'bvr泌とi).(NPL: 38-16) 

同じ(年の)冬に(人々は)ノヴゴロドでネレヴァの子ガヴリロ、スヴェンの子

イヴァチを殺し、橋から投げ落とした。

公の命令によって、(市民たちの意志とは別に)、市民が殺されることもあった。

126) 6716 (1208)年 フセヴォロド (K)の家臣の命令によりスブイスラフの子オリクサ

133) この他にも市民同士の対立によって殺された例として次のような例を挙げることができる。

i) 6723 (1215)年[プルスカヤ通りの住人がオヴストラトとその子ルゴタを殺す]Tもgdaze na 

sbOrh ubisa (aor.3pLく ub抗i)prusi Qvnstrata i syn'b ego Lugotu， i恐恐賎必弘及足岳民民思庶民;

(NPL: 54-5) rこの時(聖なる教父の)集いの主日(5月31日)に、プルスカヤ通りの住人が

オヴストラトとその子ルゴタを殺し、死んだ彼を堀に投げ込んだJoii) 6765 (1257)年[人々

がミーシャを殺す]Toi ze z加 yubiぬ (aor.3pLく ubiti)阻むu.(NPL: 82-12) r同じ年の冬(人々

は)ミーシャを殺した」。
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が殺される

Vo 11るto6716. Pride Lazorb， Vsevo1ozb muz， iz Vo1odimirja， i Borise MirOSkiniCb povel色

ubiti Olbksu Sもbys1avicjana Jaroslavli dvore， i ubisa (aor.3pl.< ubiti) i bez吋ny，Vも

subotu marta v'b 17， na svjatogo Albksija; a zautra plaka svjataja Bogorodicja u 

svjatogo Jakova v'b NereVbskemb konci. (NPL: 50-19) 

6716(1208)年 フセヴォロド(K)の家臣ラゾリがヴラヂミリからやって来て、ミロ

シカの子ボリスにスブイスラフの子オリクサをヤロスラフの邸で殺すよう命じた。

(人々は)罪のない彼を 3月17日の土曜日 134)、聖アレクシウスの日に殺した。と

ころが翌朝になって、ネレフスキー区の聖ヤコブ(教会)の聖母(像)が涙を流

していたO

政治的な背景によると思われるが135)、現代の社会におけるのと同じような殺人事件

の記録もある O

127) 6824(1316)年 ピシツの子ダニルコが自分のホロープ(奴隷)に殺される O

Togda ze i Daniloko PisceV'b ubbenb (Past.P此Pass.<ub抗i)bystb (aor.3sg.< byti) na 

rli ot svoego cho1opa: obadi1o bo ego bjase k gorozanomo， tako reka:“posy1alo mja s 

gramotami ko Michailu knjazju." (NPL: 95-28) 

同じ時にピシツの子ダニルコが自分のホロープに湿原で殺された。このホロープ

は、(以前から)r (主人は)私に手紙をもたせてミハイル公(K452)のもとへ遣わし

た」と言って、人々に向かつて彼のことを非難していたのであった。

134)この事件は6716年の項に記載されているが、この年の 3月17日、すなわち 1208年3月17

日は実際には月曜日で、あった。 3月17日が土曜日だ、ったのは、その前年の1207年のことであ

る。これはルシの 3月暦では6715年であるが、超 3月暦なら 6716年ということになる。ここ

では年代記テクストの集成に際し、通常の 3月暦にもとづいて行われた記述の中に、超 3月

暦で書かれた記録が混入したと考えられる。

135)この事件はミハイル公がノヴゴロドを攻めた際に起きた。引用されたダニルコのホロープ

の言葉によれば、市民ダニルコのノヴゴロドの町に対する裏切りが関係していたようである

が、単に犯人が罪を逃れるために自己正当化の言い訳をした可能性も否定できない。
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何らかの犯罪に巻き込まれたのか、外交上の紛争によるのかははっきりしないが、

他の土地で殺されたノヴゴロドの市民の死が記録されることもある 136)o

128) 6837 (1329)年 ユリエフでノヴゴロドの使者イヴァン・スイプが殺される O

Togo ze leta ubisa (aor.3pl.< ubiti)涼みE段差 novgorodskogoposla muza cestna 

Ivana Sypa. (NPL: 98-35) 

同じ年ユリエフでノヴゴロドの使者で誠実な人であったイヴァン・スイプが殺さ

れたO

また、大規模な争乱が起き、市長官も含めた人々が殺される場合もある O 次の例は、

6675(1167)年に起きたノヴゴロド公スヴャトスラフ (J4)と市民の争いに際して、公の

側についたと見なされた人々が対立する側の市民たちに殺された事件である。

129) 6675 (1167) 市民が市長官ザハリヤ、ネレヴインおよび伝令のネズダを殺す

NovgorodbCI ze togo ne berezachu i ubisa (aor.3pl.く ubiti)Zachariju posadnika i 

Nerevina i Nesdu biricja， jaka tvorjachutb e perevetも drbzasとek'bSvjatoslavu. 1 

nalezosa sobe putb na Vjacbka ina Volodjarja; i ide Danbslav'b Lazutinicb S'b 

むuzin吋uKyevu kn Mbstislavu po syn'b; (NPL: 32-26) 

ノヴゴロドの人々はこれに従おうとせず、市長官ザハリヤ、ネレヴインおよび伝令

のネズダを殺した。彼らがスヴャトスラフ (J4)に通じていると，思ったからであるO

(市民たちは)ヴァツイコ(ヴャチェスラフL22) とヴォロダリ(ヴラヂミルL53)

(に連絡する)道をみつけ、ラズチンの子ダニスラフが従士団と共にキエフのムス

チスラフ (11)のもとに(その)息子を迎えに行った。

136)ユリエフは現エストニアのタルトゥ、ノヴゴロドの西260kmにある。当初はチュヂ、に属し

ていたが、後にノヴゴロドとネムツィの間でこの町の領有を巡って戦いが繰り返されること

になった。この事件の当時はネムツィの町であった。このノヴゴロドの使者、いわば外交官

が殺された状況についてははっきりしない。
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この市民の争乱はbystbmjatezb I争乱があったJという言葉で表される O 次も市民

と公の対立によって争乱が起き人が死んだ、例である 137)。

137) この他に市民の大規模な争乱で人が殺された例には次のようなものがある o i) 6702 (1194) 

年[ユグラを攻めて帰つできた生き残りの人たちが帰国後ヴォロスの子スピシカ、ネゴチの

子ザヴィド、およびポポフの子モイスラフを殺す(遠征中に何らかの陰謀があったのだろう

か?) ] 1 t'bgda pridosa izbyt'bkh zi可Tch'bizも Jugry.1 ubiきa(aor.3pl.く ubiti)Sbysku Volosovicja i 

Negocevicja Zavida i Moislava Popovicja samiputbniki， a druz垣kunar凶司aotkupiSa; tvorjachutb 

bo ja S'bVI批;'bdhdasce na svoju brat日u，a to bogovi suditi. (NPL: 41-27) Iこの時ユグラ(攻め)

から生き残った人々が帰って来たD そして(この)遠征から帰って来た人たちが自らヴォロ

スの子スピシカ、ネゴチの子ザヴイド、およびポポフの子モイスラフを殺した。しかし、そ

の他の者たちはクナ(金)によって身代金を払った。(帰って来た人たちは)彼らが彼らの兄

弟に対して、悪巧みをしていると思っていたからである D だがそれは神の裁かれることであ

るJoii) 6726(1218)年[ノヴゴロドの内乱で市民同士が殺し合う]0， velikoe， bratbe， cjudo 

s'bvadi okanhnyi dijavol'b; khgda bjase brani by世napoganyja， tもgda司anacjasa biti mezi soboju; 

i ubisa (ωr.3pl.く ubiti)muz prus， a koncjan'b世u制， a onych'bpolovicb Ivana Dusilbcevicja， brat 

MateeV'b， a v'b NereVbSkem'b konci K'bsnjatina Prokopiinicja， inych'b 6 muz， a ranenychも mnogo

oboichも.(NPL: 59-3) Iああ、兄弟たちょ、呪われた悪魔が大きな奇蹟を起こさせたものだ。

戦いは異教徒に対しであるべきものであったのに、味方同士が戦いを始めたのである。プル

スカヤ通りの住人、他の区の住人、向こう岸の住人マトヴェイの兄弟であるドゥシリツの子

イヴァン、ネレフスキー区ではプロコピーの子コスニャチン、その他 6人の者たちが殺され、

双方で多くの負傷者がでたん次の 3つの例はいずれも、 6736(1228)年にノヴゴロドを去った

前ノヴゴロド公ヤロスラフ (K4)を奉ずる市民グループと、 6737(1229)年に新しく公として迎

えられたミハイル(G4I)とそのもとであらたに市長官に任命されたヴネズド・ヴォドヴイクを

奉ずる市民グループが対立して争乱が起き、人々が死んだ事件の例であるD 出)6738 (1230)年

[市長官ヴネズド・ヴォドヴイクに対立して立ち上がった市民たちに対し、市長官側が攻勢に

出てブルトカの子ヴォロスを殺す]Posadnik ze opjatb V'bz'bvari gorod'b VbSb， i Smenも

Borisovicb na Ivanka i na Jakima Vlunkovicja i na Proksju Lasneva; poidosa S'b VI記jai mnogo 

dvoroV'b rozgrabiSa， a Volosa Blutkinicja na VI託iubisa (aor.3pl.く ubiti);(NPL: 69-18) I市長官、

そしてポリスの子スメンは、イヴアンコ、ヴルンコの子ヤキム、およびプロクシャ・ラシネ

フに対して再び町全体を煽り立てた。(市民たちは)民会から繰り出して多くの邸を略奪し、

ブルトカの子ヴォロスを民会で殺したJoiv) 6738(1230)年[市長官ヴネズド・ヴォドヴイク

が反対派の市民イヴアンコを(自ら手を下して)殺す]reとeposadnik:“ty esi moi dvorも

chotelも zazeci";a Proksin'b dvof'b zazgosa; a Jakimも bezakh Jaroslavu， a凶 schoronisa呉ja;ITも i

tとch'b， urotivse， pustiSa; a Ivanka posle im叫， ubi (aor.3sg.< ubiti) Vodo吋k'b， V'bVbrgosb v'b 

Volchovo. (NPL: 69・21)I市長官が『お前は私の邸に火を放とうとした』と言い、(人々はこの)

プロクシャの邸に火を放った。ヤキムはヤロスラフ (K4)のもとに逃げ、他の者は身を隠した。

しかしこの者たちは誓約させたうえで、自由にした。しかしイヴアンコはその後捕えられ、

ヴォドヴイク(自ら)が殺してヴォルホフに投げ込んだJov) 6738(1230)年[市長官ヴネズ

ド・ヴォドヴイクとミハイル公の子ロスチスラフ (G411)がトルジョクに行ったすきに反対派

の市民たちが蜂起し、市長官派のポリスの子スメンを殺す]Na tu ze zimu poide kll，. 
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130) 6778(1270) 争乱があり市民が(ヤロスラフ公の側についた人々を襲い)イヴア

ンコを殺す。

Togo ze leta g訟た刻謀説evNoVI己gorodる:naとasaizgoniti knja弓jaJaroslava iz goroda， 

i sozvonisa VI託ena Jaroslavli dvore， i ubisa (aor.3pl.< ub抗i)Ivanka， a担uvbegosa v 

Nikolu s寸atyi;a zautra po bらgosako knjazju na GorodiSce tysjaとhskyiRatiboro， 

Gavrilo KyjaninoVb i inu prijateli ego. 1 vzjasa domy icho na razgrablenie i choromy 

roznesosa; (NPL: 88-17) 

同じ年ノヴゴロドで、急弘だゑ2&.0 (人々が)ヤロスラフ公(K45)を町から追放し

ようとして、ヤロスラフの館に民会を召集したのである o (人々は)イヴアンコを

殺したが、他のものたちは聖ニコラ(教会)に逃げ込んだ。そして翌日ゴロヂシ

チェの公のもとに千人長のラチボル、キヤニンの子ガヴリロとその他彼の支持者

たちが逃げていった。(人々は)彼らの屋敷を略奪し、屋敷中の物を持ち去った。

また外敵の侵攻や、ノヴゴロドの対外戦争で市民が戦死する例も多く記録されてい

る138)，139) 
O 

Rostislav Sb posadnikomb Vbnezdoffib na TbrZbkb， m対acjadekabrja vb 8， vb nedelju; a zautra 

ubisa (aor.3pl.< ubiti) Smena Borisovicja vb 9， a domb ego VSb rozgrabiSa i sela， a zenu ego jasa， 

a samogo pogrebosa u svjatogo匂urgjavb man節句ri;takoze i VodovikoVb dVOTh i sela， i brata 

ego Michalja， i Danbslava， i BOriSOVb ty司aCbskago，i TvOrimiriCb， inychも mnogodvoroVb. (NPL: 

70-5) r同じ(年の)冬、 12月8日の主日に公子ロスチスラフ (G41l)は市長官ヴネズドと共に

トルジョクに行った。翌 9日の朝(人々は)ボリスの子スメンを殺し、彼の家のすべてと

(彼の所有する)村々を略奪し、彼の妻を捕えた。彼自身は(聖ユリエフ)修道院の聖ゲオル

ギー(教会)に埋葬されたo (人々は)同じようにヴォドヴイクの邸と(その所有する)村々、

彼の兄弟ミハリ、ダニスラフ、千人長ボリス、 トヴォリミルの子の(邸)、およびその他多く

の邸を(略奪した)J。

138)他に次のような例がある o i) 6742(1234) [リトヴァの侵攻により市民10人が戦死]A 

novgorodbcb tu ubisa (aor.3pl.く ubiti)10 muzb: Feda Jakunoviとatysjacbskogo， Gavrila sとitnika，

Negutina na Lubjanici， N己主iluserebrenika， Gostilca na Kuzmadeffibjani ulici， Fedora Uma knjazb 

dとckoi，drugoe gorodi託加inb，i inechb 3 muzi; a pokoi gospodi dusa ichb vb C訂 stviinebesnemb， 

prolivsichb krovi svoja za 吋a同juSofiju i za krOVb christ吋anbskuju.(NPL: 73-27) r一方ノヴゴ

ロドの人々はここで10人が殺された。ヤクンの子千人長フェド、盾作りの親方ガヴリロ、ル

ピャニッツァ通りのネグチン、銀細工師の親方ネジラ、コズマダミヤン通りのゴスチレツ、
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公の近習フェドル・ウム、他にゴロヂシチの住民たちと、その他 3人の市民である O 主よ、

聖ソフィアおよびキリスト教徒の血のために自分の血を流した彼らの魂に、天国で安らぎが

ありますようにJoii) 6750 (1242)年[ネムツィとの戦いで市長官の兄弟ドマシが戦死]a 

Domasb Tverdislavi弘 iKerbe同 bysavrozgo凶，iusrるtosajaNemci iとjUdbU mosta， i b説明jatu; i 

ubisa (aor.3pLく ubiti)tu Domasa， brata posadmとa，muzaとestna，i inecrrも smmb izbiSa， a inech'b 

rukar凶 iZ'bimasa，a inii kn knjazju pribegosa v polkn; (NPL: 78-22) 1トヴェルヂスラフの子ドマ

シとケルベトは斥候に出たが、橋の所でネムツィとチュヂが彼らに出会い、そこで戦闘にな

った。そこで市長官の兄弟で誠実な入であったドマシは殺され、また彼と一緒にいた人々も、

ある者たちは殺され、ある者たちは生け捕りにされた。しかし、ある者たちは公の軍勢のも

とに逃げ帰ったん出)6770 (1262)年[ユリエフを攻めてミャスニクの子ペトルが戦死]i ljudi 

mnogy grada togo 0可TpobiSa， a drugy iZ'bimasa zivy， a inii ogneffib pozzem， i zeny ich'b i d己ti;i 

vzjasa tovara be記islai polona; a muza dobra zastrellSa s goroda， i Petra ubisa (aor.3pL< ubiti) 

Mjas国koviとa.1 pride knjazb Dmitrii v Novngorod'b so vs加 inovgorodci 品 mnogymbtovaromb. 

(NPL: 83-27) 1そして、町の多くの人々は、ある者たちは殺され、またある者たちは生け捕り

にされ、ある者たちは火で焼かれた。女や子供も同様であった。そして彼らは無数の商品と

捕虜を取った。(味方は)貴族が一人砦から射られ、ミャスニクの子ベトルが殺された。ドミ

トリー公(K423)は、全てのノヴゴロドの人々とともに多くの商品を携えてノヴゴロドに帰っ

て来たJoiv) 6819(1311)年[ヤミを攻めてコスチャンチンが戦死]V 1色to6819. ChodiSa 

novgorodci voinoju na Nemecbskuju zemlju za more na Emb S'b knjazemb Dmitriemb 

Romanoviとemb，i pereechavse more， vzjasa pervoe Kupecbskuju reku， sela pozgosa， i golovy 

poimasa， a skotn is訟osa;i tu ubienも (Past.P抗P部 s.<ubiti) bystb (aor.3sg.く byti)Kostjantin'b， 

Ilbin'も synも Starumiroviとa，v zagone. (NPL: 93-9) 16819(1311)年 ノヴゴロドの人々はロマンの

子ドミトリー公(M121)と共に海を越えてネムツイの地のヤミに対して遠征をした。海を渡っ

て、手始めにクペツ川を占領し、村々に火をつけ、人々を捕らえ、家畜を斬り殺した。その

時、スタニミルの子イリヤの息子であるコスチャンチンが襲撃の時に殺されたJov) 

6823(1315)年[タタールと結んだミハイル公(K452)を迎え撃ち多数の市民が戦死]ByStb ze to 

popu記emembboziemb: sもstupivsemabo sja polkoma ob邑ma，byStb s記azla， i stvorisja nemalo 

zla， izbiSa mnogo dobrych'b muz i bojarn novgorodskych'b: tu ubisa (aor.3pL< ubiti) Andreja 

Klimo吋とa，Jur司aMiSiniCa， Michaila PavsIIUとa，Silvana，百mO:D己jaAndrejanova syna tysjacbskogo， 

Onaniju Melueva， Ofonasa Romanoviとai kupecb dobrych'b mnogo， a inych'b novgorocevn i 

novotorZbcevn bog'b vestb; a in註ostanoknvbegosa v gorod i zatvo出向jav gorod色sknjazemb 

Manasbemb. (NPL: 94-35) 1これは神の許されたことであった。両方の軍勢が出会い、激しい

斬り合いがあって、少なからぬ災いが生じた。ノヴゴロドの身分の高い人々や貴族が多数殺

された。この時殺されたのは、クリムの子アンドレイ、ミシャの子ユリー、パフシャの子ミ

ハイル、シルヴァン、千人長アンドレヤンの子チモフェイ、メルイの子オナニヤ、ロマンの

子オフォナス(アファナーシィ)、そして多くの善良な商人たちであり、その
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131) 6684 (1176)年 チュヂ、の侵攻により市民が戦死

Toi ze zime prichodisa vsja Cjudbska zemlja kも Plbsko刊， i biSasja s nimi， i ubiきa

(aor.3pl.< ubiti) ti Vjaとeslavai Mikitu Zachariinicja i Stanimira Ivanicja i inech'h， a 

Cjudi mnozbstvo izbiSa. (NPL: 35-17) 

同じ(年の)冬にチュヂ、が国をあげてプスコフへ攻めて来た。そして(人々は)

彼らと戦ったが、彼らはヴャチェスラフ、ザ、ハリヤの子ミキ夕、イヴァンの子ス

タニミル、その他の者たちを殺した。一方(で味方も)多くのチュヂ、を殺した。

132) 6724 (1216)年 前ノヴゴロド公ムスチスラフ (J51)に率いられたノヴゴロド市民

がノヴゴロドを捨てた現ノヴゴロド公ヤロスラフ (K4)を攻めるが多数の市民が戦死

する

0， velikn e， bratbe， promysl'h bozii; na tomb pobedi泌iGjurgevych'h i Jaroslalich'h voi 

pade be泌isla，a novgorodbcb ubisa (aor.pl.く ubiti)na S'hstupるDmitraPlbskovitina， 

Ontona kotelnika， Iv加もkaPribysinicja oponbnika; a v'h zagonる:Ivanka popovicja， 

Sbmbjuna Petrilovicja， tbrbskago danbnika. (NPL: 57-1) 

おお兄弟たち、神の思慮の大きいことよ O この勝利の場においてユリー (K3)とヤ

ロスラフ (K4)側の兵士は無数に倒れ、一方ノヴゴロドの人々のうちでは、合戦で

プスコフの人ドミトリー、鍋釜師の親方オントン、帳作りの親方、プリブシャの

子イヴアンコが殺された。また部隊ではi司祭の子イヴアンコ，、 トヴェリの貢税

徴集人、ペトリロの子スメンが(殺された)。

ノヴゴロド市民だけでなく、近隣の都市の住民の戦死について記録される場合もあ

Rusi， ideze zovethsja valo PoloVh弘sky.Ipribegosa okanhniiPolovとi，izbhenycho izbytoko， 

Ko七janhs ynemi knjazi， a Danilo Kobjakovich i Gjurgi ubbena (Past.Prt.Pass.く ubiti)bysta 

(aor.3du.く byti)，s nimh mnozhstvo PoloVh弘;Sh ze Kotjanh be thSth Mhstislavu Galichskomu. 

(NPL: 62-10) Iこれらのタウルメニたちは、クマニの全土を過ぎてルシの近くまで来た。そこ

は(いま)ポロフツィの砦と呼ばれている。そして殺されるのを免れた呪われたポロフツイ

たち、〈すなわち)コチャニと他の公たちは逃げて来たが、コピャクの子ダニルとユリーは殺

され、彼らと共に多くのポロフツイも殺された。このコチャニはガリチのムスチスラフ (J51)

の男で、あった」。
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るO 次に出てくるルサはスタラヤ・ルサ (StarajaRusa)とも呼ばれ、ノヴゴロドの南、

イリメニ湖の対岸にある町である 140)。

(aor.3pl.< ubiti) Domazira Tもrlinicjai S'bn'b ego， a rusan'b Bog'bsju， a inych'b mnogo， 

133) 6732 (1224)年 リトヴァを攻めて多数のルサの住人が戦死。

V'b to ze leto， po grechom'b nasim'b， ne tu sja zlo stvori: vyecha FedoTh posadnik S'b 

rusany， i bisja S'b Litvoju， i s'bgonisa rusanも S'bkonb i mnogo koneVb otもJasa，i ubiお

adrugychも polおurozgonisa. (NPL: 61-23) 

同じ年、私たちの罪のために禍はこれだけですまなかった。市長官フェドルはルサ

の人々と共に出陣して、リトヴァ(の人々)と戦った。(しかしリトヴァの人々は)

ルサの人々を馬から落として多くの馬を奪い、 トルラの子ドマジルと彼の息子、ま

たボグシャやその他多くのルサの人々を殺し、他の者たちを森の中に蹴散らした。

140)他にも次のような例がある。i)6742 (1234)年[リトヴァが攻めてきてルサの司祭ベトリラ

と市民たちが殺される]Tornb ze 脱出 izgoniSaLitva RUSb oli do tnrgu， i stasa rusane， i zasada: 

ogni泌anるigridba， i kto kupbCb i gosti， i vygnasa ja is posada opjatb， b吋usce司ana poli; i tu 

ubisa (aor.3pl.く ubiti)nekoliko Litvy， a rusan'b 4 rnuza:popa Petrilu， 2 Pavla Obradicja， a ina 

dva rnuza; a rnanas句Tfbsvjatogo Spasa VSb pograbiSa， i cerkoVb polupiSa V:司u，i ikony i prestol'b， 

i cbrenci 4 ubiSa (aor.3pl.く ubiti)，i otstupisa na Klinも.(NPL: 73-11) I同じ年リトヴアが(攻め

てきて)ルサの人々を市場(のところ)まで追いたてたので、ルサの人々と守備隊が立ち上

がった。地主と親衛兵、商人や外国の商人までもが(武器を取って)彼らを市域から押し返

し、野原で、戦った。そしてそこで、 I数人のリトヴァと 4人のルサの人が殺された。司祭ペト

リラ、 2人目はオヴラヂの子パヴェル、および他に 2人の人である口(リトヴァは)聖救世主

修道院を完全に掠奪し、教会のイコンから祭壇まですべてを奪い、 4人の修道僧を殺して、

クリンに引き上げたJ0 ii) 6748 (1240)年[ネムツイとの戦争でプスコフの軍司令官ゴリスラ

フの息子ガヴリロが戦死]Togo ze leta v司asaNernci， rnedv滋 ane，jurbevci， velbjadci s 

knjazernb Jaroslavornb VolodirniriとeillbIzborbsko. i pride vestb vb PlbskoVb， jako vzjasa Nernci 

Izborbskn; i vyidosa plbskovici vsi， i biSasja s nirni， i pob己disaja Nernci. tu ze ubi匂 (aor.3pl.く

ubiti) Gavrila Gorislaliとavoevodu; a plbskoviゐ gonjace，rnnogo pobiSa， a in己ch'brukarni 

iZ'birnasa. (NPL: 77-28) I同じ年ネムツィ、メドヴェジャ・ゴロヴァの人々、ユリエフの人々、

ヴェリヤドの人々が、ヴラヂミル(J52)の子ヤロスラフ公(J521)と共に(攻めてきて)、イズ

ボルスクを占領した。ネムツイがイズボルスクを占領したという報せがプスコフに届いたの

で、プスコフの人々は皆打って出て彼らと戦った。しかしネムツィに打ち負かされてしまっ

た。この時ゴリスラフの息子ガヴリロ軍司令官が殺された。プスコフの人々は迫撃されて多

くの人が殺され、ある者は生け捕りにされた」。
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4.2.3.2.その他の表現の使用

市民たちの死について、他に次のような表現が使用されている O まず戦場で多くの

人が死んだ場合に使用されるpastiI (戦場で)倒れる」である 141)o

134) 6748(1240) アレクサンドル・ネフスキーの指揮下に行われたスヴェイ(スウェ

ーデン)との戦争で多数の市民が戦死

Novgorodecb ze tu pade (aor.3sg.< pasti): Kostjantinも Lugotinicb，Gjurjata 

Pine泌iniとb，Nam色Stb，DroとiloNezdylovb synも kozevnika，a vsるchも 20muzb s 

ladozany， ili mne， bOgb vおtも.Knjazb ze Oleksandrb Sb novgorodci i s ladozany 

pridosa vsi zdravi vb svoja si， schraneni bogomb i svjatoju Sofbeju i molitvami 

vs己chも svjatychb.(NPL: 77-23) 

ノヴゴロドの人々のうちそこで倒れたのは、ルゴタの子コスチャンチン、ピネシ

チャの子ギ、ユリャ夕、ナメスト、皮細工師の親方、ネズヂロの子ドロチロなど、

ラドガの人々を併せると全部で20人であった。あるいはそれよりも少なかったか

も知れないが、それは神だけが知っておられる O アレクサンドル公(K42)はノヴゴ

ロドの人々およびラドガの人々と共に、皆無事に帰って来た。神と聖ソフィアと

すべての聖人たちの祈りによって護られていたからである O

火事で焼け死んだ人たちの名前が挙げられることもある O ここで使われている動詞

sbgoreti I焼ける」は人に対しでも家屋、建物、物品に対しても使う O また特に人名を

挙げずに使用されることもある O 次の例ではこの動詞が幾度か出てくるが、 94) の表

に示した各タイプの動詞の数を数えるに当たっては、「ラゾルの子エレフェリー」とい

う人物名が確認できる最後の 1例のみを数えた。

141) この動詞はむしろ人名を特定せずに「多くの人々が倒れた、戦死した」という場合に使用

されることが多い。例えば、上の 132)では敵側の兵士たちについて natOffib pobedi泌i

Gjurgevych'b i Jaroslalich'b voi pade (aor.3sg.く pasti)be託isla，(NPL: 57-1) Iこの勝利の場にお

いてユリー (K3)とヤロスラフ (K4)側の兵士は無数に倒れ」とある D
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135) 6807 (1299)年 ノヴゴロドの大火でラゾルの子エレフェリーが焼け死ぬ

a vb S寸atomhJakov己見ほ必以銀投 (aor.3sg.<s'bgoreti); na Torgovomも polu，lg

段EMU叙説 (aor.3sg.<S'bgoreti)， ikonも nevsech'b Usp出avynositi， ni knig; a vb 

Christov，る cerkvi必切除立取投忠誠鋭 (aor.3sg.<s'bgoreti) i点U 銀免認忠治

(aor.3du.< S'bgor己ti);v NereVhskomh konhci段段EMU銭授 (aor.3sg.<s'bgoreti) i 

mnogo uzoro弘Javb cerkvach'b， i mu弘 dobf'bsgor邑(aor.3sg.<s'bgoreti) Eleferii 

Lazoreviとh;i bySth zautra peとalhi setovanie v radosti m話sto.(90-16) 

また、聖ヤコブ教会では見張りが焼け死に、商業地区では 12の教会が焼失し、イ

コンも書物も全てを持ち出すことはできなかった。フリストス教会では何人かが焼

け死に、 2人の司祭も焼け死んだ。ネレフスキ}区では10の教会が焼失し、教会

の中の装飾の多くも焼失した。そして、善良な人であるラゾルの子エレフェリーが

焼け死んだ。翌日、喜びの代わりに悲しみと嘆きがあった。

本稿の冒頭例 5)で次のような例を示した。上の例124)，125) にあるubitii S'b mosta 

S'bVf出とir殺して橋から投げ捨てる」という表現では、誰かを「殺して」からJIIに投げ

込んだことがはっきりしている O しかし、ここでは直接「殺すJという意味の動詞は

現れないo biti はubitir殺す」と同一の語根からなるが、「打つJという意味の不完了

体の動詞であり、品目悩とiの方も「投げ込む、投げ捨てる」という意味で、特に「殺す」

という意味は持たない。しかし「打って、瀕死の状態になったベスクを、ヴォルホフ

に投げ捨て」ることにより、「裏切り者を殺す」という懲罰行為が成立したと考えられ

るo 94)の動詞ごとの分布については、注109) に示した通り、 bitii S'bVf出とis mosta 

で1つの動詞と数えた。

136) = 5) 6824 (1316)年 市民がタタールと結んでノヴゴロドを攻めようとしたミハ

イル公(K452)に内通していたイグナチー・ベスクを殺す。

Togo ze 1とta，esとene dosedsju knjazju Michailu do goroda， jasa Ignata Beska， i biきa

(aor.3pl.< b抗i)i na VIるとi，i svergoきa(aor.3pl.< S'bVI滋とi)i s mosta Vb VolchoVlコ:

tvorjachuth bo ego perev1己t'bdedavsa k Michailu; a bogも tov己Sth.(NPL: 95-25) 
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同じ年、ミハイル公(K452)がまだ町に到着する前に、人々はイグナチー・ベスク

を捕らえて、民会で彼を打ち、橋からヴォルホフ川に投げ込んだ。なぜならば、

(人々は)彼がミハイル(K452)に密告しているとしたからである。しかしこれは神

のみが知るところである O

4.2.4.出家して死んだ市民たち

場合によっては市長官や市民が死を前に剃髪し僧形となって死んで、いったことが記

録に残される場合もある。

137) 6711 (1203)年市長官ミロシカの死

Tomb ze 1己tるpr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitis~) Mirosbska， posadnik'b 

nOV'bgorodbskyi， 

Michalku 8tepanicju. (NPL: 45-35) 

同じ年にノヴゴロドの市長官ミロシカが(聖ユリエフ修道院の)ゲオルギー教会

玄遡震ムエ亡くなった。(人々は)彼の後任としてステパンの子ミハルコに市長官

職を与えた。

この後任のミハルコもやはり数年の後には死ぬことになる O 同様に死を前にして剃

髪・出家したことが分かる。

138) 6714(1206)年 市長官ミハルコの死・死ぬ前に剃髪して法名ミトロファンを得る

V'b 1批o6714. Pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitis~) rab'b bozii Mitrofan'b， a mirbsky 

Michalbko， 

posadnikn novgorodbskyi. (NPL: 50-7) 

6714(1206)年 神のしもべミトロファン、俗名ミハルコがアルカヂーの修道院の

霊長ぷ惑窓L議会玄瓢乏ムエ亡くなった。 5月18日のことである。彼はノヴゴロ

ドの市長官であったO
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次もおそらくは一般の市民が死を前に剃髪したものと思われる O

139) 6715 (1207)年 神のしもべパルフリー、俗名プロクシャの死 142)

V'b to ze 1るtoprるstavisja(aor.3sg.< prestavitisc) rabも boziiParfurii， a mirbsky Proksa 

gospodi dusju ego. (NPL: 50-16) 

同じ年神のしもベパルフリー、マルイシャの子で俗名プロクシャが亡くなった。

彼は修道院長ヴァルラムのもと、之上iム般道底ì.!!l駿虫主紘念L!:差~髪

した。主よ、彼の魂に安息をお与え下さい。

142) この「神のしもべパルフリー、マルイシャの子で俗名プロクシャ」なる人物については、

1 )この時まで世俗の(高い地位の市民であり、フトイニの聖救世主修道院のパトロンの一

人でもあった)人物が、死を前にして、「修道院長ヴァルラムによって」剃髪したという可能

性と、 2)すで、にず、っと以前「修道院長ヴァルラムの時代にj出家してパルフリーという法

名を得、この修道院で重きを得ていた修道僧(あるいは院長)がこの年に死んだという解釈

の2つの可能性がある O 修道院長ヴァルラムとは、次に引くように、 6751(1243)年にその死

亡記事があるフトイニの聖救世主修道院の「神のしもベヴァルラム」と同じ人物であるかも

知れない。そうであるとすれば、院長としての在任期間を考えると、 1 )の解釈が有力にな

るo ヴァルラム自身について「修道院長Jの名称は冠せられず、また葬儀の列席者の中に

「修道院長イシドル」の名が見えることから、このとき彼はすでに院長の職を辞していたと考

えられる。そうであるとすると、 6715(1207)年まだヴァルラムが現役の院長であった当時に

この俗名プロクシャが剃髪してパルフリーという法名を得ると同時に死に、その後時を経て

ヴァルラムも院長職から引退し、 6751(1243)年に死んだということになる。 i)6751 (1243)年

[ヴァルラムがフトイニの聖救世主教会で死ぬ]vも日to6751. Prestavisja (aor.3sg.< 

prestavitis(() rabも boziiVarlamlコ， amirbsky可aceslaVbProksinicb， na Chutine u svjatogo Spasa， 

mesjaca maija vb 4; a pogreben'h bystb zautra， vb 5， na paIT¥Iatb吋 atyjaIriny， archiepiskopomも

Spiridonomb i igumenomb Sidoromb， pri同 aziAleksandre. (NPL: 79-3) 16751 (1243)年神の

しもベヴ、アルラム、俗名はプロクシンの息子ヴャチェスラフがフトイニの聖救世主教会で、亡

くなった。 5月4日のことである。(彼は)翌日の 5日、聖ヘレナの日に大主教スピリドンと

修道院長イシドルによって埋葬された口アレクサンドル公(K42)の治世のことであるJo2)の

解釈を取る場合には、この6715(1207)年に死んだパルフリーが、(おそらくはそれよりず、っと

以前に)出家したときに剃髪の式を行った修道院長ヴァルラムと、 6751(1243)年に死んだ

「神のしもベヴァルラム」という 2人のヴァルラムがフトイニの聖救世主修道院にいたことに

なるo ここでは 1)の解釈を取りたい。なお、ナソーノフ校訂テクスト巻末の人名索引でも

IProkopij Malyseviと，ノヴゴロドの貴族(boj町 in)J (NPL: 588)となっている口
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140) 6755(1247) ヴャチェスラフの子である神の僕コスチャンチン 143)

Vl己to6755. Prestavi司a(aor.3sg.< prestavitist() rabも boziiKostjantill'b Vjaceslaliゐ，~

台恐説段奴£期弘お同旦魚工長;i polozeno byStb cestno u s司atogoSp制 naChut凶.

(NPL: 79-38) 

6755 (1247)年 ヴャチェスラフの子である神の僕コスチャンチンが亡くなった。

笈遵鏡よムエβゑ呉之ふ主ぇ之と之ゑぇゑ。彼はフトイニ(の聖救世主修道院)

の聖救世主教会にうやうやしく安置された。

以上4.2.1.から 4.2.4.における議論を通して、『ノヴゴロド第 1年代記jでは人々の死

について、ノヴゴロド独自の情報が記録されていること、ノヴゴロドの歴史記録にと

って必要とされる情報が記録されていることが分かる O そして、その人物たちが通常

とは異なる死に方をした場合には、彼らの死をもたらした戦争や他の出来事が事件と

して描かれることにより、彼らの死の状況もはっきりするような形で記録が行われて

いることが分かる O

4.3. ubitiを用いた「死亡報告」スタイルの記述

『ノヴゴロド第 1年代記(古輯)jにおいても、「死亡報告」でありながら、 ubitiを

用いることにより、当該人物の死が通常の平穏な死ではなかったことを明示する場合

がある。「死亡報告」として数えたのは次の 5つの例である O

最初の 2例は6587(1079)年の項に連続して現れる 144)。

141) 6587 (1079)年 グレブ(C1)の死、ロマン (C2)の死

Vo leto 6587. Ubisa (aor.3pl.< ubiti) za Volokomb knjazja Gleba， mesjacja maija vb 

30. 

143)この人物については、 1 )ノヴゴロドの名ある市民が死に際して出家し僧名を得たという

可能性と、 2)フトイニの聖救世主修道院の僧が死んだという可能性の両方を考えなければ

ならない。いずれかに決することは難しい。

144) 141)， 142)の例に示したそれぞれの死亡記事の聞には底本テクストでは行替えがないが、

ここでは区切りを分かりやすく示すためにテクスト、訳文ともに行替えをした。
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Vも toze 1るtoubisa (aor.3pl.< ubiti) Polov，とiRomana. (NPL: 18-12) 

6587(1079)年 ヴォロクの向こうでグレブ公(C1)が殺された。 5月30日のことで

ある O

同じ年ポロフツィがロマン (C2)を殺した。

この年の記事全文はこの 2つの事件の記述のみである O それぞれの記事は文脈なし

で突然現れてグレブとロマンの死を告げるものであり、 ubitiの使用にも拘わらず、本

稿で言う「死亡報告Jに分類せざるを得ない。最初に現れるグレブの死は上の例88)

に示した通り、『過ぎし年月の物語』では6586(1078)年の項に、同じく ubitiを用いて、

ただし受身の形で述べられている O また後半のロマン (C2)の死についても、例55)で

示したように『過ぎし年月の物語』では多少詳しく記されている O

次は6655(1147)年のイゴリの死の報せである O この年の記事の全文を挙げる O

142) 6655 (1147)年 イ ゴ リ (C42)の死

Vo 1るto6655. Na osenb chodi Svjatopolko so vseju oblastiju NOVogorodbskoju na 

Gjur副a，chotja na Suzdalb， i vorotiSasja na Novemb tor別， rasputbja d切a.

Tomb ze 1説話 pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitis~) z也記 Kostjantinoposadniko， i dasa 

Sudilovi Ivankovicju opjatb. 

Togda ze umre (aor.3sg.く umbreti)Ontonも ig田 nenも.

Vo to ze leto vdasa igumenbstvo Andreevi po Ontonる.

Tomb ze 1己記 ubisa(aor.3sg.< ubiti) Igorja knjazja Olgovicja kyjan邑(NPL:27-32) 

6655(1147)年 秋にスヴャトポルク (Dl14)はスズダリを攻めようとして、ノヴゴ

ロドの全領民をあげてユリー (D17)に対して兵を進めたが、悪路のためにノヴイ

トルグで引き返した。

同じ年冬に市長官コスチャンチンが亡くなった。そこで(人々は)イヴアンコの

子スヂルに再び(市長官職を)与えた。

この時修道院長アントンが死んだ。

同じ年(人々は)アントンの後任としてアンドレイに修道院長職を与えた。
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同じ年キエフの人々がオレグの子イゴリ公(C42)を殺した。

ここには 3つの記事が並んで、いるが、その中の最後がイゴリの死についてのubitiを

用いた「死亡報告」である。ここで、は彼の死が必要最小限の情報を伴って記されてい

るO そしてその「必要最小限」の中には、彼が単に死んだのではなく、殺されたとい

う情報も含まれている O

次は、 6682(1174)年のアンドレイの死である O ここで注目すべきは、「死亡報告Jに

ubitiが使用されているだけでなく、前章で f過ぎし年月の物語』について見たように、

「死亡報告J= I先行要約」と「事件の叙述J= I後行叙述」のパターンが観察される

点である O すなわち、この年の項の冒頭で、ubitiを用いて彼の「死亡報告」が行われ、

ついでその詳細が語られるO そしてその中でもう一度今度はskonhぬtizivot'b svoiとい

う表現をもって彼の死が確認される。

143) 6682 (1174)年アンドレイ (D173)の死

V'b 1るto6682. Ubiきa(aor.3pl.< ubiti) Volodimiri knjazja Andreja svoimilosthnici: na 

kanon'b svjatoju Petru iPavlu， v nos弘， spjasとjuemu v'b Bogoljubhmh， i bjase s nimh 

odin'bko泌eimal'b; izbivose storoze dVhrhnyja， pridosa k'b s己nhm'b， k吋azjuze 

oとjutivose， popadも meChi sta u dVhrii， borjasja s nimi， onych'b ze bjase mnogo， a 

knjazh odinも;jako naIegosa siloju i vylomisa dVhri i volezosa na nh， i tu i nasunusa 

rogat凶M凶， i加建偲弱ill(aor.3sg.く skonhとati)zivotb svoi. (NPL: 34-22) 

6682(1174)年 ヴラヂミリでアンドレイ公(D173)をその寵臣たちが殺した。聖ペ

テロとパウロ(の日)の前夜(6月28日)、夜にボゴリュボフで、彼が眠っている

ときのことであり、彼と共にいたのは若い従者一人であったO 彼らは護衛の者た

ちを殺し、階上の聞にやって来た。公は気がついて、剣をつかんで扉のそばに立

ち、彼らと戦った。しかし彼らは多勢であり、公は一人であった。結局彼らは力

づくで扉にのしかかって、扉をこわし、彼に向かつて(階上の間)に押し入り、

そこで彼を巾広の槍で突いた。ここで(公は)自分の生涯を終えたのである O
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最後はタタールの本営で殺されたミハイルの子ドミトリーの死である O

144) 6834 (1326)年 ドミトリー (P1)の死

Togo ze 1己taubi (aor.3sg.< ubiti) cesarh Vb Ord己knjazjaDmitrija Michailoviとa.

(NPL: 97-39) 

同じ年(タタールの)皇帝が本営でミハイルの子ドミトリー(P1)を殺した。

以上の例の存在は、「死亡報告」であっても、当該人物が誰かに殺された場合には、

その事実をきちんと伝えるという年代記作者の態度を示している O またその場合に、

誰が殺したのか、主語が明確に現れることもある o PI・estavitis守を用いた「死亡報告」

が全く形式的に常に現れるわけではないのであるO

4.4. r過ぎし年月の物語Jと『ノヴゴロド第 1年代記(古輯)jの並行する記事

『ノヴゴロド第 1年代記Jにおいて必要な情報が伝えられているかどうか、そもそ

もがここで伝えられるべき必要な情報とは何かという点について、もう一つの手がか

りとなるのが、『過ぎし年月の物語Jと『ノヴゴロド第 1年代記Jの両方で同じ事件の

記録が現れる場合である O それぞれでどのように記述されているか、双方のテクスト

を比較する O

まず、 6562(1054)年のヤロスラフ賢公(13)の死である O 上の40)で引用したとおり

『過ぎし年月の物語Jでは、彼の死はまずpres旬，vitis守を用いた「死亡報告」で「先行要

約」され、続いてその死の前後の事情が述べられ、実際の死の場面はpredasthdusju 

svoju Bogu. I (彼は)息を引き取った」というように描かれている O さらに葬儀の模様

が述べられた後、 Naとaloze knczenhja Izcslavlc Kyjevる「イジャスラフのキエフにおけ

る統治の始まり」というタイトルが入札 Prise仇 Izcslavnsede Kyjevる.S(vja)toslavn 

Cemigov1る.Vsevolodb Perejaslavli. Igorh Volodimeri. V守とeslavも Smolinhske.(P礼:162-

11) Iイジャスラフ (B)がやって来てキエフに座した。スヴャトスラフ (c)はチェルニ

ゴフで、フセヴォロド(D)はペレヤスラヴリで、イゴリ (F)はヴラヂミリで、ヴャチェ

スラフ (E)はスモレンスクで(公になった)Jというように次の時代の出来事が記され
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るO これに対して『ノヴゴロド第 1年代記jでは、彼の死とイジャスラフが後を継い

だことは次のような形で伝えられている O これですべてである O

145) 6562(1054)年ヤロスラフ (13)の死

Vol己to6562. Pr邑stavisja(aor.3sg.く prestavitisりJaroslavも， i sede Izjaslav Kyeve na 

stole. (NPL: 17-2) 

6562(1054)年 ヤロスラフ (13)が亡くなった。そしてイジャスラフ (B)がキエフで

公座についた。

すなわち、ノヴゴロドの歴史記録者はキエフの歴史記録者が記したヤロスラフの死

にまつわる詳細をすべて自らの年代記には不要な情報と見なし、カットしたことにな

るO 同時に、ヤロスラフの死が病死だったことは「死亡報告」におけるもっとも一般

的な動詞prestavitist(の使用により伝えられる O

次はベチェルスキー修道院院長フェオドシーの死である O キエフの年代記作者にと

っては非常に重要であった彼の死は、上の29)、41)で見た通り『過ぎし年月の物語J

6582(1074)年の項に詳細に描かれている。まずこの年の記事の冒頭で;;Feodosu igumenも

Pecerbs匂TI.prestavis~ Iペチェルスキー修道院長フェオドシーが亡くなった」というよ

うに彼の死が「先行要約」され、その後彼の日頃の生活、そして病気になり、人々と

別れを告げ、自分の死後の修道院のあり様にまで心を配る様子が詳細に描かれている O

そして彼の最後はipresed~泌i brate nosゐ tuu nego. i nastavsju也Uosrnornu. vも 2オu.

sub( 0 )tri. po Pasce. vもとas2 dne. Predastb (aor.3sg.< predati) d(u)きjuv ruce Bozii. 

rn(めsGa)ct(. rna炉.vb 3 d( e )nb. indikta. vb 11 1批o.(PVL: 187-5) Iその夜、兄弟僧が彼の

もとに座っていて 8日目になったとき、復活祭後の第 2土曜日の昼の第 2刻に、彼は

神の御手に魂を委ねた。 5月3日、インデイクトの11年であった」と記される O これ

に対してノブゴロドの年代記では彼の死は次のようにごく簡潔にというより、まった

くそっけなく報告されるのみである O ここでもノヴゴロドの年代記作者は、もっとも

必要な情報として冒頭の「フェオドシーが死んだ」という事実、そして最後の記述に

ある「それはいつ起きたことか」という情報の 2つのみを選び、残したことになる O
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146) 6582(1074)年 ペチェルスキー修道院長フェオドシーの死

Vo 1批o6582. Pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitis~) Fedoso， igumenも Peとerbskyi，

mesjacja maija vo 3. (NPL: 18-4) 

6582(1074)年ペチェルスキー修道院長フェオドシーが亡くなった。 5月3日のこ

とである O

いま一つの例は上の 141)でヲ|いたグレブ(C1)の死である o r過ぎし年月の物語』で

は88) に示した通り 6586(1078)年の項に次のように記されている凶)。

147) = 88) 6586 (1078)年グレブ(C1)の死

V se ze leto. ubbjen1コ (Past.P此.Pass.<~biti) byS(tb) (aor.3sg.< byti) Glebも.s(y)nも

S(vja)toslavlb. V Zavoloとii.bるboGlぬも m(i)l(0 )stiVo ubogymo. i strannoljubiVo. 

tSとanbjeim己jak c( e )rkvamo teplo na VI己ru.i krotoko. vzoromo krasenも.jegoze tel。
polozeno bYS(tb) Cernigove za Spasomも.m(e)sGa)ca. iul~ 23 d(e)nb. (PVL: 199-24) 

この年にスヴャトスラフ (C)の子グレブ(C1)がザヴォロチエで殺された。グレブ

(C1)は貧しい者に慈悲深く、巡礼に親切で、教会に対して熱心であり、信仰に篤

く、柔和で姿が美しかった。彼の遺体はチェルニゴフの救世主教会のうしろに 7

月23日に安置された。

彼の死は『過ぎし年月の物語』では6586(1078)年の出来事とされているが、『ノヴゴ

ロド第 1年代記』では6587(1079)年の出来事とされている 146)。またキエフの年代記で

145)これは『過ぎし年月の物語』についての議論でも「死亡報告」として分類しである O

146)リハチョフは『過ぎし年月の物語Jとノヴゴロド系の年代記における年代指定のずれに言及

し、また『キエフ・ベチェルスキー修道院聖僧伝j(Kievo-Peとerskijpaterik)でもノヴゴロド

系の年代記と同じ日付が載っているとしているが、どちらが正しいか自らの意見は特に述べ

ていなし'0cf. Lichaeev (1996: 503).カラムジンは『過ぎし年月の物語』に従って彼の死を 1078

年の項に記載している。 cf.Karamzin (1842: kn.1， t.2， 49).タチシチェフも同様に6586(1078)年

の項で述べている。 cf.Tatisとev(1995: t.2， 92) 
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は彼の死んだ、日付はなく、チェルニゴフにおける葬儀の日付のみが記されているのに

対し、ノヴゴロドの年代記では 5月30日という彼が死んだ日付が記されている O この

ことはノヴゴロドの年代記作者がキエフの年代記作者の残した資料を適宜取捨選択し

て用いたのでもなければ、その逆でもない。それぞれが独自の資料に基づいて自分た

ちの記事を作成したと考える方が自然であろう O ザヴォロチェ、すなわち「ヴォロク

の彼方の地」というのは大ノヴゴロドの北東に位置するノヴゴロドの植民地であり、

地理的にもノヴゴロドに近い。従ってノヴゴロドの年代記作者がそこで起きたグレブ

の殺害の日付を知っていたことは自然なことである O 一方でグレブの葬られたチェル

ニゴフはキエフの北約20kmのところにある町であり、そニでの葬儀の日付をキエフの

記者が知っていたことも、また自然なことである O そして、このようにおそらくは互

いに独自に成立した両方の記事が、いずれも短い記述のなかで、彼が「殺されたとい

う」事実を必要な情報として記録している点に注目したい。

一方、向じく 141)で引いたロマン (C2)の死について、『過ぎし年月の物語』では、

上の55) に示したように、 6587(1079)年の項で一連の事件の連続の中で彼がポロフツ

ィに殺されたことが述べられている。『ノヴゴロド第 1年代記』の編纂者は自分の年代

記の編纂にあたり、ここでも必要最小限の情報のみを残した。しかしその必要な情報

の中には、「ロマンが死んだ」という事実だけでなく、彼が「ポロフツイに殺された」

という事実もちゃんと含まれているのである O

次は、 6586(1078)年のイジャスラフ (B)とボリス (E1)の死である o r過ぎし年月の物

語jでは当時のキエフ大公イジャスラフ (B)と弟のフセヴォロド (D)が、ルシの覇権を

目指してチェルニゴフに攻め上ってきた甥のオレグ(C1)とボリス (El)を逆に攻撃する

に至った経過、戦闘の模様、そしてその戦闘の中でまずポリス (E1)が殺され、ついで

対する大公イジャスラフ (B)自身も戦死する様子が、(ヲl用箇所には含まれていないが)

登場人物たちの発した言葉も含めて、生き生きと詳細に描かれるo 2人が倒れる情景

は次のように描かれている C

148) 6586 (1078)年大公イジャスラフ (B)とボリス (E1)の死

i po[i]dosta protivu. i byvsim'b加も nameste u sela. na N己主atineniv<己.i sstupivsims~ 
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oboimn. bYS(tb) sらぬ zla.pervoje ubiお (aor.3pl.<ubiti) Borisa. s(y)na Vf(とeslavlf(.

pochvalivsagosf( velmi. IZf(slavu ze stoja狗uVn p出cichn.i vnezapu priるchaVb

jedinn.頭説 (aor.3sg.< udariti)法銀政良友 zaplece. tako ubbjenb (Past.P此.Pass.<

ubiti) byS(tb) (aor.3sg.< byti) Izf(slavも s(y)nnJaroslavlb.prodolzbze1
47
) byvnsi s泊.

pobeze Olegn v mal話druzin己.i odva uteとe.b己主aTmutorokanju. ubbjenb 

(Past.P此.Pass.<ubiti) byS(tb) knf(Zb Iz伊laVnm(めsGa)ca.oktf(mbrf(. vn 3 d(e)nb. 1 

vzemse telo jego privezosa i v lodbi. i postavisa protiyu Gorodbcju. (PVL: 201-22) 

彼らが迎え撃ち、ネジャタの地所の村の側にある場所に来て両軍が相い会すると、

激しい斬り合いが起った。まず最初に(人々は)非常に自慢していたヴャチェス

ラフの子ボリス (El)を殺した。イジャスラフ (B)が徒歩の兵士たちの中に立って

いると、突然 1人(の戦士)が馬に乗って来て来て彼の肩を槍で突いた。こうし

てヤロスラフの子イジャスラフ (B)は殺されたのである D 斬り合いが続いているあ

いだにオレグ(C4)は少数の従土団に守られて逃げ出し、やっとのことで逃げおお

せた。彼はトムトロカニに逃げたのである O イジャスラフ公(B)が10月 3日に殺

されたので、(人々は)彼の遺体をヲiき取り、船に乗せて運んで来てゴロデツの前

に置いた。

しかし、このすべては次の149) に示すように、ノヴゴロドの年代記編纂者によって

わずか 10語ほどの記事へと圧縮される o rノヴゴロド第 1年代記』でもこの記述は

「死亡報告」ではなく「事件の叙述jの形をとっており、チェルニゴフで戦闘があり、

その中で 2人の公が倒れたという事件として語られている O しかし、キエフの作者が

生き生きと語った戦闘の模様は、ノヴゴロドの作者によってすべて無視される O しか

し2人の公が単に死んだのではなく、その戦闘で殺されたという事実はノヴゴロドの

作者によっても確実に伝えられている O すなわち、この圧縮作業はただ漫然と行われ

たのではなく、不要な情報は削る、必要な情報は残すという原則に従って、明確な編

集意図のもとに行われたことが分かる O そのことはノヴゴロドの年代記では戦死した

147)テクスト欄外注では IRAで、はprodolzene(t.e. p-ne)Jとある。Lichacevもこの読みを取る。
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2人の公イジャスラフとボリスの名前が、戦死した順ではなく、年齢}II貢、公位継承の

順位に従って記されていることによっても示される刷。

149) 6586(1078)年 イジャスラフ (B)とボリス (E1)の死

V'b to ze leto. byStb sるcjau Cbrnigova， i ubbena (Past.Prt.Pass.< ubiti) bysta 

(aor.3du.く byti)2 knjazja: Izj錨 lavi Boris.(NPL: 18-10) 

同じ年チェルニゴフで合戦があり、 2人の公が殺された。イジャスラフ (B)とボリ

ス(E1)である O

最後は、キエフの府主教イオアンネス 2世の死である。『過ぎし年月の物語jでは彼

の死はumbretiを用い「事件の叙述」として次のように述べられる O その死の前後の状

況も多少なりとも記されている。

150) 6597 (1089)年府主教イオアンネス 2世の死

V se 1るtoide Janもka[v Greky d( 0)託i]Vsevoloza. narec(e)naja pr(る)主(e).[i] privede 

Janka mitropolita. Ioana skopぱinujegoze [vidるvse]ljudbje vsi rekosa.“se nam'b 

priSel'b." ot goda bo do goda prebyvも umre(aor.3sg.<田nbr己ti).(PVL: 208-14) 

この年フセヴォロド (D)の[娘で]前に述べたヤンカが[グレキに]行った。ヤ

ンカは去勢した府主教イオアンネス(2世)を連れて来た。皆は彼を[見て、]

「ほら、死人がやって来た」と言った。彼は 1年いて死んだ。

この事件は、『ノヴゴロド第 1 年代記』では、 prるstavitis~を用いて「死亡報告」の形

で伝えられる O ただし、この記事については、『過ぎし年月の物語』で6597(1089)年の

項に書かれているものが『ノヴゴロド第 1年代記Jでは6599(1091)年の出来事とされ

ていることを考えると、後者の直接の情報源は前者ではなく、他の年代記、情報であ

148)イジャスラフ (B)は6532(1024)年生まれで、ポリス (El)の父ヴャチェスラフの兄であり、

キエフ大公の継承順位から言っても上位に位置する。

っ“00
 



る可能性も強い 149)o

151) 6599(1091)年府主教イオアンネス2世の死

Vn to ze leto pr邑stavisja(aor.3sg.< prestavitisc) Ioann skopeとbmitropolit. (NPL: 18-

28) 

同じ年去勢した人イオアンネス府主教が亡くなった。

以上、『過ぎし年月の物語jの中で、程度の差こそあれ詳細に語られている出来事が

『ノヴゴロド第 1年代記』では、必要な情報を取捨選択し大胆に圧縮されていること、

場合によっては、「事件の叙述」スタイルから「死亡報告」のスタイルへと変えられて

いること、ただそのような記述の変更、簡略化の中で、当該の人物が自然死であった

のか、それとも戦死であったのか、誰かに殺されたのかという点については、いずれ

の場合もきちんと伝えられていることを確認した。これらの事件はいずれも南ルシ、

キエフ周辺の出来事、キエフ大公をめぐる出来事であり、北ロシアの自立した都市ノ

ヴゴロドの年代記作者にとっては決定的に重要な出来事と言えない事件であった。そ

のような場合に意識的な作業としての情報の選択が行われたということになる O

一方で¥『ノヴゴロド第 1年代記Jのテクストを少し読めば、 6724(1221)年のムスチ

スラフ (J51)とヤロスラフ (K4)の戦い、 6776(1268)年のリトヴァ攻め、 6778(1270)年の

争乱とヤロスラフ (K45)のノヴゴロド攻撃、また繰り返し起きた飢鐘と飢え、そして町

の争乱など、ノヴゴロドとその周辺で起き、ノヴゴロドにとって重要であると判断さ

れた出来事については、それぞれの事件の経過が詳細に記述されていることにすぐ気

づく O その第一はノヴゴロドとその市民が参加した戦争の記録であり、またノヴゴロ

ドの町に幾度も起きた争乱である O その中で死んで、いった一般市民については、名前

を挙げて詳しく述べられていることはすでに見た通りである O これは『過ぎし年月の

149) イパーチ一年代記ではヤンカが彼を連れて帰ってきたのは6598(1090)年の出来事とされて

いる。タチシチェフも(これに基づき)、 6598(1090)年に、ヤンカが去勢されたイオアンを

連れ帰り、彼は 1年ルシにいて死んだ、としているo cf. Tati託ev(1995: t.2， 96).この考えに立

てば彼が死んだのは、ヤンカに連れられてルシにやってきた翌年の6599(1091)年のことにな

ろう。
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物語』には見られない特徴である O

このような戦争や町の内政に関する重要な出来事と並んで、他の地域の人にとって

はほとんどどうでもよいことが、ノヴゴロドの人たちにとっては重要な出来事で、あり、

記録すべき出来事であったということの象徴的な例のーっとして、次の記事を挙げた

し=。

152) 6633 (1125)年 嵐と雷と薮と家畜の群

Vb"tO ze 1るtobjase burja velika S'b gromomb i gradoffib， i choromy razdbra ， i S'b 

boznicb V'blny :razdbra， stada skotiny istopi v'b Volchove， a drugyja odva pereimasa 

三ivy.(NPL: 21-24) 

同じ年、大嵐が雷と薮をともなって起り、家々を引き裂き、(多くの)礼拝堂から

屋根瓦を飛ばし、ヴォルホフ川に家畜の群を沈めた。(それでも人々は、家畜の)

あるものをやっとのことで生きたまま引きあげることができたO

記述の分量と具体性から判断するに、ノヴゴロドの人々にとっては、例148)でみた

当時の全ルシの支配者たるキエフ大公イジャスラフ (B)の死よりも、自分たちの家畜が

失われたこと、あるいは自分たちの家畜の一部なりとも救い出せたことの方が重要な、

記録に値する大切な出来事だったのである O

以上、 4.2.から4.4.における議論により、『ノヴゴロド第 1年代記』でも、その独自の

視点、つまり「ノヴゴロドの歴史記録として何が重要であり、何が重要でないか、い

かなる出来事を記録に残し、いかなる出来事はその必要がないか」という視点に立っ

た、歴史記録が行われていることが確認された。そしてこれまで見てきた例から判断

すれば、もしノヴゴロド共和国の首長としての市長官が異常な状況下で死んだとすれ

ば、そのことはきちんと記録に残されるべき重要な情報であると判断されたはずであ

ると考えられる。
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5.結語

本稿でのこれまでの議論を整理するとともに可能な限りでの結論を示したいo

議論の出発点は『ノヴゴロド第 1年代記Jの6625(1127)年の記事であった。

153) = 96) = 2 )6625(1127)年 ノヴゴロド市長官ドブルイニャの死

Vも seze 1色topr邑stavisja(aor.3sg.く prるstavitis<()DobrynJa， posadnikも

novgorodhs匂1I， dekavrja vh 6. (NPL: 20-32) 

この年ノヴゴロドの市長官ドブルイニャが亡くなった、 12月6日のことである O

果たして彼は、イオシフ・ヴォロコラムスキ修道院文書中の“Povest'0 varjazskoj 

boznice (0 posadnike Dobrynje) Iヴァリャグの教会の物語(市長官ドブルイニャにつ

いて)Jにあるように、正教徒としてあるまじき行為をし、その結果神の罰を受け、ヴ

ォルホフ川の波にさらわれ溺死したのか、それとも正教徒としてふさわしい生涯を送

り、家族に見守られて平穏な死をとげたのだろうか、この点について古ロシアの年代

記に現れる人の死を表す表現の使用を検討し、この間いに対して「年代記の側」から

の答えを出すことを試みた。

第2章で、年代記で人の死を表すためにもっとも一般的に使用される 2つの自動詞

的表現Uffihretiとp必stavitis<(の用法の違いを検討した。その結果、 prestavitis<(はルシ

のキリスト教徒、すなわち正教徒が病気や老衰などの自然な死に方をした場合に使用

されること、いわば「正教徒の平穏な死を表すこと」、一方Uffihr己tiの使用にはそのよ

うな含意はなく、正教徒以外の死についても使用されること、また自然死であるかな

いかを問わず広く一般的な形式として使用されることが明らかになった。同時に、人

が戦闘や他者との争いにより尋常で、ない死をとげたときは、多くの場合、他動詞ubiti

を用いるなどして、その事実がきちんと述べられていることも明らかになったO

しかし同時に、テクストを読んで、いると、このような意味的な差異、用法上の差異

と並んで、 2つの動詞が現れる文脈にも違いがあることに気づく O

そして、第 3章における『過ぎし年月の物語Jについての議論を通して、 prestavitis守

-
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を用いた死亡の記事が当該人物の死を周知し公式の記録としてとどめるために用いら

れる、いわば定型化した「死亡報告」として使われていること、これに対してUffib必ti

の方は当該人物の死を時間軸に沿って語られる物語、事件の描写の中で、その登場人

物の一人(あるいは幾人か)に起きた出来事として述べる時に用いられる形式である

ことが明らかになった。すなわち後者は「事件の叙述」として使用されることになる。

さらに前者の使用が年代記の中で比較的遅く始まり、徐々に定型化した表現になって

いったこと、同時に少しずつ日常の言葉としても使用されていくようになった過程を

観察した。このことはprestavitis~ という語棄がその形から見て明らかに南スラブ系の

語棄であることと一致している O すなわちこの動詞は、ルシにキリスト教が受容され

たことに伴って導入され、まず宗教的環境の中で使用され始め、そして次第に年代記

の記述の中でも受け入れられていったと考えられる。

この prestavitis~を用いた「死亡報告」は第4章でみたように、『ノヴゴロド第 1 年代

記J ではさらに広く用いられている O そこから、この prestavitis~を用いた表現、「死亡

報告」の定型化の度合いがさらに進み、この動詞の使用に際しでも「正教徒の平穏な

死を表す」という合意が失われてしまったのではないかという考慮も必要になる O し

かしここで注目すべきことは、「必要な情報」は伝えるというノヴゴロドの年代記作者

の態度である O そして、誰かが「殺された」のか否かということも、この伝えられる

べき「必要な情報」の中に含まれているのである O このことは、ノヴゴロド共和国に

とって重要な様々な人物について prestavitis~を用いた「死亡報告」の数が圧倒的に多

いなかで、 ubitiを用いた「死亡報告」もなお存在していることから分かる O さらに、

キエフの年代記としての『過ぎし年月の物語』とノヴゴロドの年代記としての『ノヴ

ゴロド第 1年代記Jで同じ事件について記述がなされている場合、それぞれできちん

と取捨選択が行われているという事実も重要である O すなわち、ノヴゴロドの年代記

作者は自分たちの目的に適う情報、すなわちノヴゴロドの町にとって重要な情報を残

し、そうでない情報はたとえ全ルシ的に重要と思われるものであっても惜しみなく捨

てている O このことは、 2つの年代記に共通しない、『ノヴゴロド第 1年代記』にのみ

現れる死亡記事についても言える O すなわち、『ノヴゴロド第 1年代記』では、ノヴゴ

ロドの政治的中心としての市長官たち、ノヴゴロドの教会指導者たち、そしてノヴゴ
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ロドの一般市民たちの死が、それぞれ名前を挙げて記録されているのである O そして

戦争や、争乱における死の場合には、多かれ少なかれ、その前後の状況もきちんと記

録されている O

以上が、本稿で観察し、明らかにしてきたことである O ここでの議論の範囲はドブ

ルイニャ一人の死を越え、およそprestavitiscを用いた「死亡報告」の形でその死が告

げられている他のどの人物についても同じことが言えるだろう O しかし、敢えてこの

議論の出発点となったドブルイニャの死に戻れば、年代記の記録に見る限り、彼は

「キリスト教徒としてふさわしく生き、平穏な死に方をした」、言い換えれば「とくに

記録にとどめるべき特別な死に方をしたわけではない」と考えてよいことになる O

勿論、年代記の記録と集成の作業が人の手によるものである以上、 1 )年代記作者

の記録者としての誠実さ、 2)偶然の要素の混入、という 2つの問題がつねに関係し

てくるのは事実である O

この点に関連して、最後に、ノヴゴロドの年代記作者たちの歴史記録に当たっての

誠実さを示すとともに、彼らの種々の出来事に対する好奇心をも示す象徴的な例とし

て、『ノヴゴロド第 1年代記jの6653(1145)年の項に記されている 2人の無名の司祭の

死の記事を挙げたい。

154) 6653 (1145)年 ヴオルホフ川で 2人の司祭が溺死する

Vも toze 1話toutoposta (aor.3du. < utonuti) 2 popa， i ne da episkopo nado nima p色ti.

(NPL: 27-16) 

同じ年 2人の司祭が溺死した。しかし主教は彼ら 2人のために(聖歌を)うたう

ことを許さなかった。

彼らの死は、 1) 2人が溺死したこと、 2)司教が 2人のためにきちんとした葬儀

を行うことを拒んだことから見て、彼らが何らかの不祥事に巻き込まれたか、聖職者

として不適切な行為があったと推定される点で、イオシフ・ヴォロコラムスキ修道院

文書中の“Povest'0 varjazskoj boznice (0 posadnike Dobrynje) 1ヴァリャグの教会の物

語(市長官ドブルイニャについて)Jにあるドブルイニャの死と類似している O そして
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年代記作者はこの出来事をきちんと記録に残すべきであると考えて、その通りに実行

したのである O もしドブルイニャが同じような死をとげたとして、彼らがそのことを

意図的に記録から省く理由は全く考えられない。

一方、いま一つの偶然という要素は、一つの年代記全体に関することではなく、

つ一つの記事に関するものである O たとえ全体がどれほど誠実な態度で書かれていよ

うとも、ある特定の一つの記事において、元となった資料の写し間違い、伝聞の誤り、

記憶の誤りといった様々な偶発的な事情により、必要な情報が欠落する可能性を完全

に排除することは不可能である 150)o

テクスト

Codex Marianus: Jagie， V. 1960. Quattuo1'・evαngelioγumversionis palαeoslovenicαe codex 

Mαriαnusglαgoliticus. Graz: Akademische Druck-u.Verlagsanstalt. 

PVL:Lavγ'ent'evskajαletopis'，可申.1:Povest'りγ仰 nennychlet， Polnoe sobranie Russkich letopisej， 

t.l. izd.2. 1926. Leningrad. (ヲ|用はL.Muller， Handbuch zur Nestorchronik， B.1， Forum 

Slavic田 n，B.48， M也lchen1977による)

NPL: Novgoγodskajαpe仰 αjα letopis'starsego i mlαdsego izvodov. 1950. Moskva: Izd. Akademii 

Nauk SSSR. (ヲl用は百leHague-Paris: Mouton 1969年刊のSlavisticPrintings andReprintings 

版による)

150) なお、 ドブルィニャの死そのものについて言えば、もう一つ考えるべき問題がある。それ

は、彼の死が6625(1127)年という『ノヴゴロド第 1年代記』における固有の記録が始まった

比較的初期の時代(それ以前は『過ぎし年月の物語』における記事と共通する記事が多く見

られる)の出来事であるという点である。すなわち、この時代の記録はまだまだ不十分であ

り、整っていない情報がそのまま書かれたという可能性も否定できない。この点に関連して、

95)の分布表からは除いたが、 ubitiを用いた「事件叙述」による人の死についての 12世紀半

ば以前の記事が手がかりになる。まず「死亡報告」については、本文中で触れた6587(1079) 

年のグレブ(C1)とロマン (C2)の死の記事がある。いずれも ubitiを用いて彼らが殺されたこと

が明らかにされている。 cf.例141).また6655(1147)年のイゴリ (C42)の死も ubitiを用いた

「死亡報告」によって記されているo cf.例142).一方、「事件の叙述」の形で述べられている

ものとしては、 6586(1078)年のイジャスラフ (B)とボリス (E1)の戦死(本文中の例148) を参

照)、 6642(1134)年のスズダリとの戦争におけるノヴゴロド市長官イヴアンコを初めとするノ

ヴゴロドの貴族たちの死(本文中の例107) を参照)、 6644(1136)年の市民によるジロスラフ

の子ギュルギの殺害(本文中の例124) を参照)の記事がある。以上のことから、すでに 12

世紀前半において、尋常でない死に方をした人々については、「死亡報告JI事件の叙述」い

ずれの形であれ、その死に方がきちんと記録に留められていることが分かるD
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